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は
じ
め
に

本
論
文
は
、『

天
台
小
止
観』

の「

第
八
覚
知
魔
事」

を
、
天
台
止

観
成
立
史
の
立
場
か
ら
、
原
典
解
明
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。本

研
究
は
、
平
成
十
二
年
度
後
期（

九
月
～
一
月）
の
大
学
院
修

士
課
程
の「

演
習」

の
授
業
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
授
業
の
受
講
者

は
、
宗
教
学
仏
教
学
専
攻
の
次
の
諸
氏
で
あ
る
。

伊
藤
光
壽〔

研
究
生〕

、
鈴
木
あ
ゆ
み・

瀬
田
啓
道・

濱
島
徳

男・

春
田
三
千
代・

水
野
荘
平・

和
田
知
見・

今
井
勝
子・

佐

藤
宗
弘〔

修
士
二
年〕

、
杉
浦
綾
子・

濱
口
寛
朗・

吉
見
典
生

〔

修
士
一
年〕

、
三
好
秀
範〔

聴
講
生〕

毎
週
、
右
の
担
当
の
大
学
院
生
諸
氏
に
や
っ
て
頂
い
た
も
の
を
、

伊
藤
光
壽
氏
が
文
章
化
さ
れ
、
詳
細
な「

注」

を
作
成
し
て
頂
き
、

そ
れ
に
私
が
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

本
研
究
に
、
も
し
研
究
成
果
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
全
面
的
に
ご
尽

力
を
頂
い
た
伊
藤
光
壽
氏
、
実
際
に
下
調
べ
を
し
、
授
業
を
担
当
し

て
も
ら
っ
た
大
学
院
受
講
生
諸
氏
の
功
績
で
あ
る
。

も
し
非
が
あ
れ
ば
、
そ
の
一
切
の
責
任
は
、
授
業
を
指
導
し
た
私

に
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

『
天
台
小
止
観』

の
研
究（

七）

大

野

栄

人
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〔
原

文〕修
止
観
法
門

覚
知
魔
事

第
八

魔
羅
、
秦
言
殺
者
、
奪
行
人
功
徳
之
財
、
殺
智
慧
命
故
。
云
何
名
魔

事
。
如
仏
、
以
功
徳
智
慧
、
度
脱
衆
生
、
入
涅
槃
、
爲
事
。
魔
亦
如

是
。
常
以
破
壊
、
衆
生
善
根
、
令
流
転
生
死
、
為
事
。
若
能
安
心
道

門
、
道
高
則
魔
盛
、
故
須
善
識
魔
事
。
但
魔
有
四
種
。
一
煩
悩
魔
、

二
陰
入
界
魔
、
三
死
魔
、
四
鬼
神
魔
。
前
三
種
魔
、
皆
是
世
之
常
事
、

今
不
分
別
。
鬼
神
魔
相
、
此
事
須
知
、
今
当
略
説
。
鬼
神
魔
、
凡
有

三
種
、
一
精

鬼
、
二
堆
惕
鬼
、
三
魔
羅
鬼
。

一
、
精

者
、
十
二
時
獣
、
変
化
作
種
種
形
色
、
或
作
少
男
少
女
、

老
宿
之
形
、
及
可
畏
身
相
等
、
種
種
非
一
、
以
悩
惑
行
者
。
此
諸
精

、
欲
悩
行
者
、
各
当
其
時
而
来
、
善
須
別
識
。
若
多
於
寅
時
来
者
、

必
是
虎
豹
等
、
若
多
於
卯
時
来
者
、
必
是
菟

鹿
等
、
若
多
於
辰
時

来
者
、
必
是
竜

等
、
若
多
於
巳
時
来
者
、
必
是
蛇
蟒
等
、
若
多
於

午
時
来
者
、
必
是
馬
驢
駝
等
、
若
多
於
未
時
来
者
、
必
是
羊
等
、
若

多
於
申
時
来
者
、
必
是
猴

等
、
若
多
於
酉
時
来
者
、
必
是
鶏
鳥
等
、

若
多
於
戌
時
来
者
、
必
是
狗
狼
等
、
若
多
於
亥
時
来
者
、
必
是
豬
豕

等
、
若
多
於
子
時
来
者
、
必
是
鼠
等
、
若
多
於
丑
時
来
者
、
必
是
牛

犢
等
。
行
者
若
能
、
善
占
則
知
、
恒
用
此
時
来
者
、
即
是
其
獣
精

、

呼
其
名
字
、
而
呵
責
之
、
即
当
謝
滅
。

二
、
堆
惕
鬼
者
、
亦
作
種
種
、
悩
触
行
人
、
或
如
虫
蝎
、
縁
人
顔
面
、

鑽
刺
踵
踵
、
或
撃

人
両
腋
下
、
或
乍
抱
持
行
人
、
或
復
言
説
、
音

声
喧
閙
、
及
作
諸
獣
之
形
、
異
相
非
一
、
来
悩
行
者
、
応
即
覚
知
、

一
心
閉
眼
、
陰
而
罵
之
、
作
如
是
言
。
我
今
識
汝
、
汝
是
、
此
閻
浮

提
中
、
食
火
嗅
香
、
偸
臘
吉
支
、
邪
見
喜
破
戒
種
、
我
今
持
戒
、
終

不
畏
汝
。
若
出
家
人
、
応
誦
戒
序
、
若
在
家
人
、
応
誦
三
帰
、
五
戒

八
戒
等
、
鬼
便
却
行
、
葡
匐
而
去
。
如
是
等
作
、
種
種
留
難
、
悩
人

相
貌
、
及
余
断
除
之
法
、
並
如
禅
経
中
広
説
。

三
、
魔
羅
、
悩
乱
行
者
、
是
魔
多
化
作
、
三
種
五
塵
境
界
相
、
来
破

人
善
心
。
一
、
作
違
情
事
、
即
是
作
可
畏
五
塵
、
令
人
恐
懼
、
二
、

作
順
情
事
、
即
是
作
可
愛
五
塵
、
令
人
心
生
愛
著
、
三
、
作
非
違
非

順
事
、
即
是
作
平
品
五
塵
、
動
乱
行
者
。
是
故
魔
名
殺
者
、
亦
名
華

箭
、
亦
名
五
箭
、
射
五
情
故
。

一
色
中
作
三
種
境
界
、
惑
乱
行
者
、
作
順
情
色
者
、
或
作
父
母
兄
弟
、

諸
仏
形
像
、
端
正
男
女
、
可
愛
之
境
、
令
人
心
著
色
中
、
作
違
情
境

界
者
、
或
作
虎
狼
師
子
、
羅
刹
之
形
、
種
種
可
畏
像
、
来
怖
行
人
、
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非
違
非
順
者
、
但
作
平
品
之
形
、
動
乱
人
心
、
令
失
禅
定
、
故
名
為

魔
。
化
作
種
種
好
悪
音
声
、
或
作
種
種
香
臭
之
気
、
或
作
種
種
好
悪

之
味
、
或
作
種
種
苦
楽
境
界
、
来
触
人
身
、
皆
是
魔
事
。
其
相
衆
多
、

不
可
具
説
。

挙
要
言
之
、
若
作
種
種
五
塵
、
悩
乱
行
人
、
令
失
善
法
、
起
諸
煩
悩
、

皆
是
魔
軍
。
以
能
破
壊
、
平
等
仏
法
、
令
起
貪
欲
憂
愁
、
瞋
恚
睡
眠

等
、
諸
障
道
法
故
。
如
経
偈
中
説
、

欲
是
汝
初
軍

憂
愁
為
第
二

飢
渇
第
三
軍

渇
愛
為
第
四

睡
眠
第
五
軍

怖
畏
為
第
六

疑
悔
第
七
軍

瞋
恚
為
第
八

利
養
虚
称
九

自
高
蔑
人
十

如
是
等
軍
衆

厭
没
出
家
人

我
以
禅
智
力

破
汝
此
諸
軍

得
成
仏
道
已

度
脱
一
切
人

行
者
、
既
能
覚
知
魔
事
、
即
当
自
却
之
。

却
法
有
二
、
一
者
、
修
士
却
之
、
凡
見
一
切
、
外
諸
好
悪
魔
境
、
悉

知
虚
誑
、
不
愛
不
怖
、
亦
不
取
捨
分
別
、
息
心
寂
然
、
彼
自
当
滅
。

二
者
、
修
観
却
之
、
若
見
如
上
所
説
、
種
種
魔
境
、
用
止
不
去
、
即

当
反
観
、
能
見
之
心
、
不
見
処
所
、
彼
何
所
悩
、
如
是
観
時
、
尋
当

謝
滅
。
若
遅
遅
不
去
、
但
当
正
念
、
勿
生
恐
懼
、
不
惜
躯
命
、
正
心

不
動
、
知
魔
界
如
、
即
是
仏
界
如
、
若
魔
界
如
仏
界
如
、
一
如
無
二
、

則
於
魔
界
無
所
捨
、於
仏
界
無
所
取
、即
仏
法
自
当
現
前
、魔
境
消
滅
。

復
次
、
若
見
魔
境
不
謝
、
不
須
生
憂
、
若
見
謝
滅
、
亦
勿
生
喜
。
所

以
者
何
。
未
曾
見
、
有
人
坐
禅
、
現
魔
化
作
虎
狼
来
、
剰
食
其
行
者
、

亦
未
曾
見
、
魔
化
作
男
女
、
剰
可
為
夫
妻
也
。
当
知
、
皆
是
幻
化
。

愚
人
不
了
、
心
生
驚
怖
、
及
起
貪
著
、
因
是
心
乱
失
定
、
発
狂
致
患
、

皆
是
行
人
、
無
智
致
患
、
非
魔
所
作
。

復
次
、
若
諸
魔
境
悩
乱
、
或
経
年
月
不
去
、
但
当
端
心
、
正
念
堅
固
、

不
惜
身
命
、
莫
懐
憂
懼
。
当
誦
大
乗
方
等
、
諸
治
魔
呪
、
黙
念
誦
之
、

存
念
三
宝
。
若
出
禅
時
、
亦
当
誦
呪
自
防
、
懺
悔
慚
愧
、
及
誦
波
羅

提
木
叉
戒
。
邪
不
干
正
、
久
久
自
滅
。

魔
事
衆
多
、
説
不
可
尽
、
善
須
識
之
。
是
故
初
心
行
人
、
必
須
親
近

善
知
識
、
為
有
如
此
等
難
事
故
。
是
魔
入
人
心
時
、
能
令
人
心
神
狂

乱
、
或
憂
或
喜
、
因
是
成
患
、
乃
至
致
死
、
或
時
令
得
、
諸
邪
禅
定
、

智
慧
神
通
陀
羅
尼
、
説
法
教
化
、
人
皆
信
伏
、
後
則
大
壊
人
、
出
世

善
事
、
及
破
壊
正
法
。

如
是
等
諸
異
非
一
、
不
可
説
尽
、
今
略
示
其
要
、
為
令
行
者
、
於
坐
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禅
中
、
不
妄
受
諸
魔
境
界
。
取
要
言
之
、
若
欲
遣
邪
帰
正
、
当
観
諸

法
実
相
。
善
修
止
観
、
是
則
無
邪
不
破
。
故
釈
論
云
、
除
諸
法
実
相
、

其
余
一
切
、
皆
是
魔
事
。
如
偈
中
説
、

若
分
別
憶
想

即
是
魔
羅
網

不
動
不
分
別

是
則
為

法
印

〔

書
き
下
し
文〕

魔
事
を
覚
知
せ
よ

第
八

魔
羅

（

１）

と
は
、
秦
に
は
殺
者
と
い
う
。
行
人
の
功
徳
の
財
を
奪
い

く

ど
く

智
慧
の
命
を
殺
す
が
故
な
り

（

２）

。
い
か
な
る
を
か
魔
事
と
名
づ
く
る

や
。
仏
の
ご
と
き
は
、
功
徳・

智
慧
を
も
っ
て
衆
生
を
度
脱
し
て

涅
槃
に
入
ら
し
む
る
を
事
と
な
す
。
魔
も
ま
た
か
く
の
ご
と
く
、

つ
ね
に
衆
生
の
善
根
を
破
壊
し
て
生
死
に
流
転
せ
し
む
る
を
も
っ

て
事
と
な
す
。
も
し
よ
く
心
を
道
門
に
安
ん
ず
る
に
、
道
高
け
れ

ば
す
な
わ
ち
魔
盛
ん
な
り
。
故
に
す
べ
か
ら
く
よ
く
魔
事
を
識
る

べ
し

（

３）

。
た
だ
し
魔
に
四
種
あ
り
。
一
に
煩
悩
魔
、
二
に
陰
入
界
魔
、
三

ぼ
ん
の
う

ま

お
ん
に
ゅ
う
か
い
ま

に
死
魔
、
四
に
鬼
神
魔
な

（

４）

り
。
前
の
三
種
の
魔
は
、
み
な
こ
れ
世

し

ま

き

じ

ん

ま

の
常
の
事
な
り

（

５）

。
い
ま
は
分
別
せ
ず
。
鬼
神
魔
の
相
は
、
こ
の
事

（

６）

じ

す
べ
か
ら
く
知
る
べ
し
。
い
ま
、
ま
さ
に
略
し
て
説
く
べ
し
。
鬼

神
魔
に
お
よ
そ
三
種
あ
り
。
一
に
は
精

鬼
、
二
に
は
堆
惕
鬼
、

し
ょ
う
み
き

た
い
て
き
き

三
に
は
魔
羅
鬼
な
り

（

７）

。

ま

ら

き

一
に
、
精

と
は
、
十
二
時
の
獣
が
、
変
化
し
て
種
種
の
形
色

し
ょ
う
み

を
な
す
な
り

（

８）

。
あ
る
い
は
少
男
、
少
女
、
老
宿
の
形

（

９）

、
お
よ
び

畏
る
べ
き
身
相
等
を
な
す
こ
と
、種
種
に
し
て
一
に
あ
ら
ず
、も
っ

お
そて

行
者
を
悩
惑
す
。
こ
の
諸
の
精

は
、
行
者
を
悩
ま
さ
ん
と
欲

せ
ば
お
の
お
の
そ
の
時
に
当
っ
て
来
た
る
。
よ
く
す
べ
か
ら
く

別
ま
え
識
る
べ
し
。
も
し
多
く
寅
の
時
に
お
い
て
来
た
ら
ば
必
ず

わ
き

と
ら

こ
れ
虎・

豹
等
な
り
。
も
し
多
く
卯
の
時
に
お
い
て
来
た
ら
ば
必

と
ら

ひ
ょ
う

う

ず
こ
れ
菟・

・

鹿
等
な
り
。
も
し
多
く
辰
の
時
に
お
い
て
来
た

う
さ
ぎ

く
じ
か

た
つ

ら
ば
必
ず
こ
れ
竜・

等
な
り
。
も
し
多
く
巳
の
時
に
お
い
て
来

わ
に

み

た
ら
ば
必
ず
こ
れ
蛇・

蟒
等
な
り
。
も
し
多
く
午
の
時
に
お
い
て

へ
び

お
ろ
ち

う
ま

来
た
ら
ば
必
ず
こ
れ
馬・

驢・

駝
等
な
り
。
も
し
多
く
未
の
時
に

ろ
ば

ら
く
だ

ひ
つ
じ

お
い
て
来
た
ら
ば
必
ず
こ
れ
羊
等
な
り
。
も
し
多
く
申
の
時
に
お

さ
る

い
て
来
た
ら
ば
必
ず
こ
れ
猴・

等
な
り
、
も
し
多
く
酉
の
時

さ
る

お
お
ざ
る

と
り

に
お
い
て
来
た
ら
ば
必
ず
こ
れ
鶏・

鳥
等
な
り
。
も
し
多
く
戌
の

い
ぬ
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時
に
お
い
て
来
た
ら
ば
必
ず
こ
れ
狗・

狼
等
な
り
。
も
し
多
く

い
ぬ

亥
の
時
に
お
い
て
来
た
ら
ば
必
ず
こ
れ
豬・

豕
等
な
り
。
も
し
多

い

い
の
し
し
い
の
こ

く
子
の
時
に
お
い
て
来
た
ら
ば
必
ず
こ
れ
鼠
等
な
り
。
も
し
多
く

ね

丑
の
時
に
お
い
て
来
た
ら
ば
必
ず
こ
れ
牛・

犢
等
な
り
。
行
者
が

う
し

こ
う
し

も
し
よ
く
占
し
て
す
な
わ
ち
恒
に
こ
の
時
を
も
ち
い
て
来
た
ら
ば

（
）

せ
ん

つ
ね

す
な
わ
ち
こ
れ
そ
の
獣
の
精

な
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
名
字
を

呼
ん
で
こ
れ
を
呵
責
せ
よ
。
す
な
わ
ち
ま
さ
に
謝
滅
す
べ
し
。

二
に
、
堆
惕
鬼
と
は
、
ま
た
種
種
に
行
人
を
脳
触
す
る
こ
と
を

た
い
て
き

の
う
そ
く

な
す
。
あ
る
い
は
虫・

蝎
の
ご
と
く
人
の
顔
面
を
縁
じ
て
鑽
刺
す

さ
そ
り

さ

ん

し

る
こ
と
踵

踵

た
り

（
）

。
あ
る
い
は
人
の
両
腋
の
下
を
撃

し

（
）

、
あ

し
ゅ
う
し
ゅ
う

げ
き
り
ゃ
く

る
い
は
乍
ち
に
行
人
を
抱
持
し
、
あ
る
い
は
ま
た
言
説
の
音
声
が

た
ち
ま

喧
閙
な

（
）

ら
ん
。
お
よ
び
諸
の
獣
の
形
を
な
し
、
異
相
は
一
に
あ
ら

け
ん
と
う

ず
。
来
た
っ
て
行
者
を
悩
ま
さ
ば
、
ま
さ
に
す
な
わ
ち
覚
知
し
て

一
心
に

（
）

眼
を
閉
じ
ひ
そ
か
に
こ
れ
を
罵
っ
て
か
く
の
ご
と
き
の
言

を
な
す
べ
し
。「

わ
れ
、
い
ま
、
汝
を
識
る
。
汝
は
こ
れ
こ
の
閻え

ん

浮
提
の
中
で
、
火
を
食
い
香
を
嗅
ぎ
臘
を
偸
め
る
吉
支
な
り

（
）

。
邪

ぶ

だ
い

ろ
う

ぬ
す

き
っ

し

見
に
し
て
破
戒
を
喜
ぶ
種
な
り
。
わ
れ
、
い
ま
、
戒
を
持
す
。
つ

い
に
汝
を
畏
れ
ず
。」

と
。
も
し
出
家
の
人
な
ら
ば
、
ま
さ
に
戒
序

か
い
じ
ょ

を

（
）

誦
す
べ
し
。
も
し
在
家
の
人
な
ら
ば
ま
さ
に
三
帰・

五
戒・

八

戒
等
を
誦
す
べ
し

（
）

。
鬼
は
す
な
わ
ち
却

行
し
葡
匐
し
て
去
ら
ん

（
）

。

き
ゃ
く
ぎ
ょ
う

ほ

ふ
く

か
く
の
ご
と
き
等
の
種
種
の
留
難
を

（
）

な
し
て
、人
を
悩
ま
す
相
貌
、

る

な
ん

そ
う
み
ょ
う

お
よ
び
余
の
断
除
の
法
は
、
な
ら
び
に
禅
経

（
）

の
な
か
に
広
く
説
け

る
が
ご
と
し
。

三
に
、
魔
羅
と
は
、
行
者
を
悩
乱
す
。
こ
の
魔
は
多
く
三
種
の

五
塵
の
境
界
の
相
を
化
作
し

（
）

、
来
た
っ
て
人
の
善
心
を
破
す
。
一

じ
ん

け

さ

に
は
、
違
情
の
事
を
作
す
。
す
な
わ
ち
こ
れ
畏
る
べ
き
五
塵
を
作

な

お
そ

し
て
人
を
し
て
恐
懼
せ
し
む
。
二
に
は
、
順
情
の
事
を
作
す
。
す

く

ふ

な
わ
ち
こ
れ
愛
す
べ
き
の
五
塵
を
作
し
て
人
の
心
を
し
て
愛
着
を

生
ぜ
し
む

（
）

。
三
に
は
、
非
違
非
順
の
事
を
な
す
。
す
な
わ
ち
こ
れ

平
品
の
五
塵
を
作
し
て
行
者
を
動
乱
す
。
こ
の
故
に
魔
を
殺
者
と

せ
っ
し
ゃ

名
づ
け

（
）

、
ま
た
華
箭
と
名
づ
く
。
ま
た
五
箭
と
名
づ
く
。
五
情
を

せ
ん

射
る
が
故
な
り
。

一
つ
の
色
の
な
か
に
三
種
の
境
界
を
な
し
て
行
者
を
惑
乱
す

（
）

。

し
き

順
情
の
色
を
作
す
と
は
、
あ
る
い
は
父
母
、
兄
弟
、
諸
仏
の
形

ぎ
ょ
う

像
、

（
）

端
正
な
る
男
女
、
愛
す
べ
き
の
境
を
作
し
て
、
人
の
心
を
し

ぞ
うて

色
の
な
か
に
著
せ
し
む
。
違
情
の
境
界
を
作
す
と
は
、
あ
る
い

は
虎
、
狼
、
師
子
、
羅
刹
の
形
、
種
種
の
畏
る
べ
き
の
像
を
作
し

お
そ

て
、
来
た
っ
て
行
人
を
怖
ろ
か
す
。
非
違
非
順
と
は
、
た
だ
平
品

お
ど
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の
形
を
作
し
て
、
人
心
を
動
乱
し
て
禅
定
を
失
わ
し
む
。
故
に
名

づ
け
て
魔
と
な
す
。
種
種
の
好
悪
の
音
声
を
化
作
し
、
あ
る
い
は

種
種
の
香
臭
の
気
を
作
し
、あ
る
い
は
種
種
の
好
悪
の
味
を
作
し
、

あ
る
い
は
種
種
の
苦
楽
の
境
界
を
作
し
て
、
来
た
っ
て
人
身
に
触

る
る
は
、
み
な
こ
れ
魔
事
な
り
。
そ
の
相
は
衆
多
な
り
。
具
さ
に

つ
ぶ

は
説
く
べ
か
ら
ず

（
）

。

要
を
挙
げ
て
こ
れ
を
い
わ
ば
、
も
し
種
種
の
五
塵
を
作
し
て
行

人
を
悩
乱
し
、
善
法

（
）

を
失
わ
し
め
、
諸
の
煩
悩
を
起
さ
し
む
る
は
、

み
な
こ
れ
魔
軍
な
り
。
よ
く
平
等
の
仏
法
を
破
壊
し

（
）

、
貪
欲・

憂

は

え

愁・

瞋
恚・

睡
眠
等
の
諸
の
障
道
の
法
を
起
さ
し
む
る
を
も
っ
て

の
故
な
り
。『

経』

の
偈

（
）

の
な
か
に
説
け
る
が
ご
と
し
。

「

欲
は
こ
れ
汝
の
初
軍

憂
愁
を
な
し
て
第
二
と
す

う

し
ゅ
う

飢
渇
は
第
三
軍

渇
愛
を
な
し
て
第
四
と
す

か
つ
あ
い

睡
眠
は
第
五
軍

怖
畏
を
な
し
て
第
六
と
す

ず
い
め
ん

疑
悔
は
第
七
軍

瞋
恚
を
な
し
て
第
八
と
す

利
養
虚
称
は
九

自
ら
を
高
く
し
人
を
蔑
む
は
十
な
り

み
ず
か

さ
げ
す

か
く
の
ご
と
き
等
の
軍
衆

出
家
の
人
を
厭
没
す

え
ん
も
う

わ
れ
禅
智
の
力
を
も
っ
て

汝
が
こ
の
諸
軍
を
破
し

ぜ

ん

ち

仏
道
を
成
ず
る
こ
と
を
得
お
わ
っ
て

一
切
の
人
を
度
脱
す

（
）」

ど

だ
つ

と
。
行
者
す
で
に
よ
く
魔
事
を
覚
知
せ
ば
、
す
な
わ
ち
ま
さ
に
み

ず
か
ら
こ
れ
を
却
く
べ
し

（
）

。

し
り
ぞ

却
く
る
法
に
二
あ
り
。
一
に
は
止
を
修
し
て
こ
れ
を
却
く
。
お

し
り
ぞ

し

よ
そ
一
切
の
外
の
諸
の
好
悪
の
魔
境
を
見
て
は

（
）

、
こ
と
ご
と
く

こ

う

お

虚
誑
な
り
と
知
っ
て

（
）

愛
せ
ず
怖
れ
ず
、
ま
た
取
捨
分
別
せ
ず
、
心

こ

お

う

を
息
し
て

（
）

寂
然
た
ら
ば
、
彼
お
の
ず
か
ら
ま
さ
に
滅
す
べ
し
。
二

そ
く

に
は
、
観
を
修
し
て
こ
れ
を
却
く
。
も
し
上
に
説
け
る
と
こ
ろ
の

ご
と
き
種
種
の
魔
境
を
見
て

（
）

、
止
を
用
う
る
も
去
ら
ざ
れ
ば
、
す

な
わ
ち
ま
さ
に
能
見
の
心
を
反
観
す
べ
し

（
）

。
処
所
を
見
ざ
れ
ば
、

彼
は
な
ん
の
悩
ま
す
と
こ
ろ
ぞ

（
）

。
か
く
の
ご
と
く
観
ず
る
と
き
、

尋
い
で

（
）

ま
さ
に
謝
滅
す
べ
し
。
も
し
遅
遅
と
し
て

（
）

去
ら
ざ
れ
ば
、

つ

ち

ち

た
だ
ま
さ
に
正
念
に
し
て

（
）

恐
懼
を
生
ず
る
こ
と
な
く
、
躯
命
を
惜

く

み
ょ
う

し
ま
ず
、
心
を
正
し
く
し
て
動
ぜ
ず
、
魔
界
の
如
は
す
な
わ
ち
こ

に
ょ

れ
仏
界
の
如
な
り
と
知
る
べ
し

（
）

。
も
し
魔
界
の
如
と
仏
界
の
如
と

一
如
に
し
て
二
な
く
ん
ば
、
す
な
わ
ち
魔
界
に
お
い
て
も
捨
つ
る

と
こ
ろ
な
く
、
仏
界
に
お
い
て
も
取
る
と
こ
ろ
な
し
。
す
な
わ
ち

仏
法
お
の
ず
か
ら
ま
さ
に
現
前
し
、
魔
境
は
消
滅
せ
ん
。

ま
た
つ
ぎ
に
、
も
し
魔
境
の
謝
せ
ざ
る
を
見
る
も
、
す
べ
か
ら

く
憂
い
を
生
ず
べ
か
ら
ず
。
も
し
謝
滅
す
る
を
見
る
も
、
ま
た
喜
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び
を
生
ず
る
こ
と
な
か
れ
。
所
以
は
い
か
ん
。
い
ま
だ
か
つ
て
人

あ
っ
て
坐
禅
す
る
に
、
現
ず
る
と
こ
ろ
の
魔
が
化
し
て
虎
狼
と
な

り
、
来
た
っ
て
あ
ま
つ
さ
え
そ
の
行
者
を
食
う
こ
と
を
見
ず
。
ま

た
、
い
ま
だ
か
つ
て
魔
が
化
し
て
男
女
と
な
り
、
あ
ま
つ
さ
え
夫

婦
と
な
る
べ
き
こ
と
を
見
ず
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
み
な
こ
れ
幻

化
な
り

（
）

。
愚
人
は
了
せ
ず

（
）

、
心
に
驚
怖
を
生
じ
、
お
よ
び
貪
著
を

起
し
、
こ
れ
に
因
っ
て
心
乱
れ
て
定
を
失
し
、
狂
を
発
し
、
患
を

じ
ょ
う

げ
ん

致
す

（
）

。
み
な
こ
れ
行
人
が
無
智
に
し
て
患
を
致
す
な
り

（
）

。
魔
の
作

す
と
こ
ろ
に
は
あ
ら
ず
。

ま
た
つ
ぎ
に
、
も
し
諸
の
魔
境
が
悩
乱
し
て

（
）

、
あ
る
い
は
年
月

を
経
て
去
ら
ざ
れ
ば
、
た
だ
ま
さ
に
端
心
正
念
に
し
て
堅
固
な
る

た
ん
じ
ん

べ
し

（
）

。
身
命
を
惜
し
ま
ず
憂
懼
を
懐
く
こ
と
な
か
れ

（
）

。
ま
さ
に
大

う

く

い
だ

乗
方
等
の
諸
の
治
魔
の
呪
を
誦
し

（
）

、
黙
し
て
こ
れ
を
念
誦
し
、
三

ほ
う
ど
う

し
ゅ

宝
を
存
念
す
べ
し

（
）

。
も
し
禅
を
出
で
ん
と
き
も
ま
た
、
ま
さ
に
呪

を
誦
し
て
み
ず
か
ら
防
ぎ

（
）

、
懺
悔
慚
愧
し

（
）

、
お
よ
び
波
羅
提
木
叉

さ

ん

げ

ざ

ん

ぎ

は
ら
だ
い
も
く
し
ゃ

戒
を
誦
す
べ
し

（
）

。
邪
は
正
を
干
さ
ず
、
久
久
に
し
て
お
の
ず
か
ら

か
い

お
か

滅
せ
ん
。

魔
事
は
衆
多
な
り
。
説
け
ど
も
尽
く
す
べ
か
ら
ず
。
よ
く
す
べ

か
ら
く
こ
れ
を
識
る
べ
し
。
こ
の
故
に
初
心
の
行
人
は
必
ず
す
べ

か
ら
く
善
知
識
に
親
近
す
べ
し

（
）

。
か
く
の
ご
と
き
等
の
難
事
あ
る

し
ん
ご
ん

が
た
め
の
故
な
り

（
）

。

こ
の
魔
が
人
心
に
入
る
と
き
、
よ
く
人
を
し
て
心
神
を
狂
乱
せ

し
ん
じ
ん

し
め
、
あ
る
い
は
憂
い
あ
る
い
は
喜
び
、
こ
れ
に
因
っ
て
患
を
な

し
、
乃
至
、
死
を
致
す

（
）

。
あ
る
と
き
は
諸
の
邪
な
る
禅
定
、
智
慧
、

神
通
、
陀
羅
尼
を
得
し
む
。
説
法
し
教
化
す
る
に
人
み
な
信
伏
す

れ
ど
も
、
後
に
す
な
わ
ち
大
い
に
人
の
出
世
の
善
事
を
壊
し

（
）

、
お

し
ゅ
っ
せ

よ
び
正
法
を
破
壊
す
。

か
く
の
ご
と
き
等
の
諸
異

（
）

は
一
に
あ
ら
ず
。
説
け
ど
も
尽
く
す

べ
か
ら
ず
。
い
ま
略
し
て
そ
の
要
を
示
せ
る
は
、
行
者
を
し
て
坐

禅
の
な
か
に
お
い
て
妄
り
に

（
）

諸
の
魔
の
境
界
を
受
け
ざ
ら
し
め
ん

み
だ

が
た
め
な
り
。
要
を
取
っ
て
こ
れ
を
い
わ
ば
、
も
し
邪
を
遣
っ
て

や

正
に
帰
せ
ん
と
欲
せ
ば

（
）

、
ま
さ
に
諸
法
実
相
を
観
ず
べ
し

（
）

。
よ
く

止
観
を
修
す
れ
ば
こ
れ
す
な
わ
ち
邪
と
し
て
破
せ
ざ
る
は
な
し
。

故
に『

釈
論』

に
い
わ
く
、

「

諸
法
の
実
相
を
除
い
て

そ
の
余
は
一
切
み
な
こ
れ
魔
事

な
り

（
）」

と
。
偈
の
な
か
に
説
け
る
が
ご
と
し
。

「
も
し
分
別
憶
想
す
れ
ば

す
な
わ
ち
こ
れ
魔
羅
の
網
な
り
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動
ぜ
ず
分
別
せ
ざ
る
を

こ
れ
す
な
わ
ち
法
印
な
り
と
な
す

（
）」

ほ
う
い
ん

〔

注〕（

１）

魔
羅
＝「
魔
羅」

は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
マ
ー
ラ
の
音
写
。
魔

と
音
略
す
る
。
殺
者
、
奪
命
、
能
奪
命
者
、
障
礙
と
訳
し
、
悪
魔
と

も
い
う
。
人
の
生
命
を
奪
い
、
善
事
を
妨
げ
る
悪
鬼
神
で
あ
る
。
古

く
は
磨
と
書
い
た
が
、
梁
の
武
帝
の
時
か
ら
、
魔
の
字
に
改
め
た
。

「

魔」

と
い
う
漢
字
は
、「
麻」

と「

鬼」

を
合
わ
せ
て
造
っ
た
も
の

で
、
そ
れ
が
邪
悪
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
と
い
わ
れ

る
。仏

教
の
魔
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
悪
魔
と
違
っ
て
、
邪
悪
な
霊
的
な

存
在
と
い
う
よ
り
、
人
間
が
善
を
行
な
う
の
を
妨
げ
、
修
行
を
妨
害

し
、
悪
に
誘
う
存
在
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
魔
と
は
、
人
間
が
善

を
行
な
い
悟
り
を
得
る
た
め
に
修
行
し
よ
う
と
す
る
の
を
妨
げ
る
内

外
の
障
礙
を
、
擬
人
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
障
礙
、
妨
げ
と
な
る
の

は
、
わ
た
し
た
ち
自
身
の
心
の
な
か
に
生
起
す
る
煩
悩
で
あ
り
、
貪

り・

怒
り・

愚
か
さ・

慢
り
な
ど
、
心
意
識
の
自
我
の
は
た
ら
き
を

お
ご

い
う
。

『

普
曜
経』

巻
第
六
に
は
、
仏
陀
が
成
道
す
る
時
、
魔
王
波
旬
が
四

女
を
遣
わ
し
て
悩
ま
せ
た
と
伝
え
ら
れ
、『

ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ』

に
、

悪
魔
ナ
ム
チ
へ
の
仏
陀
の
こ
と
ば
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

「

汝
の
第
一
の
軍
勢
は
欲
望
で
あ
り
、第
二
の
軍
勢
は
不
快
で
あ

り
、
汝
の
第
三
の
軍
勢
は
飢
え
と
渇
き
で
あ
り
、
第
四
の
軍
勢

は
渇
愛
と
い
わ
れ
る
。
汝
の
第
五
の
軍
勢
は
心
を
暗
く
沈
ま
せ

る
心
の
作
用
で
あ
り
、第
六
の
軍
勢
は
恐
怖
の
心
と
い
わ
れ
る
。

汝
の
第
七
の
軍
勢
は
偽
善
と
傲
慢
で
あ
る
。
…
…
ナ
ム
チ
よ
、

こ
れ
が
汝
の
私
を
攻
撃
す
る
邪
悪
な
軍
勢
で
あ
る
。
勇
敢
で
は

な
い
者
は
、
そ
れ
に
打
ち
勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
勇
敢
な

人（

仏
陀）

は
、
そ
れ
に
打
ち
勝
っ
て
安
楽
を
得
る
の
で
あ

る
。」（

四
三
六

－

四
三
九
頁）

ま
た
、

『

仏
本
行
集
経』

巻
第
二
十
五
に
は
、
仏
が
成
道
す
る
以
前

の
六
年
間
の
苦
行
中
に
お
い
て
、
す
で
に
欲
界
の
魔
王
波
旬
が
、
仏

の
左
右
に
近
づ
き
、
入
り
込
む
隙
を
窺
っ
て
い
た
。
仏
は
こ
の
魔
王

波
旬
に
対
し
て
、

「

我
、
当
に
久
し
か
ら
ず
し
て
、
汝
、
魔
を
降
す
べ
し
。
汝
の
軍

の
第
一
は
こ
れ
欲
貪
な
り
。第
二
は
名
づ
け
て
不
歓
喜
と
な
す
。

第
三
は
飢
渇
寒
熱
等
に
し
て
、愛
著
は
こ
れ
第
四
軍
と
名
づ
く
。

第
五
は
即
ち
彼
の
睡
及
び
眠
、
驚
怖
恐
畏
は
こ
れ
第
六
、
第
七

は
こ
れ
孤
疑
惑
な
り
。
瞋
恚
忿
怒
は
第
八
軍
、
競
利
及
び
争
名

は
第
九
に
し
て
、
愚
癡
無
知
は
こ
れ
第
十
な
り
。
自
誉
矜
高
は

第
十
一
に
し
て
、
十
二
は
恒
常
に
他
人
を
毀
る
な
り
。

そ
し

波
旬
よ
、
汝
等
の
眷
属
然
り
。
軍
馬
悉
と
く
み
な
黒
暗
を
行
く
。

そ
れ
こ
の
悪
行
に
堕
す
こ
と
あ
る
者
は
、
こ
れ
彼
の
沙
門・

婆

羅
門
な
り
。
汝
の
軍
は
恒
常
に
世
間
に
行
き
て
、
一
切
の
天
人

類
を
送
惑
せ
し
む
。
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我
、
今
汝
が
軍
馬
を
見
れ
ば
、
妙
智
慧
を
も
っ
て
勝
兵
を
厳
に

し
、
悉
と
く
よ
く
降
伏
し
て
余
な
か
ら
し
め
、
尽
と
く
汝
の
大

軍
衆
を
破
ら
ん
こ
と
を
。
な
お
水
の
坏

瓶
器
を
破
る
が
如
く
、

や
か
な
い

汝
の
軍
を
消
散
せ
ん
こ
と
亦
た
復
た
然
ら
ん
。
我
が
心
正
念
に

し
て
安
き
こ
と
山
の
如
し
。
智
慧
も
方
便
も
み
な
成
就
し
、
無

放
逸
の
心
を
も
っ
て
行
ず
。
汝
、
何
ぞ
能
く
我
が
瑕
疵
を
得

き

ず

ん
。」（『

大
正
蔵』

三・

七
六
九
ｃ）

と
説
き
、
魔
軍
衆
と
し
て
十
二
軍
を
挙
げ
る
。
何
れ
も
実
在
す
る
も

の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
五
陰・

十
二
入・

十
八
界
に
基
づ
く
我
見
の

は
た
ら
き
を
表
象
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
仏
は
す
で
に
苦
行
中
に

お
い
て
、
魔
軍
衆
を
降
伏
す
る
こ
と
を
、
お
の
れ
に
誓
願
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
降
魔
成
道
は
、
仏
陀
の
成
道
が
妨
害
さ
れ
た
と
い
う
宗

教
史
上
の
出
来
事
と
い
う
よ
り
、
仏
陀
が
内
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
心
の

葛
藤
を
乗
り
越
え
、
自
ら
の
心
に
打
ち
勝
っ
た
こ
と
を
表
わ
す
こ
と

が
よ
く
分
か
る
。

智
顗
も
、
仏
陀
の
降
魔
成
道
と
同
じ
体
験
を
す
る
。
智
顗
は
、
太

建
七
年（

五
七
五）

、
建
康
の
瓦
官
寺
を
出
て
天
台
山
に
入
る
。
日

毎
夜
毎
、
天
台
山
を
駆
け
回
り
、
頭
陀
行
を
行
じ
て
い
た
。
あ
る
夜
、

天
台
山
の
最
高
峰
の
華
頂
峰
で
、
迫
り
来
る
無
数
無
量
の
魑
魅
魍
魎

に
悩
殺
さ
れ
る
、
恐
怖
の
実
体
験
を
し
た
。
華
頂
峰
上
で
、
魑
魅
魍

魎
を
降
し
た
こ
の
実
体
験
を
、
華
頂
開
悟
と
も
華
頂
峰
の
降
魔
一
実

諦
と
も
い
う（『

隋
天
台
智
顗
大
師
別
伝』

、『

大
正
蔵』

五
〇・

一

九
三
ｂ）

。
智
顗
に
と
っ
て
の
魔
は
、
仏
陀
の
降
魔
成
道
の
時
と
同

じ
、
断
滅
し
て
も
断
滅
し
て
も
、
内
心
か
ら
湧
き
出
て
止
む
こ
と
が

な
い
煩
悩
で
あ
っ
た
。

魔
の
意
味
を
内
観
的
に
解
釈
し
て
、
煩
悩
な
ど
す
べ
て
衆
生
を
悩

ま
す
も
の
を
魔
と
名
づ
け
る
。
自
己
の
身
心
か
ら
生
じ
る
障
礙
を
内

魔
と
い
い
、
外
界
か
ら
加
わ
る
障
礙
を
外
魔
と
い
い
、
合
わ
せ
て
二

魔
と
す
る
。

『

大
智
度
論』

巻
第
五
に
は
、
魔
に
つ
い
て「

復
た
次
に
、
諸
法
実

相
を
除
い
て
、
余
残
の
一
切
の
法
を
尽
と
く
名
づ
け
て
魔
と
な
す
。

諸
の
煩
悩・

結
使・

欲
縛・

取
纏・

陰
界
入・

魔
王・

魔
民・

魔
人

の
如
し
。
是
の
如
き
等
を
尽
と
く
名
づ
け
て
魔
と
な
す」（『

大
正
蔵』

二
五・

九
九
ｂ）

と
述
べ
て
い
る
。『

大
智
度
論』

巻
第
五
は
、
諸

法
実
相
を
除
く
他
の
す
べ
て
を
魔
と
規
定
し
て
い
る
。
第
八
章「

魔

事
を
覚
知
せ
よ」

の
魔・

魔
羅・

魔
事
の
根
拠
は
、
こ
こ
に
あ
る
。

一
切
の
煩
悩
や
結
使
が
、
魔
の
根
本
原
因
で
あ
る
。
人
は
、
湧
き

出
る
煩
悩
や
結
使
に
動
か
さ
れ
て
、
自
我
を
造
り
出
す
。
自
我
を
造

り
出
す
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
魔
の
繋
縛
を
受
け
る
こ

と
で
あ
る
。
人
は
、
造
り
出
し
た
自
我
心
に
束
縛
さ
れ
、
魔
の
手
中

に
搦
め
取
ら
れ
て
い
く
。

こ
う
し
て
魔
に
取
り
憑
か
れ
る
と
、
人
は
、
魔
か
ら
自
己
を
守
る

手
立
て
と
し
て
、
五
陰・

十
二
入・

十
八
界
の「

陰
入
界」

と
い
う
、

身
体
と
身
体
を
構
成
し
て
い
る
要
素
が
造
り
出
す
、
主
観
と
客
観
を

心
中
に
固
定
化
さ
せ
、
貪
り・

怒
り・

愚
か
さ・

慢
り
な
ど
固
定
化

さ
せ
た
自
我
に
よ
っ
て
生
き
る
か
ら
、
い
つ
の
ま
に
か
魔
が
わ
れ
わ
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れ
の
全
人
格
の
中
に
入
り
込
ん
で
、
わ
れ
わ
れ
を
支
配
し
、
お
の
れ

が
、
魔
王
と
な
り
魔
人
と
な
っ
て
し
ま
う
。
邪
な
見
方
に
搦
め
取
ら

れ
、
邪
な
見
方
を
正
し
い
見
方
だ
と
固
定
化
し
、
自
我
心
に
塗
れ
て

正
し
い
も
の
の
見
方
が
で
き
な
い
と
、
自
分
の
手
で
自
分
の
首
を
締

め
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
例
は
、
巷
に
溢
れ
て
い
る
。

な
お
、
魔
に
関
す
る
こ
と
ば
を
諸
経
典
に
み
れ
ば
、
魔
羅・

魔
王

波
旬・

大
魔
軍
衆・
魔
天・

魔
女・

魔
三
女・

魔
怨・

魔
戒・

魔
界・

ま

お
ん

魔
行・

魔
繋・

魔
障・
魔
業・

魔
羂・

魔
羂
網・

魔
事・

魔
邪・

魔

ま

け

ま

け
ん

精
進・

魔
禅・

魔
檀・

魔
党・
魔
道・

魔

・

魔
忍・

魔
縛・

魔
魅・

ま

に
ょ
う

ま

ば
く

ま

み

魔
民・

魔
人・

魔
網・

魔
羅
道・
五
陰
魔・

煩
悩
魔・

死
魔・

天
子

魔・

罪
魔・

行
魔・

悩
魔・

業
魔・
心
魔・

三
昧
魔・

善
知
識
魔・

不
知
菩
提
正
法
魔・

失
善
根
魔
な
ど
が
あ
る
。
何
れ
も
人
に
障
礙
を

与
え
る
も
の
で
、
転
じ
て
煩
悩
の
異
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

（

２）

魔
羅
と
は
、
秦
に
は
殺
者
と
い
う
。
行
人
の
功
徳
の
財
を
奪
い

智
慧
の
生
命
を
殺
す
が
故
な
り
＝
こ
の
一
句
は
、『
大
智
度
論』

巻

第
六
十
六
の
、「

魔
は
秦
に
は
、
能
く
命
を
奪
う
者
と
い
い
、
亦
た

死
魔
は
実
に
能
く
命
を
奪
う
と
い
え
ど
も
、
余
も
亦
た
能
く
命
を
奪

う
因
縁
を
な
す
。
亦
た
智
慧
の
命
を
奪
う
。
こ
の
故
に
殺
者
と
名
づ

く」（『

大
正
蔵』

二
五・

五
三
四
ａ）

に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「

功
徳
の
財」

は
、
仏
道
修
行
に
励
む
者
が
、
善
を
積
み
、
修
行
を

実
践
し
た
結
果
得
ら
れ
る
功
徳
を
財
産
と
み
な
す
こ
と
を
い
う
。

「

智
慧
の
命」

は
、
煩
悩
を
断
っ
て
自
他
救
済
を
可
能
に
す
る
智
慧

を
生
命
と
み
な
す
こ
と
を
い
う
。
智
慧
は
、
智
顗
の
生
命
線
で
あ
る
。

智
慧
が
あ
る
か
ら
、
自
他
の
救
済
が
可
能
と
な
る
が
、
智
慧
を
失
え

ば
自
他
の
救
済
の
可
能
性
を
抹
殺
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
無
分

別
智
で
あ
る
智
慧
は
仏
性
で
あ
り
、
如
来
蔵
で
あ
り
、
従
っ
て
最
重

要
の
生
命
で
あ
る
と
み
な
す
。

従
っ
て
一
句
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
い
う「

魔
羅」

は
、
中

国
で
は
生
命
を
断
つ
も
の
の
意
か
ら「

殺
者」

と
呼
ば
れ
た
。
殺
者

と
呼
ば
れ
る
の
は
、
魔
は
、
仏
道
修
行
に
励
む
者
が
善
を
積
み
、
修

行
を
実
践
し
た
結
果
得
ら
れ
る
功
徳
と
い
う
財
産
を
奪
い
去
り
、
煩

悩
を
断
っ
て
自
他
救
済
を
可
能
に
す
る
智
慧
と
い
う
生
命
を
奪
っ
て

し
ま
う
か
ら
で
あ
る
の
意
を
い
う
。

（

３）

い
か
な
る
を
か
魔
事
と
名
づ
く
る
や
。
仏
の
ご
と
き
は
、
功
徳・

智
慧
を
も
っ
て
衆
生
を
度
脱
し
て
涅
槃
に
入
ら
し
む
る
を
事
と
な
す
。

魔
も
ま
た
か
く
の
ご
と
く
、
つ
ね
に
衆
生
の
善
根
を
破
壊
し
て
生
死

に
流
転
せ
し
む
る
を
も
っ
て
事
と
な
す
。
も
し
よ
く
心
を
道
門
に
安

ん
ず
る
に
、
道
高
け
れ
ば
す
な
わ
ち
魔
盛
ん
な
り
。
故
に
す
べ
か
ら

く
よ
く
魔
事
を
識
る
べ
し
＝
こ
の
一
句
は
、『

大
智
度
論』

巻
第
五

の
、「

慧
命
を
奪
い
、
道
法・

功
徳
の
善
本
を
壊
す
。
こ
の
故
に
名

づ
け
て
魔
と
な
す」

と
説
く
文
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
魔
は
常
に

人
々
の
善
根
を
破
壊
し
、
智
慧
を
奪
い
去
り
、
道
を
求
め
る
心
を
も

奪
い
去
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
人
々
を
し
て
生
死
流
転
さ
せ
、
苦
界

か
ら
度
脱
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。
と
く
に
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
悟
境
が
深
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
魔
の
悩
乱
も
ま
た
激
し
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



『

天
台
小
止
観』

の
研
究（

七）（

大
野）

─ ─97

「

道
門」

は
、
修
行
の
門
、
仏
道
修
行
の
実
践
道
を
い
う
。
こ
こ
で

は
、
臍
下
三
寸
の
丹
田
に
心
を
落
ち
着
け
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
専

注
す
る「

止」

の
修
行
法
と
、
自
我
を
否
定
し
、
物
事
の
実
相
を
観

察
す
る
智
慧
を
引
き
出
す「

観」

の
修
行
法
を
実
践
す
る
こ
と
と
取

る
。

「

安
ず
る」
は
、
置
く
こ
と
を
い
う
。

「

道」

は
、
目
的
地
に
至
ら
せ
る
通
路
、
踏
み
行
な
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
道（

軌
路）
を
い
う
。

『

倶
舎
論』

巻
第
二
十
五
に
は
、
道
と
は
涅
槃（

悟
り）

に
往
く
路

で
あ
り
、
涅
槃
の
果
を
求
め
る
た
め
の
よ
り
ど
こ
ろ（

所
依）

で
あ

る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
仏
教
の
究
極
目
的
を
達
成
さ

せ
る
た
め
の
修
行
の
道
程
を
意
味
す
る
が
、
ま
た
広
く
果
に
趣
か
せ

る
通
路
の
意
と
も
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、
悟
り
の
涅
槃
に

往
く
、
十
信・

十
住・

十
行・

十
廻
向・

十
地・
等
覚・

妙
覚
と
い

う
、
五
十
二
を
数
え
る
仏
教
の
究
極
の
目
的
を
達
成
さ
せ
る
た
め
の

修
行
の
道
程
を
い
う
と
取
る
。
悟
り
を
求
め
よ
う
と
す
る
心
が
高
け

れ
ば
高
い
ほ
ど
、求
め
る
自
利
に
執
着
す
る
度
合
い
が
大
き
く
な
る
。

執
着
す
る
こ
と
が
煩
悩
で
あ
り
、
自
我
で
あ
る
か
ら
、
執
着
す
る
度

合
い
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
煩
悩
と
い
う
心
を
悩
ま
し
成
道

を
妨
害
す
る
魔
が
、
心
に
付
け
入
る
度
合
い
も
大
き
く
な
る
。

お
の
れ
の
利
を
求
め
る
の
と
は
逆
に
、
布
施・

持
戒・

忍
辱・

精

進・

禅
定・

智
慧
の
六
波
羅
蜜
を
行
じ
る
人
は
、
他
に
利
を
与
え
る

こ
と
に
徹
す
る
。
六
波
羅
蜜
を
行
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
我
に
塗

れ
た
お
の
れ
の
心
の
粗
大
な
は
た
ら
き
は
微
細
と
な
り
、
や
が
て
自

分
自
身
の
救
い
を
求
め
る
お
の
れ
の
自
利
の
心
は
消
滅
す
る
。
お
の

れ
の
心
が
消
滅
す
れ
ば
、
渇
愛
や
執
着
に
よ
っ
て
狭
く
小
さ
く
閉
ざ

さ
れ
て
い
た
心
は
解
放
さ
れ
、
心
の
障
礙
と
な
る
も
の
は
す
べ
て
消

滅
す
る
。
つ
ま
り
、
六
波
羅
蜜
を
修
行
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

捨
て
る
こ
と
に
徹
し
、
も
っ
ぱ
ら
他
の
人
々
の
利
益
と
救
済
に
精
進

す
る
利
他
に
徹
す
れ
ば
、
魔
が
入
り
込
む
余
地
は
ど
こ
に
も
な
い
。

従
っ
て
、

「

も
し
よ
く
心
を
道
門
に
安
ん
ず
る
に
、
道
高
け
れ
ば
す

な
わ
ち
魔
盛
ん
な
り」

の
一
句
は
、
菩
薩
道
に
あ
る
修
行
者
が
、
止

と
観
の
修
行
実
践
の
中
に
身
を
置
い
て
い
る
と
き
、
い
く
ら
六
波
羅

蜜
を
実
践
し
て
自
我
を
克
服
し
、広
い
心
を
も
と
う
と
修
行
を
重
ね
、

境
界
が
高
く
な
っ
て
も
、
他
を
利
益
す
る「

捨」

に
徹
す
る
こ
と
が

な
け
れ
ば
、魔
の
は
た
ら
き
が
旺
盛
と
な
っ
て
修
行
者
に
付
き
従
い
、

悟
っ
た
の
か
、
魔
を
心
に
入
れ
た
の
か
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
意
を
い
う
。

（

４）

魔
に
四
種
あ
り
。
一
に
煩
悩
魔
、
二
に
陰
入
界
魔
、
三
に
死
魔
、

四
に
鬼
神
魔
な
り
＝
仏
教
で
い
う「

魔・

魔
羅」

は
、
内
な
る
魔
で

あ
る
。
内
な
る
魔
は
自
我
意
識
と
い
う
カ
ル
マ
で
あ
る
。
内
な
る
魔

は
、
お
の
れ
に
は
害
を
加
え
て
も
、
第
三
者
に
害
を
加
え
る
も
の
で

は
な
い
。
内
な
る
魔
は
、
す
な
わ
ち
己
心
中
の
煩
悩
で
あ
る
。

人
々
を
悩
ま
せ
る
魔
を
内
観
と
し
て
四
つ
に
分
け
て
、
意
味
を
解

説
し
た
も
の
に「

四
魔」

が
あ
る
。
一
般
的
に
は
、「

四
魔」

は
、
煩

悩
魔・

陰
魔
、
死
魔
、
化
他
自
在
天
魔
の
四
を
い
う
。
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１「

煩
悩
魔」

は
、
欲
魔
と
も
い
う
。
貪
り・

怒
り・

愚
か
さ・

慢
り
な
ど
の
煩
悩
を
始
め
と
す
る
百
八
の
煩
悩
が
、
人
々
の
心

お
ごを

悩
ま
し
て
、智
慧
の
命
を
奪
う
の
を
魔
と
み
た
も
の
を
い
う
。

『
大
智
度
論』

巻
第
六
十
八
や『

次
第
禅
門』

で
は
、
欲
貪
や

不
歓
喜
を
始
め
と
す
る
魔
軍
衆
十
軍
を
挙
げ
る
。
こ
の
魔
軍
衆

が
煩
悩
魔
で
あ
る
。
煩
悩
は
、
三
毒
を
始
め
と
す
る
百
八
の
諸

煩
悩
を
心
中
に
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
そ
の
も
の
を
魔
軍
に

よ
っ
て
成
り
立
た
し
め
、
ど
こ
ま
で
も
自
我
構
造
の
自
己
を
形

成
す
る
。
徹
底
し
て
自
己
を
防
衛
し
、
敵
対
す
る
も
の
に
は
、

お
の
れ
の
心
の
中
の
魔
軍
衆
を
動
員
し
て
戦
い
を
挑
む
、
魔
衆

そ
の
も
の
と
し
て
の
生
き
方
を
す
る
こ
と
を
い
う
。

２「

陰
魔」

は
、
五
衆
魔・

五
陰
魔
と
も
い
う
。
人
の
身
心
を
構

成
し
て
い
る
、
肉
体
の
色
蘊・

感
受
作
用
の
受
蘊・

表
象
作
用

の
想
蘊・

意
志
作
用
の
行
蘊・

認
識
作
用
の
識
蘊
と
い
う
五
蘊

が
、
自
我
を
造
り
続
け
、
種
々
の
苦
し
み
を
生
じ
、
衆
生
の
仏

性
を
害
な
う
の
を
魔
と
み
た
も
の
を
い
う
。

『

天
台
小
止
観』

で

は
、「

陰
入
界
魔」

と
い
う
。『

次
第
禅
門』

で
は
、
五
陰・

十

二
入・

十
八
界
の
心
の
は
た
ら
き
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
清

浄
の
善
根
の
功
徳
や
智
慧
を
包
み
隠
し
て
し
ま
う
魔
を
い
う
。

ま
た
、
五
陰
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
自
我
を
造
り
続
け
、
作
っ

た
一
切
に
執
着
す
る
か
ら
陰
魔
と
い
う
。

３「

死
魔」

は
、
一
般
的
に
は
、
死
そ
の
も
の
を
魔
と
み
な
し
て

い
う
。『

次
第
禅
門』

で
は
、
修
行
中
に
お
い
て
、
死
を
想
念

し
た
り
、
病
や
害
を
受
け
て
生
命
の
終
わ
る
こ
と
を
い
い
、
常

に
生
死・

業
報・

輪
廻
の
範
疇
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
死
魔
と
い

う
。

『

大
智
度
論』

巻
第
六
十
八
に
よ
れ
ば
、
こ
の
現
実
は
無
常
で
あ

り
、
相
続
す
る
肉
体
の
色
蘊・

感
受
作
用
の
受
蘊・

表
象
作
用

の
想
蘊・

意
志
作
用
の
行
蘊・

認
識
作
用
の
識
蘊
と
い
う
五
蘊

の
寿
命
を
破
壊
し
、
教・

行・

証
の
三
法
の
識
を
離
れ
て
、
寿

命
を
断
つ
か
ら
死
魔
と
い
う
。

４「

化
他
自
在
天
魔」

は
、
天
魔・

自
在
天
魔・

天
魔
波
旬
と
も

い
う
。
正
し
い
教
え
を
破
壊
し
、
人
が
死
を
乗
り
越
え
よ
う
と

し
た
り
、
人
が
善
行
を
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
の
を
妨
げ
る
、

欲
界
の
第
六
天
、
す
な
わ
ち
化
他
自
在
天
の
魔
王・

天
魔
波
旬

を
い
う
。『

天
台
小
止
観』

で
は
、「

天
子
魔」

と
い
う
。『

次

第
禅
門』

で
は
、
天
子
魔
は
、
仏
法
の
怨
敵
で
あ
り
、
人
々
が

魔
界
か
ら
出
離
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
、
魔
王
の
眷
属
で

あ
る
魔
衆
に
よ
っ
て
悩
乱
さ
せ
、
善
根
を
破
壊
す
る
は
た
ら
き

を
な
す
も
の
を
い
う
。

「

四
魔」

に
罪
魔
を
加
え
た
、
天
魔（

鬼
神）・

罪
魔（

罪
悪）・

行

魔（

無
常）

・

悩
魔（

煩
悩）

・

死
魔（

死）

を
、『

罵
意
経』（『

大

正
蔵』

一
六・

五
三
〇
ｃ）

は
、「

五
魔」

と
し
、
四
魔
に
無
常・

無

我
な
ど
の
四
顛
倒
の
心
を
加
え
て
八
魔
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

な
お
、『

天
台
小
止
観』

で
は
４
の
化
他
自
在
天
魔
を「

鬼
神
魔」

と
す
る
。『

天
台
小
止
観』

の
こ
こ
で
も
、
四
魔
の
第
四
天
子
魔
と
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い
う
、
一
般
の
経
典
の
表
記
を
用
い
れ
ば
、
当
然
、
イ
ン
ド
以
来
の

欲
界
の
化
他
自
在
天
を
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
こ
で
は
、

中
国
の
鬼
神
を
取
り
上
げ
、
道
教
の
鬼
神
に
限
定
し
、
古
来
か
ら
中

国
の
民
衆
の
心
に
定
着
し
固
定
化
し
て
い
る
、
鬼
神
と
対
決
を
し
よ

う
と
し
た
。
だ
か
ら
、
天
子
魔
一
般
は
横
に
置
い
て
、
道
教
の
鬼
神

に
限
定
し
て
第
四
を
鬼
神
魔
と
し
た
の
で
あ
る
。

修
行
者
の
境
界
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
魔
が
付
け
入
り
、
簡

単
に
は
悟
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
、
仏
道
実
践
上
の
有
り
様
を

説
き
、
道
教
を
点
検
し
た
上
で
、
道
教
の
誤
り
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、
第
四
の
生
死
を
超
え
よ
う
と
す
る
者
を
妨
げ
る
鬼
神
魔
に
焦

点
化
し
て
い
る
。

（

５）

世
の
常
の
事
＝「

世
の
常
の
事」
は
、
仏
教
の
世
界
で
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

（

６）

こ
の
事
＝「

こ
の
事」

は
、
鬼
神
魔
に
悩
ま
さ
れ
、
乱
さ
れ
る

す
が
た
を
い
う
。

（

７）

鬼
神
魔
に
お
よ
そ
三
種
あ
り
。
一
に
は
、
精

鬼
、
二
に
は
堆

惕
鬼
、
三
に
は
魔
羅
鬼
な
り
＝「

鬼
神
魔」

は
、
生
死
を
超
え
よ
う

と
す
る
者
を
妨
げ
る
鬼
神
を
魔
と
み
た
も
の
を
い
う
。

「

精

鬼」

は
、
時
媚
鬼・

精
媚
鬼
と
同
義
。
獣
の
精
が
、
種
々
に

じ

び

変
化
し
て
、
修
行
を
妨
げ
る
中
国
的
な
鬼
神
魔
を
い
う
。

「

堆
惕
鬼」

は
、
埠
惕
鬼
と
同
義
。
修
行
者
の
身
体
の
感
覚
器
官
に

つ
い
て
き
き

起
こ
す
感
触
に
よ
っ
て
、
修
行
を
妨
げ
る
イ
ン
ド
的
な
鬼
神
魔
を
い

う
。

「

魔
羅
鬼」

は
、
人
を
悪
に
誘
い
、
人
の
生
命
を
奪
い
、
善
事
を
妨

げ
る
鬼
神
魔
を
い
う
。

三
鬼
神
魔
は
、
実
在
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
人
の
僅
か
な
隙
を

伺
っ
て
、
身
心
の
中
に
入
り
込
ん
で
く
る
。
一
度
入
っ
た
が
最
後
、

我
々
の
身
心
を
居
住
場
所
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
決
し
て
出
る
こ
と
が

な
い
。

従
っ
て
一
句
は
、
鬼
神
魔
に
は
、
普
通
三
種
類
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
つ
目
は
、
獣
の
精
が
、
種
々
に
変
化
し
て
、
修
行
を
妨
げ
る
精

鬼
で
あ
り
、
二
つ
目
は
、
身
心
の
感
覚
器
官
に
感
触
を
起
こ
し
て
、

修
行
を
妨
げ
る
堆
惕
鬼
で
あ
り
、
三
つ
目
は
、
人
を
悪
に
誘
い
、
生

命
を
奪
い
、
善
事
を
妨
げ
る
魔
羅
鬼
で
あ
る
の
意
を
い
う
。

（

８）

精

と
は
、
十
二
時
の
獣
が
、
変
化
し
て
種
種
の
形
色
を
な
す

な
り
＝「

精

」

は
、
獣
の
精
が
、
種
々
に
変
化
し
て
、
修
行
を
妨

げ
る
中
国
的
な
精

鬼
を
い
う
。

「

十
二
時」

は
、
一
昼
夜
、
二
十
四
時
間
を
い
う
。

「

十
二
時
の
獣」

は
、
十
二
獣
と
同
義
。
南
閻
浮
提
の
外
の
四
方
の

海
中
に
あ
る
島
の
上
の
山
に
住
む
、
十
二
種
の
獣
を
い
う
。
鼠・

牛・

虎（

獅
子）

・

兎・

竜・

蛇・

馬・

羊・

猿・

鶏・

狗・

猪
の
十
二

を
い
う
。

十
二
種
の
獣
は
、
衆
生
を
教
化
し
救
済
す
る
た
め
に
す
が
た
を
変

え
た
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
。
十
二
月
中
、
常
に
一
獣
ず
つ
順
番
に
交

代
し
て
南
閻
浮
提
の
中
を
へ
巡
り
、
衆
生
を
教
化
す
る
と
さ
れ
る
。

な
ん
え
ん

ぶ

だ
い

中
国
の
十
二
支
に
当
た
る
。「

十
二
支」

は
、
子・

丑・

寅・

卯・

ね

う
し

と
ら

う
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辰・

巳・

午・

未・

申・

酉・

戌・

亥
の
呼
称
を
い
う
。
こ
れ
を
、

た
つ

み

う
ま

ひ
つ
じ

さ
る

と
り

い
ぬ

い

仏
教
経
典
に
説
く
、
鼠・

牛・

虎・

兎・

竜・

蛇・

馬・

羊・

猿・
鶏・
狗・

猪
の
十
二
獣
に
合
わ
せ
て
、「

ね」「

う
し」

な
ど
の
訓
読

を
す
る
。

十
二
支
に
十
二
獣
を
合
わ
せ
、
そ
れ
に
現
在
の
二
十
四
時
間
を
当

て
れ
ば
、
子
は
鼠
で
、
午
前
零
時
か
ら
二
時
ま
で
。
丑
は
、
牛
で
、

午
前
二
時
か
ら
四
時
ま
で
。
寅
は
、
虎（

獅
子）

で
、
午
前
四
時
か

ら
六
時
ま
で
。
卯
は
、
兎
で
、
午
前
六
時
か
ら
八
時
ま
で
。
辰
は
、

竜
で
、
午
前
八
時
か
ら
十
時
ま
で
。
巳
は
、
蛇
で
、
午
前
十
時
か
ら

十
二
時
ま
で
。
午
は
、
馬
で
、
午
後
零
時
か
ら
二
時
ま
で
。
未
は
、

羊
で
、
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で
。
申
は
、
猿
で
、
午
後
四
時
か
ら

六
時
ま
で
。
酉
は
、
鶏
で
、
午
後
六
時
か
ら
八
時
ま
で
。
戌
は
、
狗

で
、
午
後
八
時
か
ら
十
時
ま
で
。
亥
は
、
猪
で
、
午
後
十
時
か
ら
十

二
時
ま
で
に
相
当
す
る
。

「

形
色」

は
、
す
が
た
形
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
そ
の
一
は「

精

鬼」

で
あ
る
。
精

と
い
う

鬼
は
、
午
前
零
時
の
子
の
刻
の
鼠
、
午
前
二
時
の
丑
の
刻
に
始
ま
り
、

午
後
十
時
の
亥
の
刻
の
猪
に
終
わ
る
、
十
二
時
の
獣
が
種
々
に
形
を

変
え
、
す
が
た
を
現
わ
す
鬼
神
魔
で
あ
る
の
意
を
い
う
。

（

９）

あ
る
い
は
少
男
、
少
女
、
老
宿
の
形
＝「

少
男」

は
、
少
年
を

い
う
。

「

少
女」

は
、
少
女
を
い
う
。

「

老
宿」

は
老
年
宿
徳
の
略
。
徳
を
積
ん
だ
老
人
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
少
年
の
す
が
た
や
、
少
女
の
す
が
た
や
、
老
人

の
す
が
た
を
取
る
こ
と
を
い
う
。

（

10）

も
し
よ
く
占
し
て
す
な
わ
ち
恒
に
こ
の
時
を
も
ち
い
て
来
た
ら

ば
＝「

占」

は
、
占
察
と
同
義
。
占
い
の
法
を
い
う
。

「

占」

は
、
元
々

せ
ん
さ
つ

は
亀
の
甲
や
牛
の
骨
を
焼
き
、
そ
こ
に
ぽ
っ
と
音
を
た
て
て
で
き
る

割
れ
目
の「

卜」

と
、
問
い
の
意
の「

口」

と
か
ら
成
り
、
卜
に

ぼ
く

よ
っ
て
現
わ
れ
た
吉
凶
を
判
断
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
時

刻
に
応
じ
て
現
出
し
て
き
た
幻
覚
を
、
自
分
の
頭
で
観
察
し
判
断
す

る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
出
て
き
た
幻
覚
を
自
分
の
頭
で
観
察
し
判
断
し

て
、
一
定
の
獣
の
幻
覚
が
い
つ
も
一
定
の
同
時
刻
に
現
わ
れ
る
な
ら

ば
の
意
を
い
う
。

（

11）

虫・

蠍
の
ご
と
く
人
の
顔
面
を
縁
じ
て
鑽
刺
す
る
こ
と
踵
踵
た

り
＝「

縁
じ
て」

は
、
所
縁
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
心

が
外
界
の
対
象
に
向
か
う
こ
と
、
心
識
が
外
的
な
対
象
を
認
知
す
る

作
用
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
人
の
顔
面
を
目
掛
け
て
ほ
ど
の
意
で
あ

る
か
ら
、
人
の
顔
面
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
の
意
と
取
る
。

「

鑽
刺」

は
、
錐
を
揉
み
な
が
ら
穴
を
あ
け
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ

き
り

も

で
は
、
錐
揉
み
す
る
よ
う
に
毒
針
を
突
き
刺
す
こ
と
と
取
る
。

「

踵
踵」

の
踵
は
、
痺
れ
る
病
や
少
し
痛
む
が
原
義
。
虫
や
蠍
が
人

し
び

さ
そ
り

の
顔
面
に
毒
針
を
突
き
刺
す
と
、
後
に
毒
素
を
残
す
。
残
っ
た
毒
素

で
痛
痒
か
っ
た
り
、
ヒ
リ
ヒ
リ
し
た
り
、
痺
れ
た
り
、
シ
カ
ッ
と
痛

か
ゆ

み
を
感
じ
る
。
こ
こ
で
は
、
麻
酔
に
か
か
っ
た
よ
う
な
痺
れ
て
痛
い
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状
態
を
い
う
と
取
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
堆
惕
鬼
が
虫
や
蠍
が
修
行
者
の
顔
面
に
ま
と
わ

さ
そ
り

り
つ
い
て
毒
針
を
突
き
刺
す
よ
う
に
刺
し
て
、
シ
カ
ッ
と
し
た
痛
み

を
感
じ
さ
せ
た
り
痺
れ
さ
せ
た
り
す
る
の
意
を
い
う
。

（

12）

撃

＝「
撃

」

の
撃
も

も
同
義
。
叩
く
こ
と
を
い
う
。

（

13）

喧
閙
＝「
喧
閙」

は
、
や
か
ま
し
く
騒
が
し
い
こ
と
を
い
う
。

（

14）

一
心
に
＝「
一
心
に」

は
、
心
を
統
一
し
集
中
し
て
を
い
う
。
つ

ま
り
、
今
ま
で
堆
惕
鬼
に
悩
ま
さ
れ
乱
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い

て
心
機
一
転
、
善
な
る
悟
り
の
方
向
に
、
心
を
す
と
ん
と
転
換
す
る

有
り
様
、
決
断
の
様
相
が「
一
心
に」

に
込
め
ら
れ
て
い
る
。

「

一
心」

は
、
心
に
生
起
し
て
止
ま
な
い
自
我
心
に
塗
れ
た
煩
悩
を

対
治
す
る
た
め
に
、
心
を
統
一
し
集
中
し
て
、
散
乱
す
る
自
我
心
を

真
正
面
か
ら
見
据
え
、
煩
悩
を
淘
汰
し
対
治
す
る〈

集
中
し
た
心〉

を
い
う
。

天
台
教
学
で
は
、
一
心
三
観
、
一
心
三
智
、
一
心
三
惑
を
説
く
が
、

〈

集
中
し
た
心〉

で
あ
る
一
心
に
、
一
切
を
空
と
観
じ
、
仮
と
観
じ
、

ま
た
空
も
仮
も
一
で
あ
る
と
観
じ
る
空
観・

仮
観・

中
観
の
三
観
を
、

同
時
に
実
現
す
る
の
が
一
心
三
観
。
空・

仮・

中
の
三
観
を
一
心
に

融
合
す
る
の
で
、
起
こ
す
一
切
智・

道
種
智・

一
切
種
智
の
三
智
も
、

ま
た
同
時
に
一
心
に
証
し
て
、
前
後
の
差
別
が
な
い
と
す
る
の
が
一

心
三
智
。
空
観・

仮
観・

中
観
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
見
思
の
惑・

塵
沙
の
惑・

無
明
の
惑
の
一
を
断
ち
切
る
と
き
、
他
も
同
時
に
断
た

れ
る
と
い
う
の
が
一
心
三
惑
で
あ
る
。
一
つ
の
対
象
に
集
中
し
、
自

我
を
対
治
す
る
心
が
一
心
で
あ
る
。

「

一
念」

は
、
心
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
ご
と
が
、
悉
と
く
欠
け
る
と
こ

ろ
な
く
具
わ
っ
て
い
る
心
を
い
い
、
介
爾
の
一
念・

陰
妄
の
一
念・

け

に

お
ん
も
う

介
爾
陰
妄
の
一
念・

現
前
陰
妄
の
一
念
等
と
も
い
わ
れ
る
。

介
爾
陰
妄
の
一
念
は
、
凡
夫
が
、
現
実
に
起
こ
す
日
常
の
か
す
か

で
弱
い
介
爾
の
五
蘊
に
属
す
る
迷
い
の
一
お
も
い
の
心
で
あ
る
。

「

一

念」

は
、
ま
さ
に〈

造
作
し
た
心〉

で
あ
る
か
ら
、
三
千
の
数
に
表

現
さ
れ
る
差
別
相
を
、
一
念
の
中
に
完
全
に
包
摂
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

三
千
の
数
は
、
迷
っ
て
い
る
者
も
悟
っ
て
い
る
者
も
含
め
た
、
す

べ
て
の
境
地
で
あ
る
十
界
が
、互
い
に
具
わ
り
合
っ
て
百
界
と
な
り
、

そ
の
百
界
が
実
相
に
十
種
の
面（

十
如
是）

を
具
え
て
い
る
か
ら
千

と
な
り
、
こ
れ
が
物
と
心
と
の
係
わ
り
合
い
の
境
地（

衆
生
世
間）

と
、
さ
ら
に
人
間
が
住
む
場
所・

環
境（

国
土
世
間）

と
、
人
間
の

存
在
を
構
成
す
る
要
素（

五
陰
世
間）

と
の
、
三
種
の
世
間
に
わ

た
っ
て
い
る
か
ら
三
千
の
数
と
な
る
。

こ
の
三
千
の
数
で
表
わ
さ
れ
る
一
切
の
現
象
、
宇
宙
の
一
切
の
す

が
た
が
、
一
念
の
中
に
完
全
に
具
わ
っ
て
い
る
の
は
、
一
念
が
ま
さ

に〈

造
作
し
た
心〉

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
念
は
、
介
爾
の
中
に
、

無
尽
蔵
の
迷
妄
の
五
陰
で
あ
る
陰
妄
の
カ
ル
マ
一
切
を
、
摂
取
し
尽

く
し
て
い
る
一
お
も
い
の
心
で
あ
る
と
い
え
る
。

「

一
心」

は
、
主
と
し
て
、
観
じ
る
者
の
心
を
い
い
、「

一
念」

は
、

観
じ
る
対
象
を
い
う
が
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、「

一
心」

は
、
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悟
り
の
方
向（

善）

に
あ
る〈

集
中
し
た
心〉

で
あ
り
、「

一
念」

は
、
迷
い
の
方
向（

愚）

に
あ
る〈

造
作
し
た
心〉

と
す
る
の
が
、

両
者
の
根
底
に
流
れ
る
中
心
概
念
で
あ
る
と
い
え
る
。

（

15）
汝
は
こ
れ
こ
の
閻
浮
堤
の
中
で
、
火
を
食
い
香
を
嗅
ぎ
臘
を
偸

め
る
吉
支
な
り
＝「

閻
浮
堤」

は
、
現
実
の
人
間
世
界
、
す
な
わ
ち

わ
た
し
た
ち
が
住
む
こ
の
世
を
い
う
。

「

火
を
食
い
香
を
嗅
ぎ
臘
を
偸
め
る
吉
支」

の
臘
を
偸
め
る
吉
支

は
、
修
行
者
が
具
足
戒
を
受
け
て
比
丘・

比
丘
尼
に
な
っ
て
か
ら
の

年
数
、
す
な
わ
ち
僧
侶
の
法
臘
を
盗
み
取
っ
て
、
僧
侶
に
成
り
済
ま

す
鬼
神
魔
を
い
う
。
つ
ま
り
修
行
者
の
僧
侶
と
し
て
の
生
命
を
奪
い

取
り
、
修
行
者
に
僧
侶
を
止
め
さ
せ
る
堆
惕
鬼
と
い
う
鬼
神
魔
を
い

う
。
な
お
、
鬼
神
魔
は
、
わ
た
し
の
外
に
あ
る
魔
で
は
な
く
、
内
な

る
魔
、
す
な
わ
ち
自
我
意
識
と
い
う
カ
ル
マ
、
己
心
中
の
煩
悩
を
い

う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

従
っ
て
一
句
は
、
お
前
は
、
こ
の
世
で
火
を
喰
い
、
香
を
嗅
ぎ
、

修
行
者
の
法
臘
を
盗
む
悪
鬼
の
吉
支
だ
の
意
を
い
う
。

「

閻
浮
堤」

は
、
ジ
ャ
ン
ブ・

ド
ヴ
ィ
ー
パ
の
音
写
。
ジ
ャ
ン
ブ
の

音
写
を
贍
部
、
ド
ヴ
ィ
ー
パ
の
訳
を
洲
と
し
、
贍
部
洲
と
も
い
う
。

せ

ん
ぶ

せ

ん
ぶ
し
ゅ
う

古
代
イ
ン
ド
の
宇
宙
論
で
あ
る
須
弥
山
説
に
い
う
須
弥
四
洲
の
一

し
ゅ
み
せ
ん

つ
で
、
人
間
が
住
む
国
土
と
さ
れ
る
。
須
弥
山
の
南
方
に
あ
る
の
で

南
贍
部
洲・

南
閻
浮
堤
と
も
い
う
。

地
形
は
、
ほ
と
ん
ど
三
角
形
に
近
い
台
形
で
、
北
に
広
く
南
に
狭

い
。
下
辺
が
二
千
由
旬（

由
旬
は
約
七
㎞）

、
上
辺
が
三・

五
由
旬
、

斜
辺
が
各
二
千
由
旬
と
さ
れ
る
。島
の
北
寄
り
に
雪
山（

ヒ
マ
ヴ
ァ
ッ

せ
っ
せ
ん

ト）

が
東
西
に
走
っ
て
お
り
、
そ
の
南
に
は
九
黒
山
が
三
つ
ず
つ
三

列
に
並
ん
で
い
る
。
雪
山
の
北
に
は
、
一
辺
が
五
十
由
旬
の
正
方
形

の
無
熱
悩
池（

ア
ナ
ヴ
ァ
タ
ブ
タ）

が
あ
る
。
こ
の
池
の
周
辺
に
は
、

む

ね
つ
の
う

ち

甘
美
な
果
実
を
実
ら
せ
る
贍
部（

ジ
ャ
ン
ブ）

と
い
う
喬
木
が
茂
っ

き
ょ
う
ぼ
く

て
い
て
、
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
池
を
源
と
し
て
四
つ
の
大
河
が
流
れ
出
し
て
い
る
。

無
熱
悩
池
の
さ
ら
に
北
に
は
、
様
々
な
香
を
発
す
る
い
ろ
い
ろ
な
種 『倶舎論』に記された贍部洲の図解

2,000

香酔山

シーター河

無熱悩池

雪山

九黒山

贍

部

洲

（単位：由旬）

遮末羅筏羅遮末羅

3. 5

2,
00
02, 000

オ
ク

サ
ス

河

イ
ン

ダ
ス

河

ガ
ン
ジ
ス

河
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類
の
樹
が
茂
る
香
酔
山（

ガ
ン
ダ
マ
ー
ダ
ナ）

が
あ
っ
て
、
香
を
食

こ
う
す
い
せ
ん

べ
音
楽
を
司
る
乾
闥
婆（

ガ
ル
ダ
ル
ヴ
ァ）

神
の
住
居
で
あ
る
と
い

け
ん
だ
っ
ぱ

う
。以

上
の
よ
う
な
閻
浮
堤・

贍
部
洲
の
あ
り
さ
ま
は
、
明
ら
か
に
現

実
の
イ
ン
ド
に
基
づ
い
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
、
島
の
形
は
イ
ン
ド

亜
大
陸
の
形
状
に
そ
の
ま
ま
合
致
す
る
。
ま
た
雪
山
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山

脈
に
、
四
大
河
は
ガ
ン
ジ
ス
河
、
イ
ン
ダ
ス
河
、
オ
ク
サ
ス
河（

ア

ム・

ダ
リ
ヤ
河）

、
シ
ー
タ
ー
河（

シ
ル・

ダ
リ
ヤ
河
、
ヤ
ル
カ
ン

ド
河
？）

に
比
定
さ
れ
る
。
無
熱
悩
池
お
よ
び
香
酔
山
は
、
チ
ベ
ッ

ト
の
マ
ナ
サ
ロ
ワ
ル
湖（

マ
バ
ム
湖）

お
よ
び
カ
イ
ラ
ー
サ
山（

テ
ィ

セ
山）

に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
無
熱
悩
池
に
つ
い
て
は
、

砂
漠
の
オ
ア
シ
ス
を
神
話
化
し
た
も
の
と
す
る
説
も
あ
る
。

な
お
閻
浮
堤・

贍
部
洲
の
南
方
東
西
に
遮
末
羅（

チ
ャ
ー
マ
ラ）・

し
ゃ
ま
つ
ら

筏
羅
遮
末
羅（

ア
ヴ
ァ
ラ・

チ
ャ
ー
マ
ラ）
の
二
つ
の
島
が
あ
る
。

ば
つ

ら
し
ゃ
ま
つ
ら

東
側
の
遮
末
羅
島
は
明
ら
か
に
セ
イ
ロ
ン
島（

現
在
の
ス
リ
ラ
ン
カ）

に
相
当
す
る
。
筏
羅
遮
末
羅
島
に
は
対
応
す
る
も
の
が
な
い
が
、
均

斉
を
重
ん
じ
る
意
味
で
遮
末
羅
島
と
左
右
対
称
の
位
置
に
配
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

諸
仏
は
、
こ
の
閻
浮
堤・

贍
部
洲
に
の
み
出
現
す
る
と
い
わ
れ
、

閻
浮
堤・

贍
部
洲
の
住
民
が
受
け
る
楽
し
み
は
東
、
北
の
二
島
に
劣

る
が
、
仏
に
遇
い
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
点
で
す
ぐ
れ
て
い
る
と

さ
れ
る
。

（

16）

戒
序
＝「

戒
序」

は
、『

梵
網
経
盧
舎
那
仏
説
菩
薩
心
地
戒
品
第

十
、
略
し
て
菩
薩
戒
経
、
梵
網
菩
薩
戒
経
、
梵
網
経』

二
巻
の
序

（『

大
正
蔵』

二
四・

一
〇
〇
三
ａ

－

ｂ）

を
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
序
に
は
堆
惕
鬼
を
対
治
す
る
だ
け
の
内
容
が
あ
る
と
は
思
わ
れ

な
い
。
だ
か
ら
、『

梵
網
経』

が
説
く
梵
網
戒
、
す
な
わ
ち
大
乗
戒

を
口
誦
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
従
っ
て
戒
序
は
、
下

巻
で
菩
薩
の
戒
と
し
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
十
重
禁
戒
と
四
十
八
軽
戒

と
取
る
。

「

戒」

は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
シ
ー
ラ
の
訳
。
尸
羅
と
音
写
す

し

ら

る
。
し
ば
し
ば
行
な
う
こ
と・

行
為・

習
慣・

性
格・

道
徳・

敬
虔

な
ど
の
意
。
善
悪
の
療
法
に
つ
い
て
い
い
、
よ
い
習
慣
づ
け
を
善
戒

（

善
律
儀）

、
悪
い
習
慣
づ
け
を
悪
戒（

悪
律
儀）

と
い
う
こ
と
が
あ

る
が
、
普
通
は
浄
戒（

戒
に
は
清
浄
の
意
味
が
あ
る）

・

善
戒
の
意

味
に
限
っ
て
用
い
、
身
体
の
行
為
と
言
語
上
の（

身・

語
の）

非
を

防
ぎ
悪
を
止
め
る
こ
と
を
い
う
。

戒
は
、
も
と
仏
陀
が
仏
教
徒
以
外
の
宗
教
家・

外
道
が
行
な
っ
て

い
た
非
行
を
、
仏
教
徒
に
対
し
て
誡
め
た
も
の
で
あ
る
。
在
家
と
出

家
と
に
共
通
し
、
随
犯
随
制
で
は
な
く
、
こ
れ
を
犯
し
た
場
合
の
処

ず
い
ぼ
ん
ず
い
せ
い

罰
の
規
定
を
伴
わ
ず
、
従
っ
て
自
発
的
な
努
力
を
持
つ
こ
と
を
特
徴

と
す
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
お
い
て
、
元
来
、
戒
は
律
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
両
者
は
混
同
し
て
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し

一
般
に
は
、
戒
は
三
蔵
の
一
で
あ
る
律
蔵
の
中
に
説
か
れ
て
い
る
か

ら
、
こ
の
点
か
ら
い
え
ば
戒
は
律
中
に
説
か
れ
て
い
る
内
容
の
一
部
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で
あ
り
、
律
は
そ
の
戒
な
ど
を
説
く
文
言
、
典
籍
で
あ
る
。

小
乗
で
は
、
戒
に
は
在
家・

出
家
、
男・

女
の
別
に
応
じ
て
五
戒・

八
戒・

十
戒・

具
足
戒（

五
八
十
具
と
略
称）

の
種
類
が
あ
る
と
す

る
。
大
乗
で
は
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
声
聞
戒（

小
乗
戒）

と
称
し
、

別
に
大
乗
の
菩
薩
の
た
め
の
菩
薩
戒（

大
乗
戒）

が
あ
る
と
す
る
。

こ
れ
ら
両
者
を
合
わ
せ
て
二
戒
と
い
う
。

ま
た
、
仏
が
そ
の
戒
を
制
定
し
な
く
て
も
、
本
来
的
な
性
質
と
し

て
罪
悪
で
あ
る
も
の・
性
罪
を
制
止
し
た
戒
を
性
戒
と
い
う
。
こ
れ

に
対
し
て
、
そ
れ
自
ら
は
本
来
罪
悪
で
は
な
い
が
、
世
間
の
非
難
を

避
け
る
た
め
、
あ
る
い
は
他
の
性
罪
を
誘
発
さ
せ
な
い
た
め
に
、
仏

が
特
に
制
定
し
た
戒
め
を
遮
戒
と
い
う
。
遮
戒
に
よ
っ
て
遮
制
さ
れ

し
ゃ
か
い

る
罪
悪
を
遮
罪
と
い
う
。
合
わ
せ
て
二
戒
と
す
る
。
例
え
ば
、
殺
生

戒
や
偸
盗
戒
は
性
戒
で
、
飲
酒
戒
は
多
く
は
遮
戒
と
さ
れ
る
。

「

十
重
禁
戒」

は
、
十
重・

十
重
禁・

十
重
戒・
十
無
尽
戒・

十
重

波
羅
堤
木
叉・

十
波
羅
夷・

十
不
可
侮
戒
と
も
い
う
。
大
乗
戒
に
お

は

ら

い

ふ

か

け

か
い

け
る
最
重
罪
で
、
大
乗
の
菩
薩
が
こ
れ
を
犯
す
と
き
は
、
破
門
罪
、

追
放
罪（

波
羅
夷）

を
構
成
す
る
。

十
重
禁
戒
は
、

『

梵
網
経』

巻
下
に
、
四
十
八
軽
戒
に
先
立
っ
て
説

か
れ
て
い
る
。
十
重
禁
戒
と
四
十
八
軽
戒
の
五
十
八
戒
は
、
古
来
、

梵
網
大
戒
と
も
仏
戒
と
も
呼
ば
れ
、
大
乗
菩
薩
戒
と
し
て
尊
ば
れ
て

い
る
。

１
殺
戒
─
─
生
き
も
の
を
殺
す
こ
と
を
禁
じ
る
仏
の
戒
め
。

２
盗
戒
─
─
与
え
ら
れ
て
い
な
い
も
の
を
取
る
こ
と
を
禁
じ
る
仏

の
戒
め
。

３
婬
戒
─
─
婬
欲
を
制
す
る
仏
の
戒
め
。

４
妄
語
戒
─
─
偽
る
こ
と
な
か
れ
と
い
う
仏
の
戒
め
。

５

酒
戒
─
─
酒
を
造
り
売
買
す
る
こ
と
に
対
す
る
仏
の
戒
め
。

こ

し
ゅ
か
い

６
説
四
衆
過
戒
─
─
在
家・

出
世
の
菩
薩
、
比
丘・

比
丘
尼
の
罪

せ
つ

し

し
ゅ

か

か
い

過
を
説
く
こ
と
に
対
す
る
仏
の
戒
め
。

７
自
讃
毀
他
戒
─
─
自
ら
を
讃
め
他
を
そ
し
る
こ
と
に
対
す
る
仏

じ

さ
ん

き

た

か
い

の
戒
め
。

８
慳
惜
加
毀
戒
─
─
財
や
法
を
施
す
の
を
惜
し
む
こ
と
に
対
す
る

け
ん
じ
ゃ
く

か

き

か
い

仏
の
戒
め
。

９
瞋
心
不
受
悔
戒
─
─
怒
っ
て
、
相
手
が
謝
っ
て
も
許
さ
な
い
こ

し
ん
じ
ん
ぶ

じ

ゅ

け
か
い

と
に
対
す
る
仏
の
戒
め
。

化
謗
三
宝
戒
─
─
仏
法
僧
の
三
宝
を
そ
し
る
こ
と
に
対
す
る
仏
の

戒
め
。

の
十
で
、
こ
れ
ら
を
自
ら
行
な
い
、
あ
る
い
は
他
に
行
な
わ
せ
る
よ

う
に
戒
め
た
も
の
で
あ
る
。

「

四
十
八
軽
戒」

は
、
四
十
八
軽
と
も
い
う
。『

梵
網
経』

巻
下
に

き
ょ
う
か
い

説
く
大
乗
戒
の
う
ち
、
重
罪
で
あ
る
十
重
梵
戒（

十
波
羅
夷）

に
対

し
て
、
軽
罪
で
あ
る
四
十
八
の
軽
垢
罪（

清
浄
行
を
汚
す
軽
い
罪
、

き
ょ
う
く
ざ
い

波
羅
夷
に
対
す
る）

を
い
う
。

１
師
友
を
敬
わ
な
い
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

２
酒
を
飲
む
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

３
肉
を
食
う
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。
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４
葷
臭
の
あ
る
食
物
で
あ
る
五
辛
を
食
う
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

く
ん
じ
ゅ
う

ご

し
ん

５
人
の
罪
を
指
摘
し
て
懺
悔
さ
せ
る
こ
と
を
し
な
い
こ
と
に
対
す

る
戒
め
。

６
法
師
に
供
養
し
て
法
を
請
う
こ
と
を
し
な
い
こ
と
に
対
す
る
戒

め
。

７
怠
け
て
経
律
を
聞
か
な
い
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

８
大
乗
に
背
き
、
小
乗
の
赴
く
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

９
病
者
を
看
病
し
な
い
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

化
武
器
を
保
持
す
る
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

仮
国
賊
的
行
為
を
し
て
、戦
争
の
因
を
作
る
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

何
人
身・

六
畜・

葬
具
な
ど
を
売
る
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

伽
他
人
を
誹
謗
す
る
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

価
放
火
に
対
す
る
戒
め
。

佳
小
乗・

外
道
の
教
え
を
人
に
説
く
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

加
利
益
の
た
め
、
教
法
を
歪
曲
し
て
説
く
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

可
官
権
に
近
づ
い
て
利
を
貪
る
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

嘉
知
解
な
く
し
て
人
の
師
と
な
る
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

夏
両
舌
に
よ
っ
て
持
戒
の
僧
を
謗
る
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

嫁
衆
生
の
死
苦
を
見
な
が
ら
、
こ
れ
を
救
わ
な
い
こ
と
に
対
す
る

戒
め
。

家
瞋
恚
に
よ
っ
て
あ
だ
を
報
じ
る
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

寡

慢
で
、
教
え
を
請
わ
な
い
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

科

慢
で
、
後
輩
を
軽
蔑
し
、
法
を
誤
っ
て
教
え
る
こ
と
に
対
す

る
戒
め
。

暇
仏
道
を
学
ば
ず
、
か
え
っ
て
外
道・

異
学
を
学
ぶ
こ
と
に
対
す

る
戒
め
。

果
衆
を
導
き
、
三
宝
を
守
る
こ
と
を
怠
る
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

架
供
養
を
受
け
、
独
り
貪
っ
て
人
に
分
け
な
い
こ
と
に
対
す
る
戒

め
。

歌
十
方
の
僧
団
に
属
す
る
も
の
を
私
有
物
と
す
る
こ
と
に
対
す
る

戒
め
。

河
檀
越
な
ど
が
僧
を
別
請
す
る
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

珂
邪
悪
な
方
法
に
よ
り
生
活
す
る
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

禍
非
法
を
行
な
う
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

禾
尊
ば
る
べ
き
人
や
物
が
危
険
に
瀕
し
て
い
る
の
に
救
護
し
な
い

く

ご

こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

稼
種
々
な
方
法
で
衆
生
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

箇
喧
嘩・

遊
戯・

歌
舞
な
ど
を
見
聞
す
る
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

花
菩
提
心
を
退
転
す
る
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

苛
好
師
問
学
を
求
め
な
い
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

茄
十
大
願
を
起
こ
し
、
勇
猛
に
精
進
す
る
こ
と
を
怠
る
こ
と
に
対

す
る
戒
め
。

荷
危
険
を
冒
し
て
頭
陀
行
を
行
じ
る
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

華
上
下
尊
卑
の
次
第
を
乱
す
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

菓
経
律
を
講
じ
、
福
徳
を
修
め
る
こ
と
を
怠
る
こ
と
に
対
す
る
戒

め
。
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授
戒
す
る
時
、
七
逆
罪
を
犯
し
た
者
以
外
に
お
い
て
人
を
選
ぶ

こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

課
利
養
の
た
め
に
い
つ
わ
っ
て
師
と
な
る
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

嘩
外
道
悪
人
の
た
め
に
戒
を
説
く
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

貨
自
ら
破
壊
無
慚
に
し
て
布
施
を
受
け
る
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

迦
経
典
を
敬
重
供
養
し
な
い
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

過
衆
生
を
教
化
せ
ず
、
大
悲
を
行
じ
な
い
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

霞
教
法
を
侮
る
よ
う
な
者
に
法
を
説
く
こ
と
に
対
す
る
戒
め
。

蚊
国
王・

太
子
な
ど
が
権
勢
に
よ
っ
て
非
法
を
行
な
う
こ
と
に
対

す
る
戒
め
。

俄
国
王
な
ど
が
権
力
に
よ
っ
て
、
仏
法
を
破
壊
す
る
こ
と
に
対
す

る
戒
め
。

（

17）

三
帰・

五
戒・

八
戒
等
を
誦
す
べ
し
＝
先
ず
帰
依
仏・

帰
依
法・

帰
依
僧
の
三
帰
文
を
唱
え
、
次
に
不
殺
生
戒・
不
偸
盗
戒・

不
邪
婬

戒・

不
妄
語
戒・

不
飲
酒
戒
の
五
戒
を
唱
え
、
続
い
て
不
殺
生
戒・

不
偸
盗
戒・

不
邪
婬
戒・

不
妄
語
戒・

不
飲
酒
戒・
離
眠
坐
高
広

り

み
ん

ざ

こ
う
こ
う

厳
麗
牀
座
戒
、
離
塗
飾
香
鬘
離
舞
歌
観
聴
戒・

離
非
時
食
戒
の
八

ご
ん
れ
い
し
ょ
う

ざ

り

ず

じ
き
こ
う
ま
ん

り

ぶ

か

か
ん
ち
ょ
う

り

ひ

じ

じ
き
か
い

戒
な
ど
を
唱
え
な
さ
い
の
意
を
い
う
。

「

三
帰」

は
、
三
帰
依・

三
自
帰・

三
帰
戒
と
も
い
う
。
仏・

法・

僧
の
三
宝
に
帰
投
依
憑
し
て
救
護
を
請
う
意
。
帰
依
仏・

帰
依
法・

え

ひ
ょ
う

帰
依
僧
の
三
を
い
う
。
な
お
、
帰
依
は
、
信
心
の
誠
を
捧
げ
る
こ
と

を
い
う
。

「

五
戒」

は
、在
家
の
仏
教
信
者
が
守
る
べ
き
五
つ
の
戒
め
を
い
う
。

１
不
殺
生
戒・

殺
生
戒
─
─
い
き
も
の
を
殺
さ
な
い
と
い
う
戒
め
。

２
不
偸
盗
戒・

偸
盗
戒
─
─
盗
み
を
し
な
い
と
い
う
戒
め
。

３
不
邪
婬
戒・

邪
婬
戒
─
─
男
女
の
間
を
乱
さ
な
い
と
い
う
戒
め
。

４
不
妄
語
戒・

妄
語
戒
─
─
嘘
を
つ
か
な
い
と
い
う
戒
め
。

５
不
飲
酒
戒・

飲
酒
戒
─
─
酒
を
飲
ま
な
い
と
い
う
戒
め
。

「

八
戒」

は
、
八
戒
斎・

八
斎
戒
の
略
。
一
日
戒・

近
住
戒・

近

こ
ん
じ
ゅ
う

住
律
儀（

近
住
と
は
阿
羅
漢
に
近
づ
い
て
住
す
る
の
意）

と
も
い
う
。

一
日
一
夜
を
限
っ
て
男
女
の
在
家
信
者
が
守
る
八
つ
の
戒
め
を
い
い
、

出
家
生
活
を
一
日
だ
け
守
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

不
殺
生
戒
、
不
偸
盗
戒
、
不
邪
婬
戒
、
不
妄
語
戒
、
不
飲
酒
戒
の

五
戒
に
、

６
離
眠
坐
高
広
厳
麗
牀
座
戒
─
─
高
座
に
坐
り
、好
床
に
臥
さ
な

り

み
ん

ざ

こ
う
こ
う
ご
ん
れ
い
し
ょ
う

ざ

い
。

７
離
塗
飾
香
鬘
離
舞
歌
観
聴
戒
─
─
身
に
香
油
を
塗
ら
ず
、装
身

り

ず

じ
き
こ
う
ま
ん

り

ぶ

か

か
ん
ち
ょ
う

具
を
付
け
ず
、
演
劇
な
ど
の
催
物
を
見
な
い
。

８
離
非
時
食
戒
─
─
正
午
を
過
ぎ
て
か
ら
食
事
を
と
ら
な
い
。

と
い
う
住・

衣・

食
の
贅
沢
に
対
す
る
戒
め
を
加
え
て
八
と
す
る
。

こ
れ
を
ウ
ポ
ー
サ
タ
の
日
、
す
な
わ
ち
毎
月
陰
暦
の
八
日・

十
四

日・

十
五
日・

二
十
三
日・

二
十
九
日・

三
十
日
に
守
っ
て
行
な
う
。

（

18）

鬼
は
す
な
わ
ち
却
行
し
匍
匐
し
て
去
ら
ん
＝「

却
行」

は
、
後

ず
さ
り
す
る
こ
と
の
意
を
い
う
。

「

匍
匐」

は
、
地
に
伏
し
て
手
と
足
と
で
這
い
進
む
こ
と
、
腹
ば
い

に
な
っ
て
進
む
こ
と
の
意
を
い
う
。
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「

去」

は
、
消
失
す
る
こ
と
、
一
目
散
に
逃
げ
去
る
こ
と
の
意
を
い

う
。従

っ
て
一
句
は
、
堆
惕
鬼
は
腹
ば
い
に
な
っ
て
後
ず
さ
り
し
て
消

え
て
い
く
の
意
を
い
う
。

な
お「
一
心
閉
眼
、
陰
而
罵
之
、
作
如
是
言
。
我
今
識
汝
、
汝
是
、

此
閻
浮
提
中
、
食
火
嗅
香
、
偸
臘
吉
支
、
邪
見
喜
破
戒
種
、
我
今
持

戒
、
終
不
畏
汝
。
若
出
家
人
、
応
誦
戒
序
、
若
在
家
人
、
応
誦
三
帰
、

五
戒
八
戒
等
、
鬼
便
却
行
、
匍
匐
而
去」

は
、『

治
禅
病
秘
要
法』

二

巻（『

大
正
蔵』

一
五・
三
四
一
ｂ）

の
引
用
。

（

19）

留
難
＝「

留
難」

は
、
堆
惕
鬼
の
よ
う
な
鬼
神
魔
が
入
り
込
ん

で
、
人
の
善
事
を
と
ど
め
、
修
行
を
妨
げ
る
こ
と
を
い
う
。

（

20）

禅
経
＝「

禅
経」

は
、
禅
定
を
説
く
経
典
を
い
う
。
一
般
に
は
、

『

修
行
道
地
経』『

坐
禅
三
昧
経』『

達
摩
多
羅
禅
経』

な
ど
が
あ
る

が
、
天
台
教
学
で
は『

治
禅
病
秘
要
法』

二
巻
を
い
う
。

な
お
、
こ
こ
で「

余
断
除
之
法
～
如
禅
経
中
広
説」
と
あ
る
の
は
、

『

治
禅
病
秘
要
法』

二
巻（『

大
正
蔵』

一
五・

三
四
一
ａ

－

三
四
二

ｂ）

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

（

21）

三
種
の
五
塵
の
境
界
の
相
を
化
作
し
＝「

三
種」

は
、
一
句
に

続
い
て
出
る「

違
情
の
事
を
作
す」「

順
情
の
事
を
作
す」「

非
違
非

順
の
事
を
作
す」

の
三
種
を
い
う
。

「

五
塵」

は
、
人
の
心
に
煩
悩
を
起
こ
さ
せ
て
心
を
汚
す
様
子
が
、

ま
る
で
塵
埃
の
よ
う
で
あ
る
色
塵・

声
塵・

香
塵・

味
塵・

触
塵
の

じ
ん
あ
い

五
を
い
う
。
五
塵
は
、
眼
根・

耳
根・

鼻
根・

舌
根・

身
根
の
五
官

の
対
象
と
な
る
、
客
観
の
対
象
で
あ
る
か
ら
、
色
境・

声
境・

香
境・

味
境・

触
境
の
五
境
と
同
義
。

「

境
界」

は
、
感
覚
器
官
に
よ
る
知
覚・

認
識
作
用
の
対
象
、
す
な

わ
ち
す
が
た
や
形
が
あ
る
対
象
を
い
う
。
従
っ
て「

五
塵
の
境
界」

は
、
客
観
の
対
象
で
あ
る
色
境・

声
境・

香
境・

味
境・

触
境
の
五

境
と
同
義
と
取
る
。

「

相」

は
、
す
が
た
や
形
を
い
う
。

「

化
作」

は
、
一
般
的
に
は
、
神
通
力
に
よ
っ
て
造
り
出
す
こ
と
を

い
う
。
こ
こ
で
は
、
身
を
変
え
る
こ
と
の
意
と
取
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
魔
羅
鬼
は
、
修
行
者
に
、
嫌
い・

好
き・

そ
の

ど
ち
ら
で
も
な
い
と
い
う
三
種
の
感
情
を
起
こ
さ
せ
る
、
色
や
形
が

あ
る
眼
の
対
象
や
、
耳
で
聞
く
音
声・

鼻
で
嗅
ぐ
香・

舌
で
味
わ
う

味・

皮
膚
に
触
れ
る
感
触
と
い
う
、
五
種
類
の
知
覚・

認
識
対
象
の

す
が
た
に
身
を
変
え
る
の
意
を
い
う
。

（

22）

二
に
は
、
順
情
の
事
を
作
す
。
す
な
わ
ち
こ
れ
愛
す
べ
き
の
五

塵
を
作
し
て
、
人
の
心
を
し
て
愛
着
を
生
ぜ
し
む
＝「

順
情
の
事」

は
、
五
塵
を
対
象
と
し
て
、
知
覚・

認
識
作
用
で
あ
る
五
識
が
造
り

出
す
感
情
を
、
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
い
う
。

因
み
に
、

「

違
情
の
事」

は
、
五
塵
を
対
象
と
し
て
五
識
が
造
り
出

す
感
情
に
馴
染
め
ず
、
嫌
だ
と
思
う
こ
と
、
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な

な

じ

い
こ
と
を
い
う
。
そ
し
て「

非
違
非
順
の
事」

は
、
違
情
に
非
ず
順

情
に
非
ざ
る
こ
と
、
違
情
で
も
な
け
れ
ば
順
情
で
も
な
い
こ
と
を
い

う
か
ら
、
気
持
ち
に
添
わ
な
い
の
で
も
な
く
添
う
の
で
も
な
い
の
意
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と
取
る
。

「

愛」

は
、
十
二
縁
起
の
第
八
支
の
愛
を
い
う
。
愛
は
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
ト
リ
シ
ュ
ナ
ー
の
訳
。
あ
た
か
も
の
ど
が
渇
い
た
者
が
水

を
求
め
て
や
ま
な
い
よ
う
に
、
欲
望
の
満
足
を
強
く
求
め
る
心
を
い

う
。
渇
愛
と
も
訳
さ
れ
る
。

愛
に
、
欲
愛（
性
欲
、
情
欲）・

有
愛（

生
存
欲）・

非
有
愛（

無

有
愛
と
も
、
生
存
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
欲
望）

の
三
愛
が
あ
る
。

ま
た
、
欲
愛・

色
愛（
物
質
に
対
す
る
欲
望）

・

無
色
愛（

物
質
を

超
え
た
欲
望）

の
三
愛
が
あ
る
。

ま
た
、
色・

声・

香・

味・
触・

法
の
六
境
に
対
す
る
、
色
愛・

声
愛・

香
愛・

味
愛・

触
愛・

法
愛
の
六
愛・

六
愛
身
が
あ
る
。
十

二
縁
起
の
第
八
支
の
愛
は
こ
の
よ
う
な
愛
を
い
う
。

「

愛
着」

は
、
前
出
の
渇
愛
と
同
義
。
の
ど
が
渇
い
て
水
を
求
め
る

よ
う
な
、
貪
り
求
め
る
心
、
妄
執
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
第
二
は
、
色
や
形
や
、
音
声・
香・

味・

感
触

を
対
象
と
し
て
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身
の
知
覚・
認
識
作
用
が
造

り
出
す
感
情
が
、
修
行
者
の
気
持
ち
に
添
い
、
素
直
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
魔
羅
鬼
は
、
修
行
者
が
好
ん
で
受
け
入
れ
、
受

け
入
れ
た
も
の
に
執
着
し
、
貪
り
求
め
て
止
む
こ
と
が
な
い
色
や
形

や
、
音
声・

香・

味・

感
触
と
い
う
知
覚・

認
識
対
象
の
す
が
た
に

身
を
変
え
、
修
行
者
の
心
を
こ
れ
ら
の
対
象
に
執
着
さ
せ
、
対
象
か

ら
離
れ
ら
れ
な
く
す
る
の
意
を
い
う
。

（

23）

魔
を
殺
者
と
名
づ
け
＝「

殺
者」

は
、『

大
智
度
論』

巻
第
六
十

六
の
、「

魔
は
秦
に
は
、
能
く
命
を
奪
う
者
と
い
い
、
亦
た
死
魔
は

実
に
能
く
命
を
奪
う
と
い
え
ど
も
、
余
も
亦
た
命
を
奪
う
因
縁
を
な

す
。
亦
た
智
慧
の
命
を
奪
う
。
こ
の
故
に
殺
者
と
名
づ
く」（『

大
正

蔵』

二
五・

五
三
四
ａ）

に
よ
る
。

（

24）

一
つ
の
色
の
な
か
に
三
種
の
境
界
を
な
し
て
行
者
を
惑
乱
す
＝

「

一
色」

は
、
こ
こ
で
は「

一
つ
の
色」

と
訓
む
。
色
は
、
色
と
形

が
あ
る
視
覚
対
象
の
物
質
的
現
象
を
い
う
。
従
っ
て
一
つ
の
色
は
、

一
つ
の
対
象
と
取
る
。

「

境
界」

は
、
諸
感
覚
器
官
に
よ
る
知
覚
の
対
象・

認
識
の
対
象
を

い
う
。
従
っ
て「

三
種
の
境
界」

は
、
前
出
の
受
け
入
れ
や
す
い
対

象・

受
け
入
れ
が
た
い
対
象・

そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
対
象
を
い
う
。

「

境
界
を
な
し
て」

は
、
こ
の
三
種
に
分
別
す
る
心
を
起
こ
す
こ
と

を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
修
行
者
は
、
一
つ
の
対
象
を
見
る
と
、
そ
れ
が

受
け
入
れ
や
す
い
対
象
か
、
受
け
入
れ
が
た
い
対
象
か
、
そ
の
ど
ち

ら
で
も
な
い
対
象
か
の
、
三
種
の
ど
れ
か
に
分
別
し
、
分
別
し
た
対

象
の
す
が
た
を
見
て
惑
い
乱
れ
る
の
意
を
い
う
。

（

25）

諸
仏
の
形
像
＝「

形
像」

は
、
一
般
的
に
は
、
彫
像・

肖
像
、
人

物
の
す
が
た
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
仏
の
身
体
に
具
え
る
、
頂
成
肉に

く

髻
相・

身
毛
右
旋
相・

眉
間
白
毫
相
を
始
め
と
す
る
三
十
二
の
相
好・

け
い

せ
ん

そ
う
ご
う

よ
き
す
が
た
を
具
え
た
諸
仏
の
す
が
た
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
諸
仏
の
三
十
二
の
よ
き
す
が
た
の
意
を
い
う
。

（
26）

み
な
こ
れ
魔
事
な
り
。
そ
の
相
は
衆
多
な
り
。
具
さ
に
は
説
く
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べ
か
ら
ず
＝「

魔
事」

の
実
例
と
し
て
、
父
母・

兄
弟・

諸
仏
の
よ

き
す
が
た・

端
正
な
男
女
の
よ
う
な
好
ま
し
い
す
が
た
や
、
虎・

狼・
獅
子・

羅
刹
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
す
が
た
や
、
普
通
の
す
が
た
や
、

あ
る
い
は
心
地
よ
い
音
声
や
心
地
悪
い
音
声
、芳
し
い
香
や
嫌
な
香
、

よ
い
味
や
悪
い
味
、
苦
し
い
こ
と
や
楽
し
い
こ
と
、
霊
が
身
体
に
触

れ
る
よ
う
な
思
い
な
ど
、
魔
羅
鬼
の
仕
業
の
具
体
を
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
は
、
魔
羅
鬼
の
仕
業
と
さ
れ
る
魔
羅
鬼
が
現
実
に
存
在

し
、
実
在
す
る
魔
羅
鬼
が
し
で
か
す
仕
業
を
い
う
の
で
は
な
い
。
そ

う
で
は
な
く
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
心
が
、
眼
で
見
る
対
象
に
惑
わ

さ
れ
て
造
り
出
す
幻
覚
で
あ
る
。
耳
で
対
象
を
聞
き
、
鼻
で
対
象
を

嗅
ぎ
、
舌
で
対
象
を
味
わ
い
、
皮
膚
に
対
象
が
触
れ
る
た
び
に
、
幻

覚
を
実
在
す
る
と
す
る
お
の
れ
の
自
我
が
対
象
を
造
り
出
し
て
い
く

の
で
あ
る
。
自
我
が
造
り
出
し
た
好
き・
嫌
い・

そ
の
ど
ち
ら
で
も

な
い
と
い
う
思
い
に
と
ら
わ
れ
、
思
い
に
実
体
が
あ
る
と
執
著
し
、

思
い
に
妄
執
し
て
い
く
。

私
た
ち
は
、
日
常
の
生
活
の
中
で
、
眼
が
と
ら
え
、
耳
が
聞
き
、

鼻
が
嗅
ぎ
、
舌
が
味
わ
い
、
皮
膚
が
感
触
を
受
け
る
た
び
ご
と
に
、

対
象
の
好
き・

嫌
い・

そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
を
造
り
出
し
、
執
著

す
る
か
ら
、
人
の
心
に
生
起
し
、
保
持
す
る
対
象
を
知
覚
し
、
認
識

し
て
い
く
営
み
は
、
跡
を
絶
つ
こ
と
が
な
い
。
一
句
は
、
こ
の
こ
と

を
い
う
。
だ
か
ら
、
魔
羅
鬼
の
仕
業
と
象
徴
的
比
喩
的
に
説
く
、
人

の
自
我
が
造
り
出
し
、
造
り
続
け
、
累
積
し
て
い
く
人
間
の
営
み
は

絶
え
る
こ
と
が
な
い
、
だ
か
ら
、
具
体
的
に
す
べ
て
を
網
羅
し
て
説

き
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
一
句
は
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
仏
道
修
行
の
妨
げ
と
な
る

魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
で
あ
る
。
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
は
お
び
た
だ
し
い
数

に
上
る
か
ら
、
一
つ
ひ
と
つ
を
説
き
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
意

を
い
う
。

（

27）

善
法
＝「

善
法」

は
、
十
善
を
い
う
。
十
善
は
、
十
善
業・

十

善
道・

十
善
業
道・

十
善
根
本
業
道・

十
白
業
道
な
ど
と
も
い
う
。

十
善
は
、
身・

口・

意
の
三
業
の
う
ち
で
、
顕
著
で
す
ぐ
れ
た
善
の

行
為
を
い
う
。
こ
の
逆
が
十
悪
で
あ
る
。
十
悪
は
、
殺
生（

断
生

命）
・

偸
盗（

不
与
取
、
劫
盗）

・

邪
婬（

欲
邪
行
、
邪
欲）

・

妄
語

（

虚
誑
語
、
虚
妄
。
い
つ
わ
り）・

両
舌（

離
間
語
、
破
語
。
人
の
中

を
裂
く
二
枚
舌）

・

悪
口（

麁
悪
語
、
悪
語
、
悪
罵
。
き
た
な
い
の

あ

っ
く

の
し
り
こ
と
ば）・

綺
語（

雑
穢
語
、
非
応
語
、
散
語
、
無
義
語
。
ま

き

ご

ぞ

う

え

ご

こ
と
に
背
い
て
お
も
し
ろ
く
つ
く
っ
た
こ
と
ば）

・

貪
欲（

貪
、
貪

愛
、
貪
取
、
慳
貪）・

瞋
恚（

瞋
、
恚
害
。
怒
り
う
ら
む
こ
と）・

邪

見（

愚
癡
。
ま
ち
が
っ
た
見
解）

の
十
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
離
れ
る
行
為
が
十
善
で
あ
る
。
十
善
は
、
順
次
に
身
業

に
属
す
る
も
の
が
三
、
口
業
に
属
す
る
も
の
が
四
、
意
業
に
属
す
る

も
の
が
三
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
身
三
口
四
意
三
と
数
え
る
。

（

28）

よ
く
平
等
の
仏
法
を
破
壊
し
＝「

平
等」

は
、
一
般
的
に
は
、
無

差
別
の
世
界
を
い
う
。
つ
ま
り
、
心
と
仏
と
衆
生
と
の
三
に
全
く
差

別
の
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
心
と
仏
と
衆
生
と
の
三
つ
は
、
本
質
に

お
い
て
異
な
っ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
い
う
。差
別
の
な
い
平
等
は
、
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そ
の
ま
ま
仏
法
で
あ
る
。
仏
法
は
、
一
切
が
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
、

当
た
り
前
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
諸
法
実
相
で
あ
る
。
あ
る
が
ま
ま
に

あ
る
、
当
た
り
前
の
真
実
を
、
あ
る
が
ま
ま
に
観
察
す
る
智
慧
は
、

人
間
が
生
ま
れ
つ
き
具
え
て
い
る
人
間
本
来
の
智
慧
で
あ
る
。

「

破
壊」
は
、
一
般
的
に
は
、
こ
ぼ
つ
こ
と
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、

壊
す
こ
と・
破
る
こ
と・

な
く
す
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
一
切

は
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
と
観
照
す
る
智
慧
が
、
人
に
は
本
来
具
わ
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
人
は
対
象
を
分
別
し
、
分
別
に
執
著
し
、
執
著

に
繋
縛
さ
れ
て
、
自
我
が
造
り
続
け
る
煩
悩
、
す
な
わ
ち
魔
軍
が
、

人
が
本
来
具
え
て
い
る
智
慧
を
蔽
い
隠
し
て
し
ま
う
こ
と
、
智
慧
を

封
じ
込
め
て
し
ま
う
こ
と
を
い
う
。

こ
の
一
句
は
、
人
が
本
来
具
え
て
い
る
智
慧
と
、
魔
羅
鬼
の
軍
勢
、

す
な
わ
ち
仏
道
修
行
を
妨
げ
る
、
人
が
造
り
続
け
る
自
我
意
識
と
の

相
克
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
魔
羅
鬼
の
軍
勢
の
し
わ
ざ
と
す
る
の
は
、
一
切

は
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
と
い
う
、
当
た
り
前
の
真
実
を
説
く
仏
の
智

慧
を
蔽
い
隠
し
て
し
ま
う
の
意
を
い
う
。

（

29）
『

経』

の
偈
＝「

経」

は
、『

仏
本
行
集
経』

を
い
う
。「

偈」
は
、

『

仏
本
行
集
経』

巻
第
二
十
五（『

大
正
蔵』

三・

七
六
九
ｃ）

に
初

出
の
偈
を
い
う
。
こ
の
偈
が
、『

大
智
度
論』

巻
第
五（『

大
正
蔵』

二
五・

九
九
ｂ）

、
同
巻
第
十
五（『

大
正
蔵』

二
五・

一
六
九
ａ）

に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

『

ス
タ
ニ
パ
ー
タ』

に
説
く
魔
軍
は
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

四
三
六

汝
の
第
一
の
軍
隊
は
欲
望
で
あ
り
、
第
二
の
軍
隊
は
嫌
悪
で

あ
り
、
第
三
の
軍
隊
は
飢
渇
で
あ
り
、
第
四
の
軍
隊
は
妄
執
と

い
わ
れ
る
。

四
三
七

汝
の
第
五
の
軍
隊
は
も
の
う
さ
、
睡
眠
で
あ
り
、
第
六
の
軍

隊
は
恐
怖
と
い
わ
れ
る
。
汝
の
第
七
の
軍
隊
は
疑
惑
で
あ
り
、

汝
の
第
八
の
軍
隊
は
見
せ
掛
け
と
強
情
と
、

四
三
八

誤
っ
て
得
ら
れ
た
利
得
と
名
声
と
尊
敬
と
名
誉
と
、
ま
た
自

己
を
ほ
め
た
た
え
て
他
人
を
軽
蔑
す
る
こ
と
で
あ
る
。

四
三
九

ナ
ム
チ
よ
、
こ
れ
ら
は
汝
の
軍
勢
で
あ
る
。
黒
き
魔（

カ
ン

ハ）

の
攻
撃
軍
で
あ
る
。
勇
者
で
な
け
れ
ば
、
か
れ
に
う
ち
勝

つ
こ
と
が
で
き
な
い
。

（

勇
者
は）

う
ち
勝
っ
て
楽
し
み
を
得
る
。

四
四
三

神
々
も
世
間
の
人
々
も
汝
の
軍
勢
を
破
り
得
な
い
が
、
わ
た

く
し
は
智
慧
の
力
で
汝
の
軍
勢
を
う
ち
破
る
。
─
─
焼
い
て
な

い
生
の
土
鉢
を
石
で
砕
く
よ
う
に
。

な
ま

四
四
四

み
ず
か
ら
思
い
を
制
し
、
よ
く
念
い（

注
意）

を
確
立
し
、

お
も

国
か
ら
国
へ
と
遍
歴
し
よ
う
。
─
─
教
え
を
聞
く
人
々
を
ひ
ろ

く
導
き
な
が
ら
。

四
四
五

か
れ
ら
は
、
無
欲
と
な
っ
た
わ
た
く
し
の
教
え
を
実
行
し
つ

つ
、
怠
る
こ
と
な
く
、
専
心
し
て
い
る
。
そ
こ
に
行
け
ば
憂
え

る
こ
と
の
な
い
境
地
に
、
か
れ
ら
は
赴
く
で
あ
ろ
う
。

（

30）
「

欲
は
こ
れ
汝
の
初
軍

憂
愁
を
な
し
て
第
二
と
す

飢
渇
は

第
三
軍

渇
愛
を
な
し
て
第
四
と
す

睡
眠
は
第
五
軍

怖
畏
を
な

し
て
第
六
と
す

疑
悔
は
第
七
軍

瞋
恚
を
な
し
て
第
八
と
す

利
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養
虚
称
は
九

自
ら
を
高
く
し
人
を
蔑
む
は
十
な
り

か
く
の
ご
と

き
等
の
軍
衆

出
家
の
人
を
厭
没
す

わ
れ
禅
智
の
力
を
も
っ
て

汝
が
こ
の
諸
軍
を
破
し

仏
道
を
成
ず
る
こ
と
を
得
お
わ
っ
て

一

切
の
人
を
度
脱
す」

＝「

欲」

は
貪
欲
を
い
い
、
妄
執・

愛
著
の
義

を
い
う
。
人
が
、
自
我
意
識
の
故
に
、
色・

声・

香・

味・

触
の
五

境
に
愛
著
す
る
の
を
五
欲
と
い
う
。
対
象
に
愛
著
し
な
け
れ
ば
煩
悩

が
起
き
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
人
は
、
見
る
も
の・

聞
く
も
の・

嗅
ぐ
も
の・

味
わ
う
も
の・

触
る
も
の
に
愛
著
し
て
や
ま
な
い
。
こ

の
愛
著
を
魔
羅
鬼
の
第
一
の
仕
業
と
す
る
。

愛
著
し
た
も
の
が
手
に
入
ら
な
い
か
ら
憂
愁
が
起
き
る
。同
様
に
、

憂
愁
か
ら
飢
渇
が
、
飢
渇
か
ら
渇
愛
が
、
渇
愛
か
ら
睡
眠
が
、
睡
眠

か
ら
怖
畏
が
、
怖
畏
か
ら
疑
悔
が
、
疑
悔
か
ら
瞋
恚
が
、
瞋
恚
か
ら

利
養
虚
称
が
、
利
養
虚
称
か
ら
自
高
蔑
人
と
い
う
煩
悩
が
連
鎖
し
て

べ
つ
に
ん

生
起
す
る
。
愛
著
か
ら
起
こ
り
続
け
て
い
く
煩
悩
を
、
魔
羅
鬼
の
軍

勢
に
例
え
、
十
軍
を
数
え
る
。

欲・

憂
愁・

飢
渇・

渇
愛・

睡
眠・

怖
畏・

疑
悔・
瞋
恚・

利
養

虚
称・

自
高
蔑
人
の
十
は
、
仏
道
を
修
行
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
る

修
行
者
に
生
起
し
て
や
ま
な
い
煩
悩
で
あ
る
が
、
十
は
、
魔
羅
鬼
に

魅
入
ら
れ
た
よ
う
に
、
次
か
ら
次
へ
と
湧
き
上
が
っ
て
き
て
際
限
の

な
い
煩
悩
で
あ
り
、
強
力
に
人
を
繋
縛
す
る
煩
悩
で
あ
る
。
だ
か
ら

こ
れ
を
、
恐
ろ
し
い
魔
羅
鬼
に
例
え
て
い
う
。
欲
は
、
こ
こ
で
は
煩

悩
の
大
本
の
、
修
行
者
が
起
こ
す
執
著
と
取
る
。

「

汝」

は
、
仏
陀
が
教
え
を
説
く
対
告
衆
を
始
め
と
す
る
仏
弟
子
た

た
い
ご
う
し
ゅ

ち
を
い
う
。

「

渇
愛」

は
、
の
ど
が
渇
い
て
水
を
求
め
る
よ
う
な
貪
り
の
心
を
い

う
。
欲
の
執
著
よ
り
更
に
激
し
い
執
著
を
い
う
。

「

睡
眠」

は
、
心
を
晦
ま
し
鈍
重
に
す
る
眠
気
を
い
う
が
、
こ
こ
で

は
、
求
め
て
も
求
め
て
も
得
ら
れ
な
い
か
ら
、
や
る
気
を
失
い
眠
る

状
態
に
あ
る
心
と
取
る
。

「

瞋
恚」

は
、心
身
を
熱
悩
さ
せ
愚
行
を
起
こ
さ
せ
る
怒
り・

憎
悪
を

ぞ
う
お

い
う
が
、
こ
こ
で
は
求
め
て
も
求
め
て
も
得
ら
れ
ず
、
自
分
の
心
に

違
う
も
の
を
い
か
り
恨
む
心
と
取
る
。

「

利
養
虚
称」

の
利
養
は
、
財
を
貪
り
自
分
を
肥
や
し
自
分
の
地
位

を
上
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
を
い
い
、
虚
称
は
、
実
体
が
な
い
自
分
を

褒
め
称
え
る
こ
と
を
い
う
。
一
句
は
、
財
を
貪
り
名
誉
を
求
め
よ
う

と
す
る
心
を
い
う
。

「

自
高
蔑
人」

の
自
高
は
、
自
矜
高
と
い
う
自
ら
高
ぶ
る
こ
と
、
思

じ
こ
う
べ
つ
に
ん

じ

こ
う
こ
う

い
上
が
る
こ
と
を
い
い
、
ま
た
、
増
上
慢
と
い
う
い
ま
だ
悟
っ
て
も

い
な
い
の
に
、
悟
っ
た
と
思
っ
て
驕
り
高
ぶ
る
こ
と
を
い
う
。
従
っ

て
一
句
は
、
悟
っ
た
と
自
ら
高
ぶ
り
人
を
蔑
ず
む
心
と
取
る
。

「

厭
没」

は
、
出
家
の
修
行
者
を
厭
い
、
そ
の
生
き
方
を
根
底
か
ら

徹
底
し
て
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
こ
と
を
い
う
。

「

我・

わ
れ」

は
、
仏
陀
を
い
う
。

「

成
仏
道」

は
、
仏
道
を
成
ず
る
と
訓
み
、
修
行
を
完
成
す
る
こ
と

を
い
う
。「

道」

は
修
行
を
い
う
。

「
度
脱」

は
、
生
死
の
苦
海
を
渡
り
悟
り
の
彼
岸
に
到
る
こ
と
、
煩
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悩
の
束
縛
か
ら
解
放
し
苦
の
世
界
か
ら
楽
の
世
界
へ
渡
る
こ
と
を
い

う
。

『
仏
本
行
集
経』

巻
第
二
十
五
の
、「

汝
軍
第
一
是
欲
貪

第
二
名

為
不
歓
喜

第
三
飢
渇
寒
熱
等

愛
著
是
名
第
四
軍

策（

第）

五

マ
マ

即
彼
睡
及
眠

驚
怖
恐
畏
是
第
六

第
七
是
於
孤
疑
惑

瞋
恚
忿
怒

ふ

ん
ぬ

第
八
軍

競
利
及
争
名
第
九

愚
癡
無
知
是
第
十

自
誉
矜
高
第
十

一

十
二
恒
常
毀
他
人
…
…
我
心
正
念
安
如
山

智
慧
方
便
皆
成
就

無
放
逸
心
而
行
行

汝
何
能
得
我
瑕
疵」（『

大
正
蔵』

三・

七
六

か

し

九
ｃ）

の
引
用
お
よ
び
取
意
。

（

31）

行
者
す
で
に
よ
く
魔
事
を
覚
知
せ
ば
、
す
な
わ
ち
ま
さ
に
み
ず

か
ら
こ
れ
を
却
く
べ
し
＝「

覚
知」
は
、
完
全
に
知
る
こ
と
を
い
う
。

こ
こ
で
は
、
自
覚
す
る
ほ
ど
の
意
と
取
る
。

「

却
く」

は
、
し
り
ぞ
く
と
訓
む
。
絶
対
に
取
り
除
く
こ
と
を
い
う
。

魔
羅
鬼
の
な
す
わ
ざ
に
例
え
て
説
き
示
し
て
い
る
、
欲・

憂
愁・

飢
渇・

渇
愛・

睡
眠・

怖
畏・

疑
悔・

瞋
恚・

利
養
虚
称・

自
高
蔑

人
の
十
は
、
人
の
自
我
意
識
が
造
り
出
し
続
け
て
や
ま
な
い
煩
悩
で

あ
る
。も
し
十
を
数
え
る
煩
悩
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、

人
は
永
劫
に
自
我
の
束
縛
の
中
で
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な

わ
ち
、
魔
羅
鬼
の
十
の
軍
勢
の
命
令
に
唯
々
諾
々
と
従
っ
て
生
き
る

い

い

だ
く
だ
く

こ
と
に
な
る
。
人
の
生
き
方
は
、
魔
羅
鬼
の
軍
勢
の
支
配
下
に
あ
る

べ
き
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
十
の
魔
羅
鬼
の
な
す
わ
ざ
は
絶
対
に
取

り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「

却
く」

は
こ
の
絶
対
否
定
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
修
行
者
が
仏
道
の
妨
げ
と
な
る
、
魔
羅
鬼
の
し

わ
ざ
を
自
覚
し
た
な
ら
ば
、
自
分
の
力
で
こ
れ
ら
の
魔
羅
鬼
の
し
わ

ざ
を
絶
対
に
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
意
を
い
う
。

（

32）

一
切
の
外
の
諸
の
好
悪
の
魔
境
を
見
て
は
＝「

外」

は
、
外
境

と
同
義
。
外
界
の
対
象
、
す
な
わ
ち
色・

声・

香・

味・

触
の
五
境

と
い
う
、
自
我
の
目
か
ら
見
て
差
別
の
あ
る
対
象
世
界
を
い
う
。

「

好
悪」

は
、
好
き
嫌
い
、
好
ま
し
い
と
見
た
り
好
ま
し
く
な
い
と

見
た
り
す
る
、
取
捨
分
別
に
よ
る
執
著・

妄
執
を
い
う
。

「

魔
境」

は
字
義
通
り
で
は
、
魔
羅
鬼
の
境
地
を
い
う
。
こ
こ
で

は
、
人
を
構
成
し
て
い
る
五
つ
の
要
素
、
色
蘊・

受
蘊・

想
蘊・

行

蘊・

識
蘊
の
う
ち
、
人
の
認
識
を
持
続
さ
せ
る
主
体
で
あ
る
識
別・

認
識
作
用
の
識
蘊
が
、
好
き
か
嫌
い
か
の
一
方
に
片
寄
り
、
と
ら
わ

れ
、
妄
執
し
、
識
蘊
が
対
象
を
あ
る
が
ま
ま
に
平
等
に
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
自
我
に
塗
れ
た
境
地
を
、
す
な
わ
ち
自
我
に
よ
っ
て
造
り

出
さ
れ
た
対
象
世
界
を
、
象
徴
的
比
喩
的
に
魔
羅
鬼
の
境
地
す
な
わ

ち
魔
境
と
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
自
我
に
塗
れ
た
目
で
、
外
界
の
対
象
が
独
自
の

す
が
た
で
存
在
し
て
い
る
と
見
、
独
自
の
す
が
た
で
存
在
し
て
い
る

と
見
る
も
の
を
、
好
ま
し
い
と
見
た
り
好
ま
し
く
な
い
と
見
た
り
す

る
こ
と
は
の
意
を
い
う
。

（

33）

虚
誑
な
り
と
知
っ
て
＝「

虚
誑」

は
、
一
般
的
に
は
、
い
つ
わ

り
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
的
存
在
は
空
で
あ
り
、
実

体
が
な
い
の
が
真
実
で
あ
る
の
に
、
自
我
に
塗
れ
た
心
は
、
一
切
に

固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
が
あ
る
こ
と
を
真
実
と
見
る
。
一
切
に
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固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
が
あ
る
と
見
る
こ
と
を
真
実
だ
と
す
る

こ
と
を
、
象
徴
的
に
、
魔
羅
鬼
が
造
り
出
す
し
わ
ざ
と
す
る
。
虚
誑

は
、
真
実
に
違
う
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
魔
羅
鬼
が
造
り
出
す
真
実
に
違
う
し
わ
ざ
で
あ

る
と
知
る
の
意
を
い
う
。

（

34）

心
を
息
し
て
＝「

息」

は
、
終
息
や
息
災
の
息
の
義
。
や
め
る

こ
と
、
滅
ぼ
す
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
外
界
の
対
象
に
執
著
す
る
心
の
運
転
を
や
め
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
外
界
の
対
象
に
心
を
移
さ
な
い
こ
と
を
い
う
。

（

35）

上
に
説
け
る
と
こ
ろ
の
ご
と
き
種
種
の
魔
境
を
見
て
＝「

上」

は
、
こ
れ
ま
で
に
説
き
明
か
さ
れ
て
き
た
、
業・

カ
ル
マ
を
造
る
こ

と
に
よ
っ
て
起
こ
る
魔
境
、
実
体
化
さ
れ
た
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
を
い

う
。従

っ
て
一
句
は
、
こ
れ
ま
で
に
説
き
明
か
し
た
よ
う
な
、
魔
羅
鬼

の
し
わ
ざ
と
さ
れ
る
自
我
に
よ
っ
て
造
り
出
さ
れ
る
対
象
世
界
を
み

た
と
き
の
意
を
い
う
。

（

36）

す
な
わ
ち
ま
さ
に
能
見
の
心
を
反
観
す
べ
し
＝「

能
見
の
心」

の

能
見
は
、
真
実
が
本
来
、
平
等
一
味・

無
差
別
で
あ
る
こ
と
を
、
そ

の
ま
ま
に
覚
知
で
き
な
い
迷
妄
に
よ
っ
て
、
対
象
に
執
著
す
る
自
我

心
が
起
き
る
と
き
、
そ
こ
に
は
た
ら
く
、
わ
れ
わ
れ
の
心
中
の
種
々

の
境
界
を
映
現
す
る
意
志
的
作
用
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
能
見
の
心

は
、
観
る
心
、
す
な
わ
ち
外
界
の
対
象
を
見
る
お
の
れ
の
心
の
意
と

取
る
。

「

反
観」

は
、
観
が
対
象
を
観
る
こ
と
を
い
う
の
に
対
し
て
、
対
象

か
ら
観
る
こ
と
、
本
来
の
自
己
に
戻
っ
て
、
お
の
れ
が
本
来
も
っ
て

い
る
智
慧
で
見
る
の
意
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
外
界
の
対
象
を
見
る
お
の
れ
の
心
を
、
お
の
れ

が
本
来
も
っ
て
い
る
智
慧
で
観
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
意
を
い
う
。

（

37）

処
所
を
見
ざ
れ
ば
、
彼
は
な
ん
の
悩
ま
す
と
こ
ろ
ぞ
＝「

処
所」

の
処
は
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
六
の
感
覚
器
官
と
、
そ
の

対
象
で
あ
る
色・

声・

香・

味・

触・

法
の
六
の
主
観
と
客
観
の
十

二
処
を
い
う
。
所
は
、
十
二
処
に
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の

六
つ
の
識
別・

認
識
作
用
を
加
え
た
十
八
界
を
い
う
。

つ
ま
り
、
個
人
存
在
を
構
成
し
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
主
客
す
べ

て
の
世
界
を
い
う
。

「

彼」

は
、
魔
羅
鬼
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
も
し
魔
羅
鬼
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
対
象
世
界

が
な
く
、
魔
羅
鬼
が
対
象
世
界
を
見
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
ど
う
し

て
魔
羅
鬼
が
修
行
者
を
悩
ま
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
の
意
を
い

う
。

（

38）

尋
い
で
＝「

尋」

は
、
つ
い
で
と
訓
む
。
時
間
的
な
間
を
置
か

な
い
で
即
座
に
、
す
な
わ
ち
心
に
隙
を
造
ら
な
い
で
即
座
に
の
意
を

い
う
。

（

39）

遅
遅
と
し
て
＝「

遅
遅
と
し
て」

は
、
の
ろ
の
ろ
し
た
様
子
、
ぐ

ず
ぐ
ず
し
た
様
子
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
能
見
の
心
を
反
観
で
き
ず
、

外
界
の
対
象
に
と
ら
わ
れ
て
、
修
行
が
前
に
進
ま
な
い
と
き
に
は
の
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意
を
内
意
す
る
。

（
40）

正
念
に
し
て
＝「

正
念」

は
、
八
正
道
の
一
の
正
念
を
い
う
。
正

し
い
努
力
の「

正
精
進」

の
意
識
的
な
面
を
い
い
、
仏
教
の
真
実
を

自
覚
し
た
正
し
い
見
解
で
あ
る「

正
見」

と
い
う
目
的
を
、
常
に
心

を
正
し
て
心
に
留
め
て
忘
れ
な
い
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
深
く
真
実
を
思
念
し
て
、
す
な
わ
ち
一
切
は
現

象
し
て
い
る
と
い
う
真
実
を
深
く
思
念
し
て
の
意
を
い
う
。

（

41）

魔
界
の
如
は
す
な
わ
ち
こ
れ
仏
界
の
如
な
り
と
知
る
べ
し
＝

「

魔
界」

は
、
魔
境
と
同
義
。
自
我
に
よ
っ
て
造
り
出
さ
れ
た
対
象

世
界
を
、
象
徴
的
比
喩
的
に
魔
羅
鬼
の
世
界
と
し
た
も
の
を
い
う
。

「

仏
界」

は
、
仏
国
土
と
同
義
。
仏
の
世
界
を
い
う
が
、
仏
界
も
自

我
に
よ
っ
て
造
り
出
さ
れ
た
対
象
世
界
で
あ
る
。

「

如」

は
、
真
実
の
あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
、
す
な
わ
ち
一
切
は
現

象
す
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
魔
羅
鬼
の
世
界
も
仏
の
世
界
も
本
質
的
に
は
同

一
で
あ
る
か
ら
、
魔
の
世
界
が
そ
の
ま
ま
仏
の
世
界
で
あ
る
と
思
い

至
る
の
意
を
い
う
。

「

魔
界
即
仏
界」

は
、『

摩
訶
止
観』（『

大
正
蔵』

四
六・
一
一
六

ｂ）

に
出
る
一
句
。
私
た
ち
は
、
魔
の
世
界
が
ど
こ
か
に
存
在
し
、

仏
の
世
界
が
ど
こ
か
に
実
在
す
る
と
考
え
る
の
が
常
で
あ
る
。
し
か

し
仏
教
は
無
常
を
説
き
、
空
を
説
き
、
無
我
を
説
き
、
縁
起
の
理
を

説
く
。
魔
の
世
界
も
仏
の
世
界
も
一
切
は
心
の
現
象
に
過
ぎ
な
い
。

一
切
が
現
象
す
る
こ
と
が「

如」

で
あ
る
。
人
が
魔
の
世
界
を
造
る
。

人
が
自
我
に
よ
っ
て
心
の
中
に
魔
の
世
界
を
造
り
、
魔
の
世
界
を
実

在
化
し
、
実
在
化
さ
せ
た
魔
の
世
界
に
恐
怖
す
る
。
同
様
に
人
は
、

仏
の
世
界
も
心
の
中
に
造
る
。

魔
の
世
界
が
わ
た
し
の
心
の
中
で
現
象
す
る
よ
う
に
、
仏
の
世
界

も
わ
た
し
の
心
の
中
で
現
象
す
る
。
共
に
、
固
定
的
不
変
な
独
自
の

実
体
が
な
い
。
魔
の
世
界
も
仏
の
世
界
も
、
本
質
的
に
は
心
の
現
象

に
過
ぎ
ず
、
現
象
と
い
う
面
で
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
現
象

で
あ
っ
て
、
ま
っ
た
く
平
等
で
あ
る
こ
と
を
、「

魔
界
即
仏
界」

と

い
う
。
現
象
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
、
そ
の
ま
ま
真
実
在
の
あ
ら

わ
れ
で
あ
り
、
存
在
す
る
も
の
が
す
べ
て
真
実
の
相
一
色
で
あ
る
か

ら
、
す
べ
て
の
世
界
に
差
別
相
は
な
い
。
す
べ
て
の
世
界
が
平
等
相

に
あ
る
。「

魔
界
即
仏
界」

は
、
こ
れ
を
い
う
。

「

魔
界
如
即
是
仏
界
如」

の
出
典
は
、『

仏
説
首
楞
厳
三
昧
経』

巻

下
に
、「

爾
時
天
女
以
無
怯
心
語
悪
魔
言
。
汝
勿
大
愁
。
我
等
今
者

不
出
汝
界
。
所
以
者
何
。
魔
界
如
即
是
仏
界
如
。
魔
界
如
仏
界
如
不

二
不
別
。
我
等
不
離
是
如
。
魔
界
相
即
是
仏
界
相
。
魔
界
法
仏
界
法

不
二
不
別
。
我
等
於
此
法
相
不
出
不
過
。
魔
界
無
有
定
法
可
示
。
仏

界
亦
無
定
法
可
示
。
魔
界
仏
界
不
二
不
別
。
我
等
於
此
法
相
不
出
不

過」（『

大
正
蔵』

一
五・

六
三
九
ｃ）

「

如」

は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
タ
タ
ー
、
あ
る
い
は
タ
タ
タ
ー
の

訳
。
語
義
か
ら
い
え
ば
、
如
は
、
単
に
あ
り
の
ま
ま
を
意
味
す
る
に

過
ぎ
な
い
。

仏
教
で
は
、
こ
の
語
を
普
遍
的
真
理
、
あ
る
い
は
万
有
の
真
実
相
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の
意
味
で
使
用
す
る
。
す
な
わ
ち
あ
ら
ゆ
る
差
別
相
を
超
え
て
平
等

一
味
な
る
も
の
で
あ
り
、思
惟
も
言
語
も
及
ば
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。

間
断
な
く
生
起
し
、
種
々
に
変
化
し
て
い
く
現
象
と
不
一
不
異
の
関

係
に
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
不
変
に
し
て
真
実
な
る
あ
り
の
ま
ま
の

す
が
た
、
こ
れ
を
如・

真
如
と
呼
ぶ
。

タ
タ
タ
ー
の
漢
訳
の
初
期
に
は
、
中
国
人
に
理
解
し
や
す
い
よ
う

に「

本
無」

と
い
う
老
荘
が
説
く
虚
無
自
然
の
要
素
が
濃
厚
な
訳
語

そ
の
他
が
あ
っ
た
。
羅
什
は
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
古
来
の
思
想
内

容
が
な
い「

如・

如
如・
大
如」

と
い
う
訳
語
を
当
て
た
。
菩
提
流

支
あ
た
り
か
ら「

真
如」

が
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
玄
奘
に

至
っ
て
訳
語
と
し
て
定
着
し
た
と
さ
れ
る
。

大
乗
以
前
で
も
化
地
部
で
は
、
善・
悪・

無
記・

八
正
道・

縁
起

の
五
種
の
法
を
真
実
不
変
な
も
の
と
み
な
し
て
真
如
と
し
、
阿
含
で

も
、
縁
起
の
理
法
が
永
遠
不
変
の
真
理
で
あ
る
の
を
、
真
如
と
し
た

と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
如・

真
如
の
語
が
重
要
な
概
念
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

展
開
し
た
の
は
般
若
経
典
で
あ
る
。
般
若
経
典
で
は
、
一
切
皆
空
の

立
場
か
ら
、
一
切
の
法
が
一
味
平
等
の
も
の
と
し
て
観
じ
ら
れ
る
如

来
の
内
証
の
世
界
を
提
起
し
、
こ
れ
を
真
如
と
し
た
。
い
わ
ば
仏
の

智
慧
の
光
に
よ
っ
て
照
ら
し
出
さ
れ
る
世
界
全
体
を
如・

真
如
と
し

た
。般

若
経
典
以
後
、
真
如
の
語
は
重
視
さ
れ
多
用
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
同
じ
く
真
如
と
い
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
思
想
的
立
脚
地
が

異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
意
味
内
容
に
差
異
が
あ
る
。

地
論
宗
で
は
、
第
八
阿
梨
耶
識
、
摂
論
宗
で
は
、
第
九
阿
摩
羅
識

は
そ
れ
自
体
が
清
ら
か
な
自
性
清
浄
心
、
す
な
わ
ち
真
如
で
あ
る
と

し
、
そ
の
識
が
無
明
の
薫
習
を
受
け
て
染
浄
の
諸
現
象
を
現
わ
す
と

く
ん
じ
ゅ
う

す
る
。

華
厳
宗
で
は
、
本
来
即
現
象
を
性
起
説
に
よ
っ
て
説
き
、
真
如
そ

の
ま
ま
が
万
法
、
万
法
そ
の
ま
ま
が
真
如
で
あ
る
と
す
る
。

『

仏
地
経
論』

巻
第
七
に
は
、
真
如
と
は
、
す
べ
て
の
現
象（

諸

法）

の
実
性
で
あ
る
と
し
、
そ
の
体
は
一
味
で
あ
る
が
、
相
に
よ
っ

て
種
々
の
相
が
あ
り
、
一
切
法
と
不
一
不
異
で
そ
の
体
を
示
そ
う
と

す
れ
ば
、
思
考
も
言
語
も
及
ば
な
い
が
、
す
べ
て
の
偽
り
や
誤
っ
た

見
解
を
離
れ
て
い
る
点
か
ら
仮
に
真
如
と
す
る
と
す
る
。

『

解
深
密
経』

巻
第
三
で
は
、
流
転
真
如
、
実
相
真
如
、
了
別
真

如
、
安
立
真
如
、
邪
行
真
如
、
清
浄
真
如
、
正
行
真
如
を
説
き
、
真

如
と
心
の
関
係
の
考
察
を
さ
ら
に
推
し
進
め
た
も
の
が
如
来
蔵
の
思

想
で
あ
る
。

『

宝
性
論』

で
は『

摂
大
乗
論』

と
同
様
、
如
来
蔵・

仏
性
を
有
垢

真
如
、
法
身・

菩
提
を
無
垢
真
如
と
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
本
性
清
浄
と

離
垢
清
浄
と
規
定
し
た
。

『

大
乗
起
信
論』

で
は
、
真
如
を
衆
生
心
の
本
体
で
あ
る
と
説
き
、

永
遠
不
変
の
相
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
と
し
た
。
こ
の
心
真
如
は
仏

陀
の
心
で
あ
る
が
、『

起
信
論』

は
こ
れ
が
す
で
に
凡
夫
衆
生
に
も

具
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
心
真
如
が
無
明
の
縁
に
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従
っ
て
、
染
浄
の
現
象
と
し
て
現
わ
れ
る
の
が
心
生
滅
で
あ
り
、
凡

夫
の
心
だ
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
心
真
如
の
不
変
と
随
縁
と
い
う
二

面
か
ら
お
さ
え
て
究
明
し
た
の
が
如
来
蔵
縁
起
の
思
想
で
あ
る
。

日
本
仏
教
に
な
る
と
、
心
と
真
如
と
の
関
わ
り
は
、
さ
ら
に
拡
張

さ
れ
、
行
住
坐
臥
、
万
事
に
我
が
身
す
な
わ
ち
真
如
な
り
と
観
じ
、

こ
れ
を
も
っ
て
心
想
を
絶
し
煩
悩
を
伏
滅
す
る
と
い
う
観
法
が
成
立

す
る
こ
と
に
な
る
。
源
信
の
真
如
観
が
そ
れ
で
あ
る
。

智
顗
は
、
性
具
説
を
説
い
て
、
真
如
そ
の
も
の
に
も
本
来
的
に
染

し
ょ
う
ぐ

浄
善
悪
を
具
え
て
い
る
と
す
る
。『

法
華
経』

方
便
品
の「

唯
だ
仏

と
仏
と
の
み
、
乃
し
能
く
諸
法
の
実
相
を
窮
尽
す
。
所
謂
諸
法
の
如

い
ま

ぐ
う
じ
ん

是
相・

如
是
性・

如
是
体・

如
是
力・
如
是
作・

如
是
因・

如
是
縁・

如
是
果・

如
是
報・

如
是
本
末
究
竟
等
な
り」

と
説
く
、
十
如
是・

十
如
の
文
に
基
づ
い
て
、
す
べ
て
の
存
在（
諸
法）

の
あ
り
の
ま
ま

の
す
が
た（

実
相）

に
は
、
十
種
の
如
是
と
さ
れ
る
真
実
相
が
あ
る

と
す
る
。

そ
し
て
、
地
獄・

餓
鬼・

畜
生・

修
羅・

人
間・
天
上・

声
聞・

縁
覚・

菩
薩・

仏
の
十
界
が
、
相
互
に
十
界
を
具
え
て
い
る
か
ら
百

界
と
な
り
、
そ
の
百
界
が
如
是
相・

如
是
性・

如
是
体・

如
是
力・

如
是
作・

如
是
因・

如
是
縁・

如
是
果・

如
是
報・

如
是
本
末
究
竟

等
の
十
如
を
具
え
て
、
合
わ
せ
て
千
如
と
な
る
と
い
う
。

こ
の
十
如
是
は
、
前
出
の「

魔
界
即
仏
界」

を
根
拠
と
す
る
十
界・

十
法
界
と
合
わ
せ
て
、
天
台
教
義
の「

一
念
三
千」

の
根
拠
と
な
る

も
の
で
あ
る
。
十
如
是
の
う
ち
、
相
と
は
相
状
の
意
で
外
的
な
形
相
、

性
と
は
不
改
の
意
で
内
的
な
本
性
、
体
と
は
相
や
性
を
属
性
と
し
て

も
つ
主
体
、
力
と
は
体
が
具
え
て
い
る
潜
在
的
能
力
、
作
と
は
そ
れ

が
顕
現
し
て
動
作
と
な
っ
た
も
の
、
因
と
は
直
接
的
原
因
、
縁
と
は

間
接
的
条
件
、
果
と
は
因
と
縁
と
か
ら
生
じ
た
結
果
、
報
と
は
む
く

い
で
、
以
上
の
因
縁
果
に
む
く
わ
れ
た
後
世
の
報
果
、
本
末
究
竟
等

と
は
本
は
相
、
末
は
報
で
、
以
上
の
如
是
相
か
ら
如
是
報
ま
で
の
帰

趨
す
る
と
こ
ろ
は
結
局
同
一
で
実
相
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
本
末
究

竟
等
と
す
る
。

以
上
、「

如・

真
如」

を
概
観
し
た
が
、
宗
派
や
依
拠
す
る
経
典
に

よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。

智
顗
は
、
如
は
如
是
の
如
を
い
う
。
如
是
相・

如
是
性・

如
是
体・

如
是
力・

如
是
作・

如
是
因・

如
是
縁・

如
是
果・

如
是
報・

如
是

本
末
究
竟
等
の
十
種
の
如
の
そ
れ
ぞ
れ
が
真
実
の
す
が
た
で
あ
り
、

同
一
の
実
相
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

如・

真
如
は
、
一
切
の
事
象
の
真
実
で
永
遠
不
変
な
る
本
性
、
万

有
の
真
実
相
を
い
い
、
あ
る
い
は
平
等
に
し
て
無
差
別
な
る
普
遍
的

真
理
を
い
う
の
が
、
大
乗
の
立
場
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
上
の
諸
説

に
見
る
よ
う
に
、
如・

真
如
に
固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
が
あ
る

と
す
る
、
本
体
論
に
立
脚
す
る
如・

真
如
が
多
い
。
も
し
如・

真
如

に
、
固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
釈
尊
の

教
説
が
立
脚
す
る「

縁
起
の
理
法」

に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま

り
、
如・

真
如
に
本
体
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
一
切
は
無
常
で
あ

る
と
す
る
理
に
反
す
る
。
無
常
に
反
す
る
か
ら
無
我
に
反
す
る
。
無
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我
に
反
す
る
か
ら
空
に
反
す
る
。
空
に
反
す
る
か
ら
衆
縁
和
合
で
あ

る
と
す
る「

縁
起
の
理
法」

に
反
す
る
。
縁
起
の
理
法
に
反
す
る
教

説
は
、
釈
尊
の
教
説
で
は
な
く
、
非
仏
教
の
教
説
で
あ
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

縁
起
の
理
法
は
、
因
と
縁
と
が
相
乗
し
複
合
し
、
和
合
し
て
、
本

来
非
連
続
の
因（
縁）

と
果（

報）

と
が
生
起
す
る
こ
と
で
あ
り
、

果（

報）

が
因（
縁）

と
な
っ
て
、
新
し
い
果（

報）

を
造
り
続
け

る
こ
と
で
あ
る
。
非
連
続
が
、
生・

住・

異・

滅
の
刹
那
滅
と
し
て

連
続
を
す
る
の
が
縁
起
の
理
法
で
あ
る
。

釈
尊
が
説
く
縁
起
の
理
法
が
如・

真
如
と
さ
れ
る
の
は
、
固
定
的

不
変
な
独
自
の
実
体
と
し
て
の
如・
真
如
で
は
な
く
、
非
連
続
の
連

続
、
あ
る
い
は
連
続
の
非
連
続
と
し
て
、
非
連
続
と
連
続
が
共
に
あ

る
こ
と
に
理
法
の
生
命
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
衆
縁
の
和
合・

縁

生
と
い
う
は
た
ら
き
、
衆
縁
の
刹
那
滅・

縁
滅
と
い
う
は
た
ら
き
は

現
象
す
る
が
、
固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
、
永
遠
不
変
の
本
体
は

な
い
と
す
る
の
が
如・

真
如
の
意
味
の
根
本
で
あ
る
。

如・

真
如
を
こ
れ
に
反
し
て
、
は
た
ら
き
と
し
て
あ
る
の
で
は
な

く
、
真
実
に
し
て
永
遠
不
変
の
本
体
で
あ
る
と
取
る
な
ら
ば
、
所
謂

本
覚
思
想
に
堕
す
る
こ
と
に
な
る
。

本
覚
と
し
て
の
如・

真
如
、
本
体
と
し
て
の
如・

真
如
の
誤
解
を

避
け
る
た
め
、
非
連
続
と
連
続
が
共
存
す
る
衆
縁
和
合
の
如・

真
如

を
、「

真
実」

の
語
を
も
っ
て
表
記
す
る
。

従
っ
て
、
関
口
真
大
訳
注『

天
台
小
止
観』（『

岩
波
文
庫
本』

一

五
八
頁）

の「

如
─
如
如
、
真
如
な
ど
と
い
う
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
ご

と
の
根
源
的
な
実
体
で
、
真
実
に
し
て
変
転
し
な
い
本
性」

と
い
う

注（

12）

は
採
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（

42）

み
な
こ
れ
幻
化
な
り
＝「

幻
化」

は
、
一
般
的
に
、
幻
の
よ
う

に
現
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。

「

幻」

は
、
ま
ぼ
ろ
し
を
い
う
。
一
切
の
事
象
に
は
実
体
性
が
な

く
、
た
だ
幻
の
よ
う
に
仮
に
す
が
た
を
現
出
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

こ
と
を
い
う
。

「

化」

は
、
改
変
し
て
他
の
も
の
と
な
る
こ
と
を
い
う
。
特
に
仏・

菩
薩
が
衆
生
教
化
の
た
め
に
神
通
力
に
よ
っ
て
、
種
々
の
す
が
た
を

現
わ
す
こ
と
を
い
う
。
だ
か
ら
、
幻
化
は
、
幻
の
よ
う
に
改
変
し
て

現
わ
れ
る
こ
と
を
い
う
か
ら
、
人
の
幻
覚
に
よ
っ
て
造
り
出
さ
れ
た

実
体
の
な
い
も
の
の
意
と
取
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
魔
羅
鬼
が
す
が
た
を
変
え
て
現
出
す
る
の
は
、

す
べ
て
幻
覚
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
意
を
い
う
。

（

43）

愚
人
は
了
せ
ず
＝「

愚
人」

は
、一
般
的
に
は
愚
か
な
人
を
い
う
。

「

愚」

は
、
愚
癡
と
同
義
。
真
実
に
対
す
る
無
知
、
す
な
わ
ち
心
が

暗
く
て
一
切
の
道
理
に
通
じ
る
智
慧
に
欠
け
た
あ
り
さ
ま
や
、
そ
れ

が
誤
っ
た
行
な
い
の
原
因
と
な
る
こ
と
を
い
う
。
す
な
わ
ち
大
乗
が

説
く
人
法
二
空・

人
法
二
無
我
の
理
に
無
知
な
こ
と
、
一
切
は
縁
起

に
よ
っ
て
起
こ
る
か
ら
一
切
に
実
体
が
な
い
と
す
る
理
に
無
知
な
こ

と
、
色
心
等
の
不
可
得
空
に
無
知
な
こ
と
を
い
う
。
だ
か
ら
愚
人
は
、

こ
こ
で
は
、
自
我
を
捨
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
我
に
塗
れ
て
生
き
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て
い
る
愚
か
な
人
を
い
う
と
取
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
自
我
を
捨
て
き
れ
な
い
愚
か
な
人
は
の
意
を
い

う
。

（

44）
患
を
致
す
＝「

患」

は
、
患
悩
の
患
を
い
う
。
患
は
身
体
的
な

病
を
い
い
、
悩
は
心
の
苦
を
い
う
。
病
は
こ
の
両
者
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
遂
に
は
身
体
的
な
病
ま
で
引
き
起
こ
す
こ
と
に

な
る
の
意
を
い
う
。

（

45）

み
な
こ
れ
行
人
が
無
智
に
し
て
患
を
致
す
な
り
＝「

み
な」

は
、

こ
れ
ま
で
説
き
明
か
し
た
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
の
意
と
取
る
。

「

無
智」

は
、
智
慧
が
欠
け
る
こ
と
を
い
う
。
智
慧
が
欠
け
る
人
を

愚
人・

愚
者
と
い
う
。
無
智
は
、
一
切
は
、
縁
起
に
よ
っ
て
起
こ
る

か
ら
実
体
が
な
い
と
い
う
道
理
に
無
知
な
こ
と
を
い
う
。こ
こ
で
は
、

魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
は
実
体
が
な
い
幻
覚
に
過
ぎ
な
い
と
見
極
め
る
、

正
し
い
智
慧
が
修
行
者
に
な
い
の
意
と
取
る
。

従
っ
て
一
句
は
、こ
れ
ま
で
説
き
明
か
し
た
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
が
、

修
行
者
に
、
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
は
実
体
が
な
い
幻
覚
に
過
ぎ
な
い
と

見
極
め
る
、
正
し
い
智
慧
が
な
い
か
ら
、
身
体
的
な
病
ま
で
引
き
起

こ
す
の
意
を
い
う
。

（

46）

も
し
諸
の
魔
境
が
悩
乱
し
て
＝「

魔
境」

は
、
字
義
で
は
、
魔

羅
鬼
の
境
地
を
い
う
。
魔
界
と
同
義
。
こ
こ
で
は
境
は
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
六
識
の
対
象
で
あ
る
、
色・

声・

香・

味・

触・

法
の
六
境
を
い
う
。
人
の
心
は
本
来
こ
れ
を
取
り
、
あ
れ
を
捨
て
る

と
い
う
固
定
的
な
は
た
ら
き
は
な
い
。
固
定
的
な
は
た
ら
き
の
な
い

心
に
、
日
常
の
生
活
の
中
で
こ
れ
を
取
り
あ
れ
を
捨
て
、
や
が
て
択

一
の
固
定
的
な
心
を
造
り
上
げ
て
し
ま
う
。
固
定
的
な
価
値
観
に
束

縛
さ
れ
た
心
を
色
眼
鏡
に
し
て
、
対
象
を
分
別
す
る
の
が
自
我
意
識

で
あ
る
。
択
一
し
て
や
む
と
こ
ろ
が
な
い
自
我
に
塗
れ
た
境
地
、
す

な
わ
ち
自
我
に
よ
っ
て
造
り
出
さ
れ
る
対
象
世
界
を
、
象
徴
的
比
喩

的
に
魔
羅
鬼
の
世
界
と
し
た
の
が
魔
境・

魔
界
の
意
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
対
象
に
常
に
惑
い
迷
い
、
迷
う
た
め
に
人
生
を
生
き
て

い
る
有
り
様
が
、
魔
境・

魔
界・

魔
事
境
で
あ
る
。

「

悩
乱」

は
、
心
が
悩
み
心
配
し
、
混
乱
す
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
い
ろ
い
ろ
な
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
に
よ
る
心
の
混

乱
の
意
を
い
う
。

（

47）

端
心
正
念
に
し
て
堅
固
な
る
べ
し
＝「

端
心
正
念」

は
、
心
を

正
し
く
保
つ
こ
と
、
心
の
お
も
い
を
正
し
く
す
る
こ
と
を
い
う
。

「

堅
固」

は
、
一
般
に
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
、
か
た
い
こ
と
を

い
う
。
こ
こ
で
は
、
意
志
が
堅
い
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
心
の
お
も
い
を
正
し
く
保
っ
て
、
意
志
を
揺
る

ぎ
な
い
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
意
を
い
う
。

（

48）

憂
懼
を
懐
く
こ
と
な
か
れ
＝「

憂
懼」

は
、
憂
い
た
り
心
配
し

た
り
す
る
の
意
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
憂
い
た
り
心
配
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
意
を
い
う
。

（
49）

ま
さ
に
大
乗
方
等
の
諸
の
治
魔
の
呪
を
誦
し
＝「

大
乗
方
等」

は
、
一
般
的
に
は
、
大
乗
方
等
経
典
を
い
う
。『

維
摩
経』『

勝
鬘
経』
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な
ど
の
大
乗
経
典
の
総
称
で
あ
る
。
方
等
と
は
、
普
遍
平
等
な
る
実

相
の
理
を
い
い
、
こ
れ
を
説
い
た
大
乗
の
経
典
を
大
乗
方
等
経
典
と

す
る
。
こ
こ
で
は
、
大
乗
は
方
等
と
同
義（『

法
華
玄
義』

巻
第
十

下（『
大
正
蔵』

三
三・

八
一
〇
ａ）

。
方
等
は
、
い
わ
ゆ
る「

五
時

八
教」
の
第
三
方
等
時
の
方
等
と
取
る
。
第
四
般
若
時
と
第
五
法
華

涅
槃
時
に
配
当
さ
れ
る
経
典
を
除
い
て
、
小
乗
か
ら
大
乗
へ
の
道
筋

を
付
け
る
大
乗
の
諸
経
典
を
い
う
。

「

治
魔
の
呪」

は
、
魔
羅
鬼
を
対
治
す
る
呪
文
を
い
う
。

「

大
乗
方
等
の
諸
の
治
魔
の
呪」

は
、
第
四
般
若
時
と
、
第
五
法
華

涅
槃
時
に
配
当
さ
れ
た
経
典
を
除
く
、
大
乗
の
諸
経
典
で
説
か
れ
る

魔
羅
鬼
を
対
治
す
る
呪
文
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
、『

方
等
陀
羅
尼

経』

が
説
く
十
八
種
の
摩
訶
袒
持
陀
羅
尼
等
を
い
う
と
取
る
。

従
っ
て
一
句
は
、

『

方
等
陀
羅
尼
経』
が
説
く
、
十
八
種
の
摩
訶
袒

持
陀
羅
尼
を
始
め
と
し
て
、
大
乗
経
典
に
説
き
示
さ
れ
て
い
る
魔
羅

鬼
を
対
治
す
る
呪
文
を
唱
え
た
り
の
意
を
い
う
。

「

五
時
八
教」

は
、
隋
の
智
顗
が
説
い
た
天
台
の
教
判
で
あ
る
。
仏

教
の
諸
経
典
の
内
容
を
分
類
し
解
釈
し
て
、

１
仏
陀
の
説
法
の
順
序
か
ら
華
厳・

鹿
苑・

方
等・

般
若・
法
華

涅
槃
の
五
時
に
分
け
た
。

２
衆
生
を
教
え
導
く
形
式
方
法
か
ら
頓・

漸・

秘
密・

不
定
の
四

種
類
の
化
儀
の
四
教
に
分
け
た
。

３
衆
生
の
性
質
や
能
力
に
応
じ
て
教
え
導
い
た
教
理
内
容
か
ら
、

蔵・

通・

別・

円
の
四
種
類
の
化
法
の
四
教
に
分
け
た
。
こ
れ

ら
を
総
称
し
て
、
五
時
八
教
と
い
う
。

第
三
方
等
時
は
、第
二
鹿
苑
時
の
後
八
年
間
に
、

『

維
摩
経』『

思
益
経』

し
や
く
き
ょ
う

『

楞
伽
経』『

勝
鬘
経』

な
ど
の
方
等
経
を
説
い
た
時
期
を
い
う
。
説

い
た
教
法
は
、
蔵・

通・

別・

円
の
四
教
を
並
説
し
、
第
二
鹿
苑
時

で
得
た
小
乗
の
浅
い
悟
り
を
仏
の
深
い
悟
り
と
同
一
視
し
て
い
る
偏

見
を
打
破
し
た
。

そ
の
中
で
は
折

小
歎
大（

小
乗
は
詰
ま
ら
な
い
と
非
難
し
、
大

し
ゃ
く
し
ょ
う
た
ん
だ
い

乗
は
よ
い
と
褒
め
称
え
る）

・

弾
偏
褒
円（

偏
教
を
け
な
し
、
円
教

だ
ん
べ
ん
ほ
う
え
ん

を
褒
め
る）

の
意
味
が
説
か
れ
、
恥
小
慕
大（

詰
ま
ら
な
い
小
乗

ち

し
ょ
う

ぼ

だ
い

を
恥
じ
て
、
尊
い
大
乗
を
慕
う）

の
思
い
を
起
こ
さ
せ
る
。
仏
の
教

化
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
弾
訶（

小
乗
は
詰
ま
ら
な
い
と
叱
り
付
け
る）

の
時
と
し
、
日
の
光
で
い
え
ば
今
の
八
時
頃（

食
時）

に
例
え
ら
れ
、

じ
き

じ

（

化
儀
四
教）

頓

教初

漸
教

中末

秘

密

教

不

定

教

非
頓
非
漸

非

秘

密

非

不

定

（

五
時）（

五
味）

華
厳
時（

乳

味）

鹿
苑
時（

酪

味）

方
等
時（

生
蘇
味）

般
若
時（

熟
蘇
味）

法
華

…
…
…
…

）

時（

醍
醐
味）

涅
槃

…
…
…
…

兼但対帯純

約
数

約
部

追
説

追
泯

（

化
法
四
教）

蔵

教

通

教

別

教

円

教

開
顕
円
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牛
乳
で
い
え
ば
、
酪
の
次
の
段
階
で
あ
る
生
蘇
味
に
喩
え
ら
れ
る
。

し
ょ
う
そ

方
等
と
い
う
の
は
、
大
乗
経
の
通
名
で
あ
る
か
ら
、
大
乗
の
初
め
で

あ
り
、
小
乗
か
ら
大
乗
へ
の
道
筋
を
付
け
る
意
を
込
め
て
、
方
等
時

と
名
づ
け
た
。

智
顗
は
、
罪
業
の
懺
悔
法
を
、『

方
等
三
昧
行
法』『

方
等
懺
法』

『

方
等
三
昧』
で
講
説
し
て
い
る
。
こ
の
三
本
の
根
拠
と
な
っ
た
経

典
は
、
北
涼
の
法
衆
が
翻
訳
し
た『

方
等
陀
羅
尼
経』

四
巻
で
あ
る
。

『

方
等
陀
羅
尼
経』
は
、
人
が
造
っ
た
業・

カ
ル
マ
を
懺
悔
す
る
た

め
の
、
懺
悔
法
を
説
き
明
か
し
た
経
典
で
あ
る
。

そ
の
初
分
第
一（

初
分
余
第
二）

の
冒
頭
に
、

「

摩
訶
袒
持
陀
羅
尼

等
の
十
八
種
の
陀
羅
尼
法
門
を
説
い
た」

と
あ
る
。
懺
悔
法
に
つ
い

て
、「

す
な
わ
ち
七
日
間
を
一
期
と
し
、
日
に
三
度
体
を
洗
い
、
浄

潔
衣
を
着
て
、
仏
の
形
像
に
座
し
て
、
五
色
の
旛
蓋
を
懸
け
る
。
そ

こ
で
陀
羅
尼
の
章
句
を
百
二
十
遍
誦
し
な
が
ら
、百
二
十
匝
を
遶
る
。

そ
う

め
ぐ

章
句
を
誦
し
遶
り
終
わ
っ
た
ら
坐
し
て
思
惟
す
る
。
思
惟
し
終
わ
っ

た
ら
章
句
を
誦
し
遶
る
。
こ
れ
を
七
日
間
繰
り
返
す」
と
、
半
行
半

坐
三
昧（

方
等
三
昧・

法
華
三
昧）

を
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

「

要
ら
ず
月
の
八
日
と
十
五
日
は
、
師
に
対
し
て
お
の
れ
の
犯
し
た

か
な

罪
を
告
白
せ
よ」

と
懺
悔
を
規
定
し
、
ま
た
も
し
一
々
の
諸
戒
を
犯

す
こ
と
が
あ
れ
ば
、
一
心
に
懺
悔
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

更
に
護
戒
分
第
四
に
は
、

「

四
重
梵
戒
を
毀
し
た
比
丘
は
、
至
心
に

き

こ
の
摩
訶
袒
持
陀
羅
尼
を
憶
念
し
て
、
一
千
四
百
遍
を
誦
し
て
、
一

比
丘
に
請
う
て
証
人
と
な
っ
て
も
ら
い
、
自
ら
そ
の
罪
を
形
像
に
向

か
っ
て
陳
べ
る
。
こ
れ
を
八
十
七
日
間
繰
り
返
し
て
懺
悔
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
八
重
梵
戒
を
毀
し
た
比
丘
尼
は
、
ま
ず
内
外
の
律
に

通
達
し
た
比
丘
を
請
う
て
、
そ
の
罪
咎
を
彼
の
比
丘
に
向
か
っ
て
陳

べ
る
。
こ
れ
を
九
十
七
日
間
繰
り
返
し
、
日
に
四
十
九
遍
の
陀
羅
尼

を
誦
す
。
八
重
梵
戒
を
毀
し
た
菩
薩
は
、
六
十
七
日
間
に
わ
た
っ
て

陀
羅
尼
を
六
百
遍
誦
し
て
一
懺
悔
と
す
る
懺
悔
法
を
修
す
。
ま
た
仏

は
一
切
衆
生
を
慈
愍
す
る
か
ら
、
こ
の
陀
羅
尼
を
説
く
と
し
、
も
し

下
劣
の
沙
弥・

沙
弥
尼・

優
婆
塞・

優
婆
夷
が
あ
れ
ば
、
四
十
七
日

間
に
わ
た
り
四
百
遍
の
陀
羅
尼
を
誦
し
て
一
懺
悔
を
修
す
る」

と
規

定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、『

方
等
陀
羅
尼
経』

は
、
摩
訶
袒
持
陀
羅
尼
の
因

縁・

功
徳・

修
懺
の
方
法
を
詳
細
に
説
き
明
か
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
摩
訶
袒
持
陀
羅
尼
の
功
徳
は
広
大
深
遠
で
、
こ
の
章
句
を
唱
え

れ
ば
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
魔
障
悪
業
か
ら
解
放
さ
れ
、

善
根
を
増
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。
摩
訶
袒
持
陀
羅
尼

の
功
徳
の
面
か
ら
だ
け『

方
等
陀
羅
尼
経』

を
み
れ
ば
、
現
世
利
益

的
信
仰
を
説
く
よ
う
で
あ
る
が
、
経
は
、
あ
く
ま
で
自
己
を
内
観
し

て
い
く
過
程
で
、
魔
障
罪
業
は
お
の
れ
の
心
の
中
に
あ
る
こ
と
を
、

大
乗
の
空
の
原
理
を
根
底
に
し
て
、
一
人
ひ
と
り
に
教
示
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
は
こ
の
現
実
に
お
い
て
、
六
道
の

苦
界
の
真
っ
只
中
に
生
き
て
い
る
。
人
は
生
き
る
こ
と
そ
の
こ
と
が

破
戒
行
為
に
繋
が
る
生
き
方
を
し
て
い
る
。
そ
の
人
に
残
さ
れ
た
唯

一
つ
の
道
が
懺
悔
法
で
あ
る
。
人
は
懺
悔
に
よ
っ
て
生
き
る
以
外
に



『

天
台
小
止
観』

の
研
究（

七）（

大
野）

─ ─121

生
き
る
生
き
方
は
な
い
。
現
実
の
罪
業
に
塗
れ
た
自
己
を
、
誤
魔
化

す
こ
と
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
直
視
し
て
内
観
し
て
い
く
こ
と
を
問
う

と
こ
ろ
に
、『

方
等
陀
羅
尼
経』

の
真
意
が
あ
る
。

な
お
、

『

方
等
陀
羅
尼
経』

に
基
づ
い
て
、
智
顗
が
兄
の
陳
鍼
な
ど

の
た
め
に
初
歩
的
な
懺
悔
法
を
説
い
た
の
が「

方
等
懺
法」

で
あ
る
。

こ
れ
が
、
中
国
の
僧
俗
の
間
に
盛
ん
に
実
修
さ
れ
た
。
そ
の
後
に
、

『

方
等
陀
羅
尼
経』
を
も
と
に
、
罪
業
の
懺
悔
法
を
体
系
化
し
た
の

が『

方
等
三
昧
行
法』
で
あ
る
。

（

50）

三
宝
を
存
念
す
べ
し
＝「
三
宝」

は
、
仏
の
悟
り
を
開
い
た
人

と
、
そ
の
教
え
と
、
そ
れ
を
奉
じ
る
教
団
の
三
つ
を
い
う
。

「

存
念」

は
、
片
時
も
忘
れ
ず
、
い
つ
も
思
い
続
け
て
い
る
こ
と
を

い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
仏・

法・

僧
の
三
宝
を
片
時
も
忘
れ
ず
思
い
続

け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
意
を
い
う
。

（

51）

み
ず
か
ら
防
ぎ
＝
坐
禅
に
入
る
時
、
修
行
者
は
、
呼
吸
を
一
か

ら
十
ま
で
数
え
て
、
鼻
と
口
の
前
に
置
い
た
心
に
意
識
を
集
中
し
、

や
が
て
呼
吸
に
心
を
従
わ
せ
る
。
心
を
こ
の
よ
う
に
調
整
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
心
は
自
然
に
臍
下
三
寸
の
丹
田
に
落
ち
着
く
。
心
が

丹
田
に
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
、
心
の
は
た
ら
き
を
一
つ
の
対
象
に

専
注
し
て
停
止
す
る「

止」

を
行
じ
、
お
の
れ
の
心
を
観
察
し
物
事

の
実
相
を
観
察
す
る
智
慧
を
引
き
出
す「

観」

を
行
じ
て
い
く
。

坐
禅
に
入
る
時
で
も
、
数
息
と
随
息
に
十
分
は
要
す
る
。
坐
禅
を

出
る
時
は
、
入
る
時
以
上
に
用
心
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
怠
る
と
、

精
神
に
異
常
を
来
す
こ
と
が
あ
る
。
禅
定
を
出
る
時
は
、
緊
張
し
て

い
た
修
行
者
の
気
持
ち
が
一
気
に
弛
む
。
気
持
ち
が
弛
む
時
、
心
に

隙
間
が
で
き
る
。
心
に
隙
間
が
で
き
る
と
、
そ
の
隙
間
に
あ
れ
や
こ

れ
や
思
い
巡
ら
し
分
別
す
る
雑
念
が
起
こ
る
。
折
角
、
坐
禅
に
よ
る

禅
定
に
よ
っ
て
、
止
と
観
を
修
行
実
践
し
、
本
来
の
心
を
感
得
し
、

一
切
の
汚
れ
を
離
脱
し
た
清
浄
な
境
地
に
あ
る
の
に
、
自
我
に
よ
っ

て
起
き
る
雑
念
が
心
の
隙
間
か
ら
心
に
忍
び
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
を
象
徴
的
比
喩
的
に
い
っ
た
の
が
、
魔
羅
鬼
に
魅
入
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
句
は
、
魔
羅
鬼
に
魅
入
ら
れ
、
心
の
隙
間
に
雑
念
が
入
る
の
を

防
ぐ
こ
と
を
い
う
。

（

52）

懺
悔
慚
愧
し
＝「

懺
悔」

は
、
自
分
が
造
っ
た
罪
業
を
師
に
告

白
す
る
こ
と
を
い
う
。

「

慚
愧」

は
、
罪
を
恥
じ
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
自
分
が
造
っ
た
罪
業
を
師
に
告
白
し
、
罪
を
恥

じ
る
の
意
を
い
う
。

「

懺
悔」

の
懺
は
、
ゆ
る
し
を
請
う
こ
と
、
悔
は
く
や
む
こ
と
を
い

う
。
従
っ
て
懺
悔
は
、
人
に
罪
の
ゆ
る
し
を
請
う
こ
と
、
犯
し
た
罪

を
仏
の
前
に
告
白
す
る
こ
と
、
悔
い
改
め
る
こ
と
を
い
う
。
原
始
仏

教
で
は
、
比
丘
は
自
分
の
犯
し
た
罪
を
釈
尊
ま
た
は
長
老
比
丘
に
告

白
し
て
、
裁
き
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
比
丘
は
半
月
ご
と

に
集
ま
っ
て
ウ
ポ
ー
サ
タ・

布
薩
と
い
う
儀
式
を
行
な
う
。
戒
律
の

箇
条
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、
罪
が
あ
る
と
き
は
自
分
で
申
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出
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
他
の
比
丘
の
罪
を
あ
げ
、
譴
責
す
る

け
ん
せ
き

比
丘
は
、
１
時
に
応
じ
て
語
る
、
２
真
実
を
も
っ
て
す
る
、
３
柔
軟

に
語
る
、
４
利
益
の
た
め
に
語
る
、
５
慈
心
を
も
っ
て
語
る
と
い
う

注
意
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

大
乗
で
は
、
自
己
の
罪
を
認
め
た
者
は
、
諸
仏
の
前
に
懺
悔
し
、

帰
投
し
、
摂
受
さ
れ
て
、
罪
の
恐
れ
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
い
う
形
の

も
の
と
な
っ
た
。

「

慚
愧」

は
、
罪
を
恥
じ
る
こ
と
を
い
う
。
慚
と
愧
に
い
ろ
い
ろ
な

解
釈
が
あ
る
。

１
慚
は
、
自
ら
罪
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
。
愧
は
、
他
に
教
え
て
罪

を
つ
く
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

２
慚
は
、
心
に
自
ら
の
罪
を
恥
じ
る
こ
と
。
愧
は
、
自
ら
の
罪
を

人
に
告
白
し
て
恥
じ
、
罪
の
ゆ
る
し
を
請
う
こ
と
。

３
慚
は
、
人
に
対
し
て
恥
じ
る
こ
と
。
愧
は
、
天
に
対
し
て
恥
じ

る
こ
と
。

４
慚
は
、
他
人
の
徳
を
敬
う
こ
と
。
愧
は
、
自
ら
の
罪
に
対
す
る

恐
れ
。

５
慚
は
、
自
ら
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
過
失
を
恥
じ

る
こ
と
。
愧
は
、
他
人
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
過

失
を
恥
じ
る
こ
と
。

（

53）

波
羅
提
木
叉
戒
を
誦
す
べ
し
＝「

波
羅
提
木
叉
戒」

は
、
教
団

に
お
い
て
守
る
べ
き
戒
律
を
い
う
。
波
羅
提
木
叉
戒
は
、
大
乗
に
お

い
て
は『

梵
網
経』

に
説
く
梵
網
戒
、
す
な
わ
ち
、
十
重
梵
戒
と
四

十
八
軽
戒
を
い
う
。
ま
た
、『

梵
網
経』

に
説
く
十
重
禁
戒
と
四
十

八
軽
戒
と
、

『

善
戒
経』

に
説
く
三
聚
浄
戒
な
ど
を
大
乗
戒
と
も
、
菩

薩
戒
と
も
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
教
団
に
お
い
て
守
る
べ
き
十
重
禁
戒
や
四
十
八

軽
戒
や
三
聚
浄
戒
な
ど
の
条
文
を
唱
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
意
を

い
う
。

『

梵
網
経』

に
説
く
十
重
禁
戒
と
四
十
八
軽
戒
と
、『

善
戒
経』

に

説
く
三
聚
浄
戒
な
ど
を
大
乗
戒
と
も
、
菩
薩
戒
と
も
い
い
、
ま
た
天

台
で
は
円
頓
戒
、
真
言
で
は
三
昧
耶
戒
、
禅
で
は
無
相
心
地
戒
と
い

う
。十

重
禁
戒
は
、
不
殺
戒・

不
盗
戒・

不
婬
戒・

不
妄
語
戒・

不

酒
戒・

不
説
過
罪
戒・

不
自
讃
毀
他
戒・

不
慳
戒・

不
瞋
戒・

不
謗

三
宝
戒
を
い
う
。

四
十
八
軽
戒
は
、
不
敬
師
長
戒・

飲
酒
戒・

食
肉
戒・

食
五
辛
戒・

不
挙
教
懺
戒・

住
不
請
法
戒・

不
能
遊
学
戒・

背
正
向
邪
戒・

不
瞻

病
苦
戒・

畜
殺
生
具
戒・

通
国
使
命
戒・

悩
他
販
売
戒・

無
根
謗
毀

戒・

放
火
損
生
戒・

法
化
違
宗
戒・

貪
財
惜
宝
戒・

依
勢
悪
求
戒・

虚
偽
作
師
戒・

闘
諍
両
頭
戒・

不
救
存
亡
戒・

不
忍
違
犯
戒・

慢
人

軽
法
戒・

軽
蔑
新
学
戒・

怖
勝
順
劣
戒・

為
主
失
儀
戒・

領
賓
違
式

戒・

受
他
別
請
戒・

自
別
請
僧
戒・

邪
命
養
身
戒・

詐
親
害
生
戒・

不
救
尊
厄
戒・

横
取
他
財
戒・

虚
作
無
義
戒・

退
菩
提
心
戒・

不
発

願
戒・

不
生
自
要
戒・

故
入
難
処
戒・

坐
無
次
第
戒・

不
行
利
楽
戒・

摂
化
漏
失
戒・

悪
求
弟
子
戒・

非
処
説
戒
戒・

故
違
聖
禁
戒・

不
重
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軽
律
戒・

不
化
有
情
戒・

説
法
乖
儀
戒・

非
法
立
制
戒・

自
破
内
法

戒
を
い
う
。

三
聚
浄
戒
は
、

１
摂
律
儀
戒
は
、
一
切
の
諸
悪
を
み
な
断
じ
捨
て
去
り
、
仏
の
制

し
た
戒
め
を
守
っ
て
悪
を
防
止
す
る
防
非
止
悪
の
戒
で
あ
る
。

十
重
禁
戒
と
四
十
八
軽
戒
を
は
じ
め
、
一
切
の
過
悪
を
離
れ
る

戒
を
字
受
持
す
る
こ
と
。

２
摂
善
法
戒
は
、
積
極
的
に
一
切
の
諸
善
を
実
行
す
る
こ
と
。

３
摂
衆
生
戒
は
、
一
切
の
衆
生
を
み
な
悉
と
く
摂
取
し
て
、
救
済

利
益
す
る
こ
と
を
い
う
。

な
お
、
摂
律
儀
戒
は
小
乗
も
説
く
が
、
摂
善
法
戒
と
摂
衆
生
戒
は
、

大
乗
特
有
の
戒
で
あ
る
。摂
律
儀
戒
と
摂
善
法
戒
は
自
利
行
で
あ
り
、

摂
衆
生
戒
は
利
他
行
を
い
う
。

（

54）

善
知
識
に
親
近
す
べ
し
＝「

善
知
識」
は
、
一
般
的
に
は
、
仏

陀
の
教
え
を
継
承
し
伝
播
す
る
、
高
い
徳
行
を
具
え
た
人
物
、
正
し

で
ん
ぱ

い
道
に
導
く
指
導
者
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、『

天
台
小
止
観』

第
一

章「

縁
を
具
え
よ」

第
五
に
、「

善
知
識
に
近
づ
く
と
は
、
善
知
識

に
三
種
あ
り
。
一
に
は
、
外
護
の
善
知
識
な
り
。
供
養
を
経
営
し
、

よ
く
行
人
を
将
護
し
、
あ
い
悩
乱
せ
ず
。
二
に
は
、
同
行
の
善
知
識

な
り
。
と
も
に
一
道
を
修
し
、
た
が
い
に
あ
い
勧
発
し
あ
い
擾
乱
せ

じ
ょ
う
ら
ん

ず
。
三
に
は
、
教
授
の
善
知
識
な
り
。
内
外
の
方
便・

禅
定
の
法
門

を
も
っ
て
示
教
し
利
喜
す」

と
示
さ
れ
て
い
る
。
１
外
護
の
善
知
識
、

２
同
行
の
善
知
識
、
３
教
授
の
善
知
識
と
い
う
、
三
条
件
を
具
え
た

人
を
い
う
。

「

親
近」

は
、
親
し
み
近
づ
く
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
外
護・

同
行・

教
授
と
い
う
三
つ
の
条
件
を
具

え
た
善
知
識
に
親
し
み
近
づ
く
必
要
が
あ
る
の
意
を
い
う
。

イ
ン
ド
の
修
行
に
ヨ
ー
ガ
が
あ
る
。『

ヨ
ー
ガ・

ス
ー
ト
ラ』

で

は
、
プ
ル
シ
ャ
を
最
高
神
と
す
る
。
世
界
の
苦
の
原
因
は
、
無
明
に

由
来
す
る
、
見
る
も
の
で
あ
る
プ
ル
シ
ャ・

神
我
と
、
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ・

自
性
と
の
結
合
に
あ
る
と
す
る
。
無
明

が
明
智
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
た
と
き
、
プ
ル
シ
ャ
が
物
質
的
束
縛
か

ら
解
放
さ
れ
て
独
存
と
な
り
、
こ
れ
が
解
脱
と
し
て
の
完
全
性
の
状

態
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
明
智
を
得
る
た
め
の
実
践
手
段
が
ヨ
ー
ガ

で
あ
る
。

ヨ
ー
ガ
の
行
者
ヨ
ー
ギ
ン
は
、
調
息
な
ど
の
方
法
に
よ
っ
て
心
を

一
点
に
集
中
し
、
止
と
観
と
を
主
と
す
る
ヨ
ー
ガ
を
実
践
し
、
有
想

三
昧
か
ら
無
想
三
昧
に
入
り
、
解
脱
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
。

ヨ
ー
ギ
ン
は
一
人
の
行
で
あ
る
が
、
仏
教
の
出
家
者
が
遊
行
す
る

と
き
は
、
ブ
ッ
ダ
が
常
時
ア
ー
ナ
ン
ダ
を
従
え
て
い
た
よ
う
に
、
二

人
以
上
で
組
む
。
同
じ
よ
う
な
修
行
段
階
に
あ
る
二
人
で
は
な
く
、

一
人
は
高
い
修
行
段
階
に
あ
る
年
配
の
出
家
者
と
組
む
。
そ
れ
は
、

増
長
慢
、
一
人
よ
が
り
に
な
ら
な
い
た
め
で
あ
り
、
挫
け
そ
う
に
な

く
じ

る
と
励
ま
し
合
い
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
合
う
た
め
で
あ
る
。
こ
の

同
行
が
サ
ン
ガ・

僧
伽
の
原
点
で
あ
り
、
教
団
の
基
本
で
あ
る
。

そ
う
ぎ
ゃ

サ
ン
ガ
に
は
比
丘
カ
ン
ガ
と
比
丘
尼
サ
ン
ガ
の
ほ
か
に
、
現
前
サ
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ン
ガ
と
四
方
サ
ン
ガ
が
あ
る
。
現
前
サ
ン
ガ
は
、
現
実
に
存
在
す
る

実
体
的
サ
ン
ガ
を
い
い
、
あ
る
土
地
に
最
低
四
人
以
上
の
比
丘（

比

丘
尼）

が
集
合
し
て
定
め
ら
れ
た
修
行
生
活
を
送
る
と
き
に
成
立
す

る
。
四
方
サ
ン
ガ
は
、
時
間
的
空
間
的
に
限
定
さ
れ
な
い
、
理
念
と

し
て
の
全
教
団
を
い
う
。

（

55）

か
く
の
ご
と
き
等
の
難
事
あ
る
が
た
め
の
故
な
り
＝「

か
く
の

ご
と
き
等
の」
は
、
続
い
て
次
に
説
く
こ
と
を
い
う
と
取
る
。

「

難
事」

は
、
一
般
的
に
は
、
難
し
い
こ
と
、
困
難
な
こ
と
を
い

う
。
こ
こ
で
は
、
比
喩
的
象
徴
的
に
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
と
さ
れ
る
、

対
象
に
と
ら
わ
れ
、
と
ら
わ
れ
た
も
の
に
執
著
し
、
執
著
し
た
も
の

に
妄
執
す
る
、
自
我・

自
我
意
識
に
呪
縛
さ
れ
た
人
の
生
き
方
を
い

う
。従

っ
て
一
句
は
、
次
に
説
く
よ
う
に
、
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
に
惑
わ

さ
れ
て
正
し
い
道
を
外
れ
る
と
い
う
、
初
心
の
修
行
者
で
は
乗
り
越

え
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
あ
る
の
意
を
い
う
。

（

56）

こ
の
魔
が
人
心
に
入
る
と
き
、
よ
く
人
を
し
て
心
神
を
狂
乱
せ

し
め
、
あ
る
い
は
憂
い
あ
る
い
は
喜
び
、
こ
れ
に
因
っ
て
患
を
な
し
、

乃
至
、
死
を
致
す
＝「

人
心」

は
、
隙
間
が
あ
っ
て
魔
羅
鬼
、
す
な

わ
ち
い
ろ
い
ろ
な
雑
念
が
入
り
込
む
余
地
の
あ
る
人
の
心
、
い
ま
こ

こ
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
煩
悩
に
塗
れ
た
心
、
対
象
に
と
ら
わ
れ
散

乱
す
る
人
の
一
念
を
い
う
。

「

心
神」

は
、
人
が
本
来
具
え
て
い
る
清
ら
か
な
心
、
自
性
清
浄

心
、「

心・

仏・

衆
生
三
無
差
別」

の
心
で
あ
る
人
の
一
心
を
い
う
。

な
お
、
神
は
ゴ
ッ
ド
を
意
味
し
な
い
。
衆
生
の
心
は
霊
妙
で
あ
る
か

ら
、
神
の
字
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

「

あ
る
い
は
憂
い
あ
る
い
は
喜
び」

は
、

沈
と
掉
挙
、
す
な
わ
ち

鬱
と
躁
、
憂
鬱
と
興
奮
を
繰
り
返
す
こ
と
を
い
う
。

「

患」

は
、
患
悩
の
患
を
い
う
。
患
は
身
体
的
な
病
を
い
い
、
悩
は

心
の
苦
を
い
う
。
病
は
こ
の
両
者
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
心
の
幻
覚
に
過
ぎ
な
い
魔
羅
鬼
が
人
の
心
に
入

り
込
む
と
、
修
行
者
の
心
は
狂
っ
て
し
ま
う
。
心
を
暗
く
沈
ま
せ
た

り
、
心
を
騒
が
し
く
動
か
せ
た
り
す
る
。
こ
の
憂
鬱
や
興
奮
が
原
因

と
な
っ
て
身
体
的
な
病
を
引
き
起
し
、
果
て
は
死
に
至
ら
せ
て
し
ま

う
の
意
を
い
う
。

（

57）

後
に
す
な
わ
ち
大
い
に
人
の
出
世
の
善
事
を
壊
し
＝「

出
世」

は
、
出
世
間
を
い
い
、
出
家
者
を
い
う
。

「

善
事」

は
、
人
の
救
済
と
い
う
利
他
行
を
い
う
。

「

人
の
出
世
の
善
事」

は
、
自
分
を
捨
て
て
他
を
救
う
と
い
う
、
出

家
者
の
生
命
で
あ
る
利
他
の
行
を
い
う
。

「

人
の
出
世
の
善
事
を
壊
し」

は
、
自
分
を
捨
て
て
他
を
救
う
こ
と

を
目
的
と
す
る
の
が
、
出
家
者
の
絶
対
条
件
で
あ
る
。
自
分
を
捨
て

て
他
を
救
う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、出
家
者
の
存
在
意
義
が
な
い
。

死
ん
だ
も
同
然
で
あ
る
。
自
分
を
捨
て
て
他
を
救
う
こ
と
が
で
き
な

け
れ
ば
、
出
家
者
と
し
て
の
死
命
を
制
せ
ら
れ
た
も
同
然
で
あ
る
。

一
句
は
、
こ
れ
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
後
に
な
っ
て
、
魔
羅
鬼
が
変
身
し
て
得
た
教
え
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は
、
出
家
の
修
行
者
の
生
命
で
あ
る
、
己
れ
を
捨
て
て
人
々
を
救
済

し
よ
う
と
す
る
善
事
を
打
ち
壊
し
て
し
ま
う
の
意
を
い
う
。

（

58）
諸
異
＝「

諸
異」

の
異
は
異
相
と
同
義
。
諸
異
は
、
前
出
の「

魔

事
は
衆
多
な
り」

を
受
け
る
。
従
っ
て
、
魔
羅
鬼
の
す
が
た
は
い
ろ

い
ろ
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

（

59）

妄
り
に
＝「
妄
り
に」

は
、
無
造
作
に
の
意
。
人
の
自
我
を
比

喩
し
た
魔
羅
鬼
は
、
人
の
心
が
弛
ん
だ
隙
に
、
人
の
心
に
入
り
込
ん

で
く
る
。
人
が
目
で
対
象
を
見
る
と
、
見
た
対
象
に
と
ら
わ
れ
執
著

す
る
。
そ
こ
に
、
心
の
隙
が
で
き
る
。
人
が
耳
で
音
を
聞
く
と
、
音

に
と
ら
わ
れ
執
著
す
る
。
そ
こ
に
、
心
の
隙
が
で
き
る
。

こ
う
し
て
、
眼・

耳・

鼻・

舌・
身・

意
の
六
つ
の
感
覚
器
官
が
、

色・

声・

香・

味・

触・

法
と
い
う
六
つ
の
対
象
に
は
た
ら
い
て
、

眼・

耳・

鼻・

舌・

身
の
五
識
が
感
受
し
、
意
識
と
い
う
分
別
識
が

認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
に
隙
間
が
で
き
る
。
心
に
隙
間
が
で

き
る
と
、
そ
こ
に
魔
羅
鬼
が
入
り
込
む
。
自
我
意
識
、
す
な
わ
ち
魔

羅
鬼
が
入
り
込
む
隙
間
が
で
き
る
と
、
修
行
者
の
心
は
、
無
造
作
に

魔
羅
鬼
の
世
界
に
迷
い
込
み
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
い
う
。

（

60）

邪
を
遣
っ
て
正
に
帰
せ
ん
と
欲
せ
ば
＝「

邪
を
遣
っ
て」
の
邪

は
、
魔
羅
鬼
に
惑
わ
さ
れ
た
邪
心
を
い
い
、
遣
っ
て
は
、
取
り
除
く

こ
と
を
い
う
。
従
っ
て
邪
を
遣
っ
て
は
、
魔
羅
鬼
に
惑
わ
さ
れ
た
邪

心
を
取
り
除
く
こ
と
を
い
う
。

「

正
に
帰
せ
ん
と」

の
正
は
、
仏
の
教
え
に
基
づ
く
正
道
を
い
い
、

帰
せ
ん
と
は
、
帰
着
と
同
義
で
あ
り
、
正
道
に
帰
り
着
く
こ
と
、
正

道
に
落
ち
着
く
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
正
に
帰
せ
ん
と
は
、
仏
の
教
え
に
基
づ
く
正
道
に
戻
り
落

ち
着
く
こ
と
を
い
う
。

人
生
は
、
敷
設
さ
れ
た
見
え
な
い
レ
ー
ル
の
道
の
上
を
進
む
よ
う

ふ

せ
つ

な
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
魔
羅
鬼
に
付
け
入
る
隙
を
与
え
な
け
れ

す
き

ば
、
人
と
し
て
の
本
来
の
道
を
踏
み
外
す
こ
と
が
な
い
。
踏
み
外
し

た
と
し
て
も
、
魔
羅
鬼
に
付
け
入
る
隙
を
与
え
な
け
れ
ば
、
本
来
の

自
己
を
取
り
戻
し
、
正
道
に
戻
っ
て
歩
く
こ
と
に
な
る
こ
と
を
一
句

は
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
魔
羅
鬼
に
惑
わ
さ
れ
た
邪
心
を
取
り
除
き
、
本

来
の
自
己
を
取
り
戻
し
て
、
仏
の
教
え
に
基
づ
く
正
道
に
落
ち
着
き

た
い
と
願
う
な
ら
ば
の
意
を
い
う
。

（

61）

諸
法
実
相
を
観
ず
べ
し
＝「

諸
法
実
相」

は
、
一
般
的
に
は
、
現

象
と
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
、
そ
の
ま
ま
真
実
在
の
あ
ら
わ
れ
で

あ
る
こ
と
、
存
在
す
る
も
の
す
べ
て
が
真
実
の
す
が
た
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
す
べ
て
の
も
の
が
あ
り
の
ま
ま
に
あ

り
、す
べ
て
が
完
全
に
調
和
し
た
真
実
の
世
界
に
あ
る
こ
と
と
取
る
。

「

観」

は
、「

実
観」

と
同
義
。
実
観
は
、
諸
法
実
相
の
真
実
を
観

み
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
諸
法
実
相
の
真
実
そ
の
も
の
を
実
観
す
る
こ

と
の
意
と
取
る
。

従
っ
て
一
句
は
、存
在
す
る
も
の
す
べ
て
が
あ
り
の
ま
ま
に
あ
り
、

す
べ
て
が
完
全
に
調
和
し
た
世
界
に
あ
る
と
い
う
、
諸
法
実
相
の
真

実
そ
の
も
の
を
実
観
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
意
を
い
う
。
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「

諸
法
実
相」

は
、『

法
華
経』

の
方
便
品
に
説
か
れ
、
大
乗
で
は
、

諸
法
実
相
が
一
法
印・

一
実
相
印
と
さ
れ
る
。
諸
法
実
相
は
、
一
切

の
も
の
の
真
実
の
す
が
た
、
す
べ
て
の
も
の
の
、
あ
り
の
ま
ま
な
る

在
り
方
を
い
う
。

智
顗
は
、

『
法
華
経』

の
方
便
品
に
説
か
れ
た
諸
法
実
相
の
四
文
字

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、『

法
華
経』

の
全
二
十
八
品
か
ら
、
諸

法
実
相
を
追
究
し
、
膨
大
な
天
台
教
学
を
打
ち
立
て
、『

法
華
玄
義』

や『

摩
訶
止
観』

に
結
実
さ
せ
た
。

眼
が
対
象
を
見
れ
ば
、
自
動
的
に
心
が
は
た
ら
き
、
こ
れ
か
あ
れ

か
の
二
者
を
択
一
す
る
分
別
識
が
は
た
ら
く
。
人
が
も
の
を
見
、
目

先
の
分
別
で
区
別
し
、
比
較
し
、
喜
怒
哀
楽
の
虜
に
な
り
、
曇
っ
た

目
を
更
に
曇
ら
せ
て
見
る
。
人
は
眼・
耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
六

根
を
、
色・

声・

香・

味・

触・

法
の
六
境
に
は
た
ら
か
せ
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身
の
五
識
が
感
受
し
、
意
識
と
い
う
頭
の
分
別
識
で

認
識
す
る
。
対
象
を
分
別
す
る
分
別
識
は
、
お
の
れ
の
わ
が
ま
ま
に

振
り
回
さ
れ
る
自
我
の
は
た
ら
き
で
あ
り
、
お
の
れ
が
色
を
付
け
た

色
眼
鏡
を
通
し
て
見
る
の
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
の
も
の
が
あ
り
の

ま
ま
に
あ
り
、
す
べ
て
が
完
全
に
調
和
し
た
世
界
に
あ
る
と
い
う
諸

法
実
相
の
平
等
の
世
界
を
観
る
こ
と
は
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

諸
法
実
相
を
観
る
に
は
、
対
象
に
執
著
し
な
い
、
丹
田
に
置
か
れ

た
心
と
い
う
無
分
別
識
で
観
る
以
外
、
観
る
方
法
が
な
い
。
諸
法
実

相
が
立
つ
に
は
、
丹
田
に
置
い
た
一
心
と
い
う
無
分
別
識
に
よ
っ
て

真
実
を
観
る
実
観
に
よ
る
し
か
な
い
。

こ
う
し
て
智
顗
は
、
浄
心
で
あ
る
一
心
と
、
妄
心
で
あ
る
一
念
に

行
き
着
き
、
一
心
と
一
念
を
徹
底
し
て
追
究
し
て
い
っ
た
。
一
心
と

一
念
を
追
究
し
て
い
っ
た
智
顗
は
、『

摩
訶
止
観』

で
、
わ
れ
わ
れ

凡
夫
が
日
常
起
こ
し
つ
つ
あ
る
一
瞬
一
瞬
の
か
す
か
な
心
に
、
三
千

の
数
で
現
わ
さ
れ
る
宇
宙
の
一
切
の
す
が
た
が
完
全
に
具
わ
っ
て
い

る
と
す
る
、「

一
念
三
千」

の
思
想
に
至
り
着
く
こ
と
に
な
る
。

「

一
念
三
千」

の
思
想
は
、
究
極
に
は
、
一
念
と
い
う
極
小
の
世
界

と
、
三
千
と
い
う
極
大
の
世
界
が
、
相
即
相
入
し
て
渾
然
一
体
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

人
は
、
極
小
の
か
す
か
な
一
念
の
中
に
、
三
千
の
差
別
相
と
い
う

極
大
の
世
界
を
造
る
。
だ
か
ら
人
が
、
人
と
し
て
の
正
道
を
歩
く
た

め
に
は
、
ど
う
し
て
も
こ
の
三
千
の
差
別
相
と
対
峙
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
対
峙
し
て
心
に
隙
間
を
造
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、

人
が
歩
く
正
道
を
妨
げ
る
自
我
、
比
喩
的
に
は
魔
羅
鬼
が
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
六
つ
の
感
覚
器
官
が
造
る
、
三
千
の
隙
間
か
ら

自
在
に
出
入
り
す
る
。

一
念
が
造
っ
た
三
千
の
差
別
相
が
次
の
一
念
に
受
け
継
が
れ
、
受

け
継
が
れ
た
三
千
の
差
別
相
が
次
の
一
念
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

こ
う
し
て
念
念
相
続
し
、
堅
固
な
業・

カ
ル
マ
と
な
る
。
業・

カ
ル

マ
と
な
っ
た
三
千
の
差
別
相
が
、
堅
固
な
無
尽
蔵
の
自
我
を
造
り
上

げ
て
い
く
。

人
は
、
自
我
の
眼
で
対
象
を
厳
し
く
分
別
し
、
分
別
し
た
対
象
に

こ
だ
わ
り
、
こ
だ
わ
っ
た
対
象
に
執
著
し
、
執
著
し
た
対
象
に
妄
執
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し
、
妄
執
に
束
縛
さ
れ
て
い
く
。
自
分
の
業・

カ
ル
マ
に
よ
っ
て
自

我
を
造
り
、
造
っ
た
自
我
の
網
に
自
縄
自
縛
さ
れ
、
自
縄
自
縛
さ
れ

た
自
我
を
積
み
重
ね
る
の
が
、
三
千
を
数
え
る
差
別
相
で
あ
る
。

す
べ
て
の
現
象
的
存
在
に
差
別
は
な
い
。
す
べ
て
の
現
象
的
存
在

に
別
け
隔
て
は
な
い
。
す
べ
て
は
平
等
一
味
で
あ
る
と
、
当
た
り
前

の
も
の
を
当
た
り
前
に
観
る
の
が
仏
教
の
基
本
で
あ
る
。

仏
教
は
、
自
分
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
役
立
つ
教
え
で
あ
り
、
決

し
て
人
間
を
超
越
し
た
存
在
に
な
る
た
め
の
教
え
で
は
な
い
と
い
う

の
が
、
基
本
姿
勢
で
あ
る
。

菫
の
葉
の
上
に
一
滴
の
露
が
宿
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
朝
日
が
輝
い

す
み
れ

て
キ
ラ
ッ
と
映
る
。
こ
の
一
滴
の
雫
の
中
に
全
宇
宙
が
映
し
出
さ
れ

る
。
春
が
来
れ
ば
花
が
咲
き
、
秋
に
な
れ
ば
木
の
葉
が
紅
葉
す
る
。

こ
の
自
然
な
あ
り
よ
う
が
法
の
す
が
た
で
あ
り
、
諸
法
実
相
の
真
実

で
あ
る
。
人
の
顔
は
、
目
は
横
に
つ
き
、
鼻
は
縦
に
つ
い
て
い
る

「

眼
横
鼻
直」

が
諸
法
実
相
の
真
実
で
あ
る
。
か
ら
手
で
故
郷
へ
帰

げ
ん
の
う
び
ち
ょ
く

る「

空
手
還
郷」

は
、
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
ず
、
何
も
の
を
も
求

く
う
し
ゅ
げ
ん
き
ょ
う

め
な
い「

本
来
無
一
物」

で
あ
る
。

現
象
的
存
在
の
一
切
が
如
法
に
あ
る
こ
と
、
こ
れ
が
諸
法
実
相
で

あ
る
。

（

62）

諸
法
実
相
を
除
い
て
、
そ
の
余
は
一
切
み
な
こ
れ
魔
事
な
り
＝

『

大
智
度
論』

巻
第
五
の
引
用
。

「

ま
た
次
に
、
諸
法
実
相
を
除
い
て
、

余
の
残
り
の
一
切
法
を
尽
と
く
名
づ
け
て
魔
と
な
す」（『

大
正
蔵』

二
五・

九
九
ｂ）

と
あ
る
。

一
句
は
、
諸
法
実
相
以
外
の
心
は
す
べ
て
魔
で
あ
る
。
魔
で
な
い

も
の
は
諸
法
実
相
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

（

63）

も
し
分
別
憶
想
す
れ
ば

す
な
わ
ち
こ
れ
魔
羅
の
網
な
り

動

ぜ
ず
分
別
せ
ざ
る
を

こ
れ
す
な
わ
ち
法
印
な
り
と
す
＝『

大
智
度

論』

巻
第
二
十
の
引
用
。「

も
し
分
別
憶
想
す
れ
ば
す
な
わ
ち
こ
れ

魔
羅
の
網
な
り

動
ぜ
ず
依
止
せ
ざ
る
を

こ
れ
す
な
わ
ち
法
印
な

り
と
す」（『

大
正
蔵』

二
五・

二
一
一
ａ）

と
あ
る
。

「

魔
羅
の
網」

は
、
魔
羅
鬼
が
張
り
巡
ら
す
網
を
い
う
。
魔
羅
鬼

は
、人
が
自
分
で
造
る
自
我
を
比
喩
的
に
い
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

魔
羅
の
網
は
、
自
分
が
仕
掛
け
た
網
の
中
に
自
分
が
捕
ら
わ
れ
て
し

ま
う
こ
と
を
い
う
。

「

動
ぜ
ず
分
別
せ
ざ
る
を」

は
、
字
義
か
ら
は
、
対
象
に
心
を
掻
き

乱
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
あ
れ
と
こ
れ
と
を
分
別
し
二
者
択
一
す
る

こ
と
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
苦
の
原
因
と
な
る
、
自
分
の

思
い
通
り
に
す
る
こ
と
、自
分
の
思
い
通
り
に
で
き
る
と
思
い
込
み
、

自
分
の
都
合
で
わ
が
ま
ま
勝
手
を
い
う
こ
と
を
し
な
い
と
取
る
。

仏
教
は
、
人
の
生
き
方
を
楽
な
生
き
方
に
変
え
よ
と
教
え
る
。
自

分
の
勝
手
か
ら
、
他
を
思
い
通
り
に
し
よ
う
と
し
て
振
り
回
し
、
自

分
勝
手
な
わ
が
ま
ま
を
い
う
こ
と
を
絶
対
に
受
け
入
れ
て
は
な
ら
な

い
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
仏
の
教
え
の
真
意
が
あ
る
。
一
句
は
こ
れ
を

い
う
。

「

法
印」

は
、
こ
こ
で
は「

諸
法
実
相」

の
一
法
印
と
取
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
人
は
、
心
で
あ
れ
こ
れ
思
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
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自
我
を
生
じ
る
。
自
分
が
造
っ
た
自
我
と
い
う
魔
羅
鬼
が
張
り
巡
ら

し
た
網
に
よ
っ
て
、
自
分
が
搦
め
取
ら
れ
て
身
動
き
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
心
で
あ
れ
こ
れ
思
う
こ
と
を
捨
て
れ
ば
、

対
象
に
心
を
掻
き
乱
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
塗
れ
た
自
我
に
動
か
さ

れ
て
、
あ
れ
と
こ
れ
と
を
分
別
し
二
者
択
一
す
る
わ
が
ま
ま
を
い
わ

な
け
れ
ば
、
魔
羅
鬼
の
網
に
捕
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
仏
が
説
く

人
の
正
し
い
道
を
歩
も
う
と
す
る
と
き
、
一
番
恐
い
の
が
魔
羅
鬼
、

す
な
わ
ち
自
我
だ
と
説
く
の
が
、
仏
教
の
旗
印「

諸
法
実
相」

で
あ

る
の
意
を
い
う
。

「

法
印」

の
法
は
仏
法・

仏
教
、
印
は
旗
印
の
意
。
法
印
は
、
仏
教

の
旗
印・

標
幟
、
特
質
を
い
い
、
仏
教
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
思

想
の
規
準
を
い
う
。

『

雑
阿
含
経』

巻
第
十
に
は
、
一
切
行
無
常（

す
べ
て
の
造
ら
れ
た

も
の
は
移
り
変
わ
る
。
諸
行
無
常）

、
一
切
法
無
我（

す
べ
て
の
も

の
に
は
我
体
、
実
体
は
な
い
。
諸
法
無
我）

、
涅
槃
寂
静（

涅
槃
の

悟
り
は
す
べ
て
の
矛
盾
を
超
越
し
た
静
け
さ
で
あ
る）
の
三
を
説
く
。

後
世
、
こ
れ
が
三
法
印
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
に「

一
切
皆
苦」
を
加

え
て
四
法
印
と
い
う
。

『

法
華
玄
義』

巻
第
八
上
は
、
三
法
印
は
小
乗
の
法
印
で
あ
り
、
大

乗
に
は
た
だ「

諸
法
実
相
印」（

す
べ
て
が
そ
の
ま
ま
真
実
で
あ
る）

と
い
う
一
法
印
の
み
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
が『

法
華
経』

に
よ
る

立
場
で
あ
る
。

従
っ
て
、
一
実
相
印
の
諸
法
実
相
を
加
え
て
、
四
法
印
と
す
る
立

場
も
あ
る
。

〔

現
代
語
訳〕

第
八

覚
知
魔
事

─
─
心
中
に
居
住
す
る
魔
の
障
り
を
知
り
、離
れ
な
さ
い
─
─

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
い
う「

魔
羅」

は
、
中
国
で
は
生
命
を
断

つ
も
の
の
意
か
ら
、「

殺
者」

と
呼
ば
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
の
は
、
魔
は
、
仏
道
修
行
に
励
む
者
が
善

を
積
み
、
修
行
を
実
践
し
た
結
果
得
ら
れ
る
功
徳
と
い
う
財
産
を
奪

い
去
り
、
煩
悩
を
断
っ
て
自
他
救
済
を
可
能
に
す
る
智
慧
と
い
う
生

命
を
奪
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
、
仏
道
を
妨
げ
る
魔
の
仕
業
と
い
う
の
か
。

仏
は
、
善
を
積
ん
で
得
ら
れ
た
功
徳
や
、
煩
悩
を
断
っ
て
自
他
救

済
を
可
能
に
す
る
真
実
の
智
慧
の
力
で
、
生
き
と
し
生
け
る
衆
生
の

自
我
を
取
り
除
き
、
苦
し
み
か
ら
解
放
す
る
こ
と
を
、
な
す
べ
き
勤

め
と
し
て
い
る
。

魔
は
、
仏
の
は
た
ら
き
と
は
逆
に
、
生
き
と
し
生
け
る
衆
生
が
善

を
生
じ
よ
う
と
す
る
正
し
い
行
為
を
押
し
止
め
、
生
死
と
い
う
迷
い
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の
苦
海
に
、
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
ら
せ
る
こ
と
を
、
な
す
べ
き

勤
め
と
し
て
い
る
。

菩
薩
道
に
あ
る
修
行
者
が
、
止
と
観
の
修
行
実
践
の
中
に
身
を
置

い
て
い
る
と
き
、
い
く
ら
六
波
羅
蜜
を
実
践
し
て
自
我
を
克
服
し
、

広
い
心
を
も
と
う
と
修
行
を
重
ね
、
境
界
が
高
く
な
っ
て
も
、
他
を

利
益
す
る「

捨」

に
徹
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
魔
の
は
た
ら
き
が

旺
盛
と
な
っ
て
修
行
者
に
付
き
従
い
、
悟
っ
た
の
か
、
魔
を
心
に
入

れ
た
の
か
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
仏
道
の
妨
げ
と
な
る
魔
の
仕
業
を
、
徹

底
し
て
見
極
め
見
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
魔
に
四
種
類
の
区
別
が
あ
る
。

そ
の
一
は
、
身
心
を
悩
ま
す
貪
り
や
、
怒
り
や
、
愚
か
さ
や
、
慢
り

お
ご

な
ど
の
煩
悩
を
魔
と
み
た
、「

煩
悩
魔」

で
あ
る
。

そ
の
二
は
、
身
体
お
よ
び
身
体
を
構
成
す
る
諸
要
素
を
、
種
々
の

苦
し
み
を
生
じ
る
魔
と
み
た
、「

陰
入
界
魔」

で
あ
る
。

そ
の
三
は
、
死
を
魔
と
み
た「

死
魔」

で
あ
る
。

そ
の
四
は
、
生
死
を
超
え
よ
う
と
す
る
者
を
妨
げ
る
鬼
神
を
魔
と

み
た
、「

鬼
神
魔」

で
あ
る
。

最
初
の
三
種
類
の
魔
は
、
仏
教
の
世
界
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
魔
で

あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
第
八
章「

覚
知
魔
事」

で
は
、
こ
と
わ
け
を

開
き
示
す
こ
と
は
し
な
い
。

そ
の
四
の
鬼
神
魔
の
す
が
た
と
し
て
は
、
鬼
神
魔
に
悩
ま
さ
れ
乱

さ
れ
る
有
り
様
を
熟
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
鬼
神
魔
に

つ
い
て
簡
略
に
説
き
明
か
す
こ
と
に
し
た
い
。

鬼
神
魔
に
は
、
普
通
三
種
類
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
一
は
、
獣
の
精
が
、
種
々
に
変
化
し
て
、
修
行
を
妨
げ
る

「

精

鬼」

で
あ
る
。

し
ょ
う
み
き

そ
の
二
は
、
身
体
の
感
覚
器
官
に
感
触
を
起
こ
し
て
、
修
行
を
妨

げ
る「

堆
惕
鬼」

で
あ
る
。

た
い
て
き
き

そ
の
三
は
、
人
を
悪
に
誘
い
、
生
命
を
奪
い
、
善
事
を
妨
げ
る

「

魔
羅
鬼」

で
あ
る
。

ま

ら

き

そ
の
一
は
、「

精

鬼」

で
あ
る
。

し
ょ
う
み
き

精

と
い
う
鬼
は
、
午
前
零
時
の
子
の
刻
の
鼠
、
午
前
二
時
の
丑

の
刻
に
始
ま
り
、
午
後
十
時
の
亥
の
刻
の
猪
に
終
わ
る
。
十
二
時
の

獣
が
、
種
々
に
形
を
変
え
、
す
が
た
を
現
わ
す
鬼
神
魔
で
あ
る
。

時
に
は
、
少
年
の
す
が
た
や
、
少
女
の
す
が
た
や
、
老
人
の
す
が

た
を
取
り
、
時
に
は
、
恐
ろ
し
い
形
相
を
取
っ
た
り
す
る
。
す
が
た

形
は
千
差
万
別
で
、
一
定
の
す
が
た
形
に
決
ま
っ
て
は
い
な
い
。
十
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二
時
の
獣
が
、
こ
の
よ
う
な
す
が
た
形
に
変
化
し
て
現
わ
れ
、
修
行

中
の
人
の
心
を
悩
ま
せ
迷
わ
せ
る
。

こ
の
十
二
時
の
獣
が
変
化
し
て
現
わ
れ
る「

精

鬼」

が
、
修
行

者
を
悩
ま
せ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
獣
が
配
当
さ
れ
て
い
る
、
決

ま
っ
た
時
刻
に
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「

精

鬼」

が
現
わ
れ
る
の

は
、
こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
十
分
に
見
極
め
見
定
め
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

例
え
ば
午
前
四
時
の
寅
の
刻
に
現
わ
れ
る
精
の
多
く
は
、
虎
や
豹

な
ど
の「

精

鬼」

で
あ
る
。

例
え
ば
午
前
六
時
の
卯
の
刻
に
現
わ
れ
る
精
の
多
く
は
、
兎
や
く

じ
か
や
鹿
な
ど
の「

精

鬼」

で
あ
る
。

例
え
ば
午
前
八
時
の
辰
の
刻
に
現
わ
れ
る
精
の
多
く
は
、
龍
や
わ

に
な
ど
の「

精

鬼」

で
あ
る
。

例
え
ば
午
前
十
時
の
巳
の
刻
に
現
わ
れ
る
精
の
多
く
は
、
蛇
や
お

ろ
ち
な
ど
の「

精

鬼」

で
あ
る
。

例
え
ば
午
後
零
時
の
午
の
刻
に
現
わ
れ
る
精
の
多
く
は
、
馬
や
驢

馬
や
駱
駝
な
ど
の「

精

鬼」

で
あ
る
。

例
え
ば
午
後
二
時
の
未
の
刻
に
現
わ
れ
る
精
の
多
く
は
、
羊
な
ど

の「

精

鬼」

で
あ
る
。

例
え
ば
午
後
四
時
の
申
の
刻
に
現
わ
れ
る
精
の
多
く
は
、
猿
や
大

猿
な
ど
の「

精

鬼」

で
あ
る
。

例
え
ば
午
後
六
時
の
酉
の
刻
に
現
わ
れ
る
精
の
多
く
は
、
鶏
や
鳥

な
ど
の「

精

鬼」

で
あ
る
。

例
え
ば
午
後
八
時
の
戌
の
刻
に
現
わ
れ
る
精
の
多
く
は
、
狗
や
狼

い
ぬ

な
ど
の「

精

鬼」

で
あ
る
。

例
え
ば
午
後
十
時
の
亥
の
刻
に
現
わ
れ
る
精
の
多
く
は
、猪
や
豕
な

い
の
し
し

い
の
こ

ど
の「

精

鬼」

で
あ
る
。

例
え
ば
午
前
零
時
の
子
の
刻
に
現
わ
れ
る
精
の
多
く
は
、
鼠
な
ど

の「

精

鬼」

で
あ
る
。

例
え
ば
午
前
二
時
の
丑
の
刻
に
現
わ
れ
る
精
の
多
く
は
、牛
や
犢
な

こ
う
し

ど
の「

精

鬼」

で
あ
る
。

修
行
者
は
、
出
て
き
た
幻
覚
を
自
分
の
頭
で
観
察
し
判
断
す
る
。

そ
し
て
、同
じ
獣
の
幻
覚
が
い
つ
も
同
じ
時
刻
に
現
わ
れ
る
な
ら
ば
、

幻
覚
に
よ
る
妄
想
は
そ
の
時
刻
の
獣
の「

精

鬼」

に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
分
か
っ
た
ら
、
そ
の
獣
の
名
称
を
呼
ん
で
、
責
め
叱

り
付
け
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
の
精

鬼
は
姿
を
消
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
。
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そ
の
二
は
、「

堆
惕
鬼」

で
あ
る
。

た
い
て
き
き

堆
惕
と
い
う
鬼
は
、
身
体
の
感
覚
器
官
に
感
触
を
起
こ
し
て
修
行

者
を
悩
ま
せ
乱
す
鬼
神
魔
で
あ
る
。と
き
に
は
、堆
惕
鬼
が
虫
や
蠍
の

さ
そ
り

よ
う
に
、修
行
者
の
顔
面
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
毒
針
を
突
き
刺
し
て
、

シ
カ
ッ
と
痛
み
を
感
じ
さ
せ
た
り
痺
れ
さ
せ
た
り
す
る
。
ま
た
と
き

に
は
、
堆
惕
鬼
が
修
行
者
の
両
方
の
腋
の
下
を
叩
い
て
激
し
い
痛
み

を
走
ら
せ
た
り
、
と
き
に
は
、
修
行
者
を
不
意
に
抱
き
抱
え
て
金
縛

り
に
す
る
。
ま
た
と
き
に
は
、
堆
惕
鬼
が
喧
し
く
騒
々
し
く
話
し
か

や
か
ま

け
た
り
す
る
。
ま
た
、
堆
惕
鬼
が
種
々
の
獣
の
す
が
た
形
を
借
り
て

現
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
す
が
た
形
は
獣
の
す
が
た
形
ば
か
り
で

な
く
千
差
万
別
、
決
し
て
一
つ
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
堆
惕
鬼
が
種
々
の
獣
の
す
が
た
形
を
借
り
て
現
わ

れ
て
修
行
者
を
悩
ま
す
と
き
は
、そ
れ
が
堆
惕
鬼
だ
と
気
づ
い
た
ら
、

心
を
統
一
し
て
集
中
し
、
眼
を
閉
じ
て
心
の
中
で
こ
っ
そ
り
と
堆
惕

鬼
を
罵
り
、
次
の
よ
う
に
言
え
ば
よ
い
。

「

私
は
い
ま
、
お
前
の
正
体
が
分
か
っ
た
。
お
前
は
、
こ
の
世
で
火

を
喰
い
、
香
を
嗅
ぎ
、
修
行
者
の
法
臘
を
盗
み
取
る
悪
鬼
の
吉
支
だ
。

か

き
っ

し

お
前
は
、
因
果
の
道
理
を
知
ら
な
い
。
お
前
は
、
修
行
者
が
戒
律
を

破
る
こ
と
を
喜
ぶ
輩
だ
。
私
は
い
ま
、
戒
律
を
守
り
犯
し
て
い
な
い
。

や
か
ら

だ
か
ら
、
お
前
を
恐
れ
お
前
の
言
い
な
り
に
は
な
ら
な
い」

と
。

堆
惕
鬼
と
対
峙
す
る
人
が
出
家
者
な
ら
ば
、
先
ず
菩
薩
戒
で
あ
る

殺
戒・

盗
戒・

婬
戒・

妄
語
戒・

酒
戒・

説
四
衆
過
戒・

自
讃
毀

他
戒・

慳
惜
加
毀
戒・

瞋
心
不
受
悔
戒・

謗
三
宝
戒
の
十
重
梵
戒
を

唱
え
、
次
に
不
敬
師
友
戒・

飲
酒
戒・

食
肉
戒
な
ど
の
四
十
八
軽
戒

ふ

き
ょ

う
し

う

を
唱
え
な
さ
い
。

堆
惕
鬼
と
対
峙
す
る
人
が
世
俗
に
あ
る
在
家
の
人
な
ら
ば
、
先
ず

帰
依
仏・

帰
依
法・

帰
依
僧
の
三
帰
文
を
唱
え
、
次
に
不
殺
生
戒・

不
偸
盗
戒・

不
邪
婬
戒・

不
妄
語
戒・

不
飲
酒
戒
の
五
戒
を
唱
え
、

続
い
て
不
殺
生
戒・

不
偸
盗
戒・

不
邪
婬
戒・

不
妄
語
戒・

不
飲
酒

戒・

離
眠
坐
高
広
厳
麗
牀
座
戒
、
離
塗
飾
香
鬘
離
舞
歌
観
聴
戒・

離

り
み

ん

ざ

こ

う
こ
う
ご
ん
れ
い
し
ょ
う
ざ

り

ず

じ
き
こ
う
ま
ん

り

ぶ

か

か
ん
ち
ょ
う

非
時
食
戒
の
八
戒
な
ど
を
唱
え
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
堆
惕
鬼
は

腹
ば
い
に
な
っ
て
後
ず
さ
り
し
て
消
え
て
い
く
。

こ
の
よ
う
に
、
種
々
の
堆
惕
鬼
が
入
っ
て
き
て
修
行
者
の
善
事
を

押
し
止
め
、
修
行
を
妨
げ
、
修
行
者
を
悩
ま
す
有
り
様
や
、
そ
の
他

種
々
の
堆
惕
鬼
を
除
く
方
法
は
、

『

治
禅
病
秘
要
法』

に
詳
し
く
説
き

明
か
し
て
い
る
。

そ
の
三
は
、「

魔
羅
鬼」

で
あ
る
。

魔
羅
と
い
う
鬼
も
、
修
行
者
の
心
を
乱
し
悩
ま
し
、
悪
に
誘
っ
て
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善
心
を
妨
げ
、
生
命
を
奪
う
鬼
神
魔
で
あ
る
。

魔
羅
鬼
は
多
く
の
場
合
、
修
行
者
に
、
嫌
い・

好
き・

そ
の
ど
ち

ら
で
も
な
い
と
い
う
三
種
の
感
情
を
起
こ
さ
せ
る
、
色
や
形
が
あ
る

眼
の
対
象
や
、
耳
で
聞
く
音
声・

鼻
で
嗅
ぐ
香・

舌
で
味
わ
う
味・

皮
膚
に
触
れ
る
感
触
と
い
う
、
五
種
類
の
知
覚・

認
識
対
象
の
す
が

た
に
身
を
変
え
る
。
そ
し
て
、
色
や
形
や
、
音
声・

香・

味・

感
触

と
い
う
知
覚・

認
識
対
象
の
す
が
た
を
借
り
て
現
わ
れ
、
修
行
者
が

善
を
な
そ
う
と
す
る
心
を
打
ち
壊
す
。

三
種
の
魔
羅
鬼
の
す
が
た
の
第
一
は
、
色
や
形
や
、
音
声・

香・

味・

感
触
を
対
象
と
し
て
、
眼・

耳・
鼻・
舌・

身
の
知
覚・

認
識

の
は
た
ら
き
が
造
り
出
す
感
情
が
、
修
行
者
に
は
受
け
入
れ
が
た
い

嫌
な
思
い
を
起
こ
さ
せ
る
。
魔
羅
鬼
は
、
恐
ろ
し
い
色
や
形
や
、
音

声・

香・

味・

感
触
を
知
覚・

認
識
対
象
の
す
が
た
に
身
を
変
え
て

現
わ
れ
、
修
行
者
を
恐
れ
戦
か
せ
る
。

第
二
は
、
色
や
形
や
、
音
声・

香・

味・

感
触
を
対
象
と
し
て
、

眼・

耳・

鼻・

舌・

身
の
知
覚・

認
識
の
は
た
ら
き
が
造
り
出
す
感

情
が
、
修
行
者
の
気
持
ち
に
添
い
、
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
思
い

を
起
こ
さ
せ
る
。
魔
羅
鬼
は
、
修
行
者
が
好
ん
で
受
け
入
れ
、
受
け

入
れ
た
も
の
に
執
着
し
、貪
り
求
め
て
止
む
こ
と
が
な
い
色
や
形
や
、

音
声・

香・

味・

感
触
と
い
う
知
覚・

認
識
対
象
の
す
が
た
に
身
を

変
え
、
修
行
者
の
心
を
こ
れ
ら
の
対
象
に
執
着
さ
せ
、
対
象
か
ら
離

れ
ら
れ
な
く
す
る
。

第
三
は
、
色
や
形
や
、
音
声・

香・

味・

感
触
を
対
象
と
し
て
、

眼・

耳・

鼻・

舌・

身
の
知
覚・

認
識
の
は
た
ら
き
が
造
り
出
す
感

情
が
、
修
行
者
の
気
持
ち
に
添
わ
な
い
の
で
も
な
く
添
う
の
で
も
な

い
思
い
を
起
こ
さ
せ
る
。
魔
羅
鬼
は
、
対
象
に
対
し
て
造
り
出
す
感

情
が
、
修
行
者
が
気
持
ち
に
添
わ
な
い
の
で
も
な
く
添
う
の
で
も
な

い
普
通
の
色
や
形
や
、
音
声・

香・

味・

感
触
と
い
う
知
覚・

認
識

対
象
の
す
が
た
に
身
を
変
え
つ
つ
も
、
そ
れ
で
い
て
修
行
者
の
心
を

掻
き
乱
す
。

こ
の
よ
う
に
魔
羅
鬼
は
、
色
や
形
が
あ
る
眼
の
対
象
や
、
音
声・

香・

味・

感
触
を
対
象
と
し
て
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身
の
知
覚・

認
識
作
用
が
造
り
出
す
感
情
が
、
修
行
者
に
は
受
け
入
れ
が
た
い
す

が
た
に
身
を
変
え
た
り
、
受
け
入
れ
や
す
い
す
が
た
に
身
を
変
え
た

り
、
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
す
が
た
に
身
を
変
え
た
り
す
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、
修
行
者
が
造
り
出
す
自
我
意
識
が
魔
羅
鬼
で
あ
る
。
心

に
生
起
す
る
自
我
意
識
は
、修
行
者
の
心
を
乱
し
悩
ま
し
、悪
に
誘
っ

て
善
心
を
妨
げ
、
生
命
を
奪
う
か
ら
、
命
を
断
つ
者「

殺
者」

と
名
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づ
け
た
り
、
花
の
矢「

華
箭」

と
呼
ん
だ
り
す
る
。

け

せ
ん

華
箭
は
五
本
で
あ
る
か
ら
、
五
箭
と
も
呼
ば
れ
る
。
五
箭
は
、
色

や
形
や
、
音
声・

香・

味・

感
触
と
い
う
五
本
の
矢
を
い
う
。
こ
の

五
本
の
矢
が
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身
の
知
覚・

認
識
作
用
が
起
こ

す
五
種
の
情
欲
と
い
う
的
の
真
ん
中
を
射
抜
き
、
自
我
意
識
を
煽
る

あ
お

か
ら
、
五
箭
と
呼
ば
れ
る
。

修
行
者
は
、
一
つ
の
対
象
を
見
る
と
、
そ
れ
が
受
け
入
れ
や
す
い

対
象
か
、
受
け
入
れ
が
た
い
対
象
か
、
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
対
象

か
の
、
三
種
の
ど
れ
か
に
分
別
し
、
分
別
し
た
対
象
の
す
が
た
を
見

て
惑
い
乱
れ
る
。

修
行
者
が
受
け
入
れ
や
す
い
対
象
と
な
っ
て
魔
羅
鬼
が
現
わ
れ
る

と
い
う
の
は
、
魔
羅
鬼
が
、
と
き
に
は
父
や
母
の
す
が
た
を
借
り
て

現
わ
れ
、
と
き
に
は
兄
や
弟
の
す
が
た
を
借
り
て
現
わ
れ
、
と
き
に

は
諸
仏
の
三
十
二
の
よ
き
す
が
た
を
借
り
て
現
わ
れ
、
と
き
に
は
体

付
き
の
立
派
な
男
子
や
麗
し
い
容
姿
の
女
子
の
す
が
た
を
借
り
て
現

わ
れ
た
り
と
い
う
、
修
行
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
対
象
と
な
っ

て
現
わ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
修
行
者
は
、
現
わ
れ
た
対
象
に
執
着
し
、

そ
の
対
象
か
ら
離
れ
ら
れ
な
く
な
る
。

修
行
者
が
受
け
入
れ
が
た
い
対
象
と
な
っ
て
魔
羅
鬼
が
現
わ
れ
る

と
い
う
の
は
、
魔
羅
鬼
が
、
と
き
に
は
虎
の
す
が
た
を
取
っ
て
現
わ

れ
、
と
き
に
は
狼
の
す
が
た
を
取
っ
て
現
わ
れ
、
と
き
に
は
百
獣
の

王
の
獅
子
の
す
が
た
を
取
っ
て
現
わ
れ
、
と
き
に
は
人
を
魅
惑
し
た

り
喰
っ
た
り
す
る
恐
ろ
し
い
羅
刹
と
い
う
鬼
の
す
が
た
を
取
っ
て
現

わ
れ
た
り
す
る
こ
と
を
い
う
。
魔
羅
鬼
は
、
恐
ろ
し
い
す
が
た
に
身

を
変
え
て
現
わ
れ
、
修
行
者
を
恐
れ
戦
か
す
。

修
行
者
が
受
け
入
れ
や
す
い
の
で
も
な
く
受
け
入
れ
が
た
い
の
で

も
な
い
対
象
と
な
っ
て
、
魔
羅
鬼
が
現
わ
れ
る
と
い
う
の
は
、
魔
羅

鬼
が
、
普
通
の
す
が
た
に
身
を
変
え
て
現
わ
れ
、
修
行
者
の
静
か
な

心
を
掻
き
乱
し
て
集
中
で
き
な
く
す
る
こ
と
を
い
う
。

こ
の
よ
う
に
仏
道
修
行
を
妨
げ
る
眼
に
見
え
る
対
象
を
、
魔
羅
鬼

と
呼
ぶ
。

魔
羅
鬼
は
、
こ
の
よ
う
に
色
や
形
の
あ
る
眼
の
対
象
と
な
る
す
が

た
に
身
を
変
え
て
現
わ
れ
る
ほ
か
、
と
き
に
は
種
々
の
好
ま
し
い
音

や
声
や
嫌
な
音
や
声
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
り
、
と
き
に
は
種
々
の
芳

し
い
香
の
空
気
や
嫌
な
臭
い
の
空
気
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
り
、
と
き

に
は
種
々
の
好
き
な
味
や
嫌
な
味
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
り
、
と
き
に

は
種
々
の
苦
し
み
を
も
た
ら
す
対
象
や
楽
し
み
を
造
り
出
す
対
象
と

な
っ
て
現
わ
れ
た
り
、
と
き
に
は
修
行
者
に
近
づ
い
て
修
行
者
の
身
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体
に
触
れ
た
り
す
る
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
仏
道
修
行
の
妨
げ
と
な
る
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ

で
あ
る
。
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
は
お
び
た
だ
し
い
数
に
上
る
か
ら
、
一

つ
ひ
と
つ
を
説
き
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

肝
心
な
こ
と
を
取
り
上
げ
る
な
ら
ば
、
眼
根・

耳
根・

鼻
根・

舌

根・

身
根
と
い
う
感
覚
器
官
を
通
し
て
、
眼
識・

耳
識・

鼻
識・

舌

識・

身
識
が
知
覚
し
認
識
す
る
色
や
形
の
色
境
、
音
声
の
声
境
、
香

の
香
境
、
味
の
味
境
、
触
れ
ら
れ
る
も
の
の
触
境
と
い
う
、
知
覚・

認
識
対
象
を
造
り
出
し
て
修
行
者
の
心
を
懊
悩
動
乱
さ
せ
、
不
殺
生

や
不
偸
盗
や
不
邪
婬
の
よ
う
な
十
の
正
し
い
行
な
い
を
失
わ
せ
、
心

に
種
々
の
迷
い
を
起
こ
さ
せ
る
の
は
全
て
、
魔
羅
鬼
の
軍
勢
が
な
す

し
わ
ざ
で
あ
る
。

魔
羅
鬼
の
軍
勢
の
し
わ
ざ
と
す
る
の
は
、
一
切
は
あ
る
が
ま
ま
に

あ
る
と
い
う
、
当
た
り
前
の
真
実
を
説
く
仏
の
智
慧
を
蔽
い
隠
し
て

し
ま
い
、
貪
り
や
、
憂
い
や
、
怒
り
や
、
心
を
晦
ま
す
眠
り
な
ど
に

代
表
さ
れ
る
、
仏
道
修
行
の
妨
げ
を
起
こ
す
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、

『

仏
本
行
集
経』

の
偈
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

「

執
着
が
、
修
行
者
を
襲
う
最
初
の
魔
軍
で
あ
り
、

憂
い
が
、
第
二
の
魔
軍
で
あ
る
。

飢
え
と
渇
き
が
、
第
三
の
魔
軍
で
あ
り
、

貪
り
が
、
第
四
の
魔
軍
で
あ
る
。

や
る
気
を
失
い
眠
る
の
が
、
第
五
の
魔
軍
で
あ
り
、

畏
れ
戦
く
心
が
、
第
六
の
魔
軍
で
あ
る
。

疑
い
や
後
悔
が
、
第
七
の
魔
軍
で
あ
り
、

自
分
の
心
と
違
う
も
の
に
怒
り
憎
む
心
が
、
第
八
の
魔
軍
で
あ

る
。

財
を
貪
り
名
誉
を
求
め
よ
う
と
す
る
心
が
、
第
九
の
魔
軍
で
あ

り
、

悟
っ
た
と
自
ら
高
ぶ
り
人
を
蔑
ず
む
心
が
、
第
十
の
魔
軍
で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
十
の
魔
軍
は
、

す
べ
て
を
捨
て
た
修
行
者
を
厭
い
滅
ぼ
そ
う
す
る
。

わ
た
し
仏
陀
は
、
禅
定
に
よ
っ
て
得
た
智
慧
の
力
に
よ
っ
て
、

修
行
者
が
起
こ
す
こ
れ
ら
の
魔
軍
を
打
ち
破
っ
た
。

そ
し
て
、
修
行
を
完
成
し
お
わ
っ
て
、

一
切
の
迷
え
る
衆
生
を
悟
り
の
彼
岸
に
渡
ら
せ
る
。」

と
。

つ
ま
り
修
行
者
は
、
仏
道
の
妨
げ
と
な
る
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
を
自

覚
し
た
な
ら
ば
、
自
分
の
力
で
こ
れ
ら
の
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
を
絶
対
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に
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
を
完
全
に
取
り
除
く
方
法
に
、二
種
類
が
あ
る
。

一
は
、
臍
下
三
寸
の
丹
田
に
心
を
落
ち
着
け
、
一
つ
の
対
象
に
専

注
す
る「

止」
の
修
行
法
を
実
践
し
て
、
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
を
取
り

除
く
方
法
で
あ
る
。

修
行
者
は「

止」

の
修
行
実
践
に
よ
っ
て
、
自
我
に
塗
れ
た
目
で
、

外
界
の
対
象
が
独
自
の
す
が
た
で
存
在
し
て
い
る
と
見
、
独
自
の
す

が
た
で
存
在
し
て
い
る
と
見
る
も
の
を
、
好
ま
し
い
と
見
た
り
好
ま

し
く
な
い
と
見
た
り
す
る
こ
と
は
、
魔
羅
鬼
が
造
り
出
す
真
実
に
違

う
し
わ
ざ
で
あ
る
と
知
る
。

真
実
に
違
う
と
知
る
と
、
好
ま
し
い
も
の
に
執
著
し
た
り
、
好
ま

し
く
な
い
も
の
を
怖
れ
る
こ
と
が
な
い
。
外
界
の
対
象
を
好
き
か
嫌

い
か
で
、
好
き
を
取
り
嫌
い
を
捨
て
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
。

こ
の
境
地
に
至
れ
ば
、
外
界
の
対
象
に
心
を
移
す
こ
と
が
な
く
心

は
静
か
で
澄
み
切
っ
て
い
る
か
ら
、
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
は
自
然
に
消

滅
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

二
は
、
自
我
を
否
定
し
、
物
事
の
実
相
を
観
察
す
る
智
慧
を
引
き

出
す「

観」

の
修
行
法
を
実
践
し
て
、
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
を
完
全
に

取
り
除
く
方
法
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
説
き
明
か
し
た
よ
う
に
、
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
と
さ
れ

る
自
我
に
よ
っ
て
造
り
出
さ
れ
る
対
象
世
界
を
み
た
と
き
、

「

止」

の

修
行
法
を
実
践
し
て
も
、
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
が
消
滅
し
な
け
れ
ば
、

そ
の
時
は
、
外
界
の
対
象
を
見
る
お
の
れ
の
心
を
、
お
の
れ
が
本
来

も
っ
て
い
る
智
慧
で
観
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
し
魔
羅
鬼
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
対
象
世
界
が
な
く
、
魔
羅
鬼

が
対
象
世
界
を
見
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
魔
羅
鬼
が
修
行

者
を
悩
ま
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
魔
羅
鬼
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
対
象
世
界
が
な
い

と
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
即
座
に
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
は
消
滅

す
る
。

も
し
、
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
が
の
ろ
の
ろ
と
し
て
消
滅
し
な
い
と
き

に
は
、
一
切
は
現
象
し
て
い
る
と
い
う
真
実
を
深
く
思
念
し
て
、
魔

羅
鬼
の
し
わ
ざ
に
恐
れ
戦
く
こ
と
な
く
、身
命
を
惜
し
む
こ
と
な
く
、

心
を
正
し
く
は
た
ら
か
し
て
た
じ
ろ
ぐ
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
魔
羅
鬼

の
世
界
も
仏
の
世
界
も
本
質
的
に
は
同
一
で
あ
る
か
ら
、
魔
羅
鬼
の

世
界
は
そ
の
ま
ま
仏
の
世
界
で
あ
る
と
思
い
至
る
。

つ
ま
り
、
魔
羅
鬼
の
世
界
と
仏
の
世
界
と
は
、
共
に
た
だ
一
つ
の

真
実
で
あ
っ
て
、
二
つ
の
世
界
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
極
め
る
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こ
と
が
で
き
れ
ば
、
魔
羅
鬼
の
世
界
の
す
が
た
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

捨
て
去
る
べ
き
魔
界
も
な
け
れ
ば
、
仏
の
世
界
の
す
が
た
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
執
著
す
べ
き
仏
界
も
な
い
。
一
切
は
心
の
現
象
で
あ
る
と

見
極
め
た
境
地
に
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
魔
羅
鬼
の
世
界
と
い
う
魔
界

も
な
け
れ
ば
、
仏
の
世
界
と
い
う
仏
界
も
な
い
。
た
だ
己
の
心
が
造

り
出
し
た
世
界
で
あ
る
。

こ
の
境
地
で
は
、
修
行
者
は
仏
が
説
く
教
え
そ
の
ま
ま
に
包
ま
れ

た
生
き
方
が
で
き
る
。
仏
が
説
く
教
え
に
包
ま
れ
た
生
き
方
が
で
き

れ
ば
、
修
行
者
の
心
を
惑
乱
す
る
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
は
消
滅
す
る
。

ま
た
次
に
、
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
が
消
滅
し
な
い
の
を
見
て
も
、
当

然
、
憂
い
を
抱
い
て
は
な
ら
な
い
。
逆
に
、
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
が
消

滅
す
る
の
を
見
て
も
、
喜
ん
で
は
な
ら
な
い
。

理
由
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
に
、
修
行
者
が
坐
禅
を
し
て
い
る
と
き
に
、
魔
羅
鬼
が

す
が
た
を
変
え
て
虎
や
狼
と
な
っ
た
り
、
す
が
た
を
変
え
た
虎
や
狼

が
近
づ
い
て
き
て
、
坐
禅
を
し
て
い
る
修
行
者
を
喰
っ
た
と
い
う
例

を
つ
い
ぞ
見
た
こ
と
が
な
い
。
ま
し
て
や
、
こ
れ
ま
で
に
魔
羅
鬼
が

す
が
た
を
変
え
て
男
子
に
な
っ
た
り
女
子
に
な
っ
た
り
、そ
の
上
に
、

夫
婦
に
な
っ
た
り
し
た
例
を
見
た
こ
と
が
な
い
。

こ
こ
で
承
知
し
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と
は
、
魔
羅
鬼
が
す
が
た
を

変
え
て
現
出
す
る
の
は
、す
べ
て
幻
覚
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

自
我
を
捨
て
き
れ
な
い
愚
か
な
人
は
、
現
出
す
る
魔
羅
鬼
の
し
わ

ざ
を
、
自
我
が
造
り
出
す
実
体
の
な
い
幻
覚
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
知

ら
な
い
。
知
ら
な
い
か
ら
、
心
に
驚
き
や
怖
れ
を
抱
き
、
幻
覚
に
過

ぎ
な
い
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
を
貪
り
求
め
、
徹
底
し
て
執
著
す
る
の
で

あ
る
。

幻
覚
に
徹
底
し
て
執
著
す
る
か
ら
、
修
行
者
は
、
心
を
乱
し
、
心

の
統
一
を
失
い
、
心
を
狂
わ
せ
、
遂
に
は
身
体
的
な
病
ま
で
引
き
起

こ
す
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
説
き
明
か
し
た
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
が
、
修
行
者
に
、
魔

羅
鬼
の
し
わ
ざ
は
実
体
が
な
い
幻
覚
に
過
ぎ
な
い
と
見
極
め
る
正
し

い
智
慧
が
な
い
か
ら
、身
体
的
な
病
ま
で
引
き
起
こ
す
の
で
あ
っ
て
、

魔
羅
鬼
が
な
す
し
わ
ざ
は
す
べ
て
、
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
で
は
な
い
。

す
べ
て
は
、
修
行
者
の
心
が
造
り
出
す
幻
覚
で
あ
り
、
執
著
す
る
必

要
の
な
い
妄
想
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
次
に
、い
ろ
い
ろ
な
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
に
よ
る
心
の
混
乱
が
、

年
月
を
経
て
も
消
滅
し
な
い
と
き
に
は
、心
の
お
も
い
を
正
し
く
保
っ

て
、
意
志
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
身
命
を
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惜
し
む
こ
と
な
く
、
憂
い
た
り
心
配
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
で
心
が
混
乱
す
る
と
き
は
、『

方
等
陀
羅
尼
経』

な
ど
が
説
く
十
八
種
の
摩
訶
袒
持
陀
羅
尼
を
始
め
と
し
て
、
大
乗
経

典
に
説
き
示
さ
れ
て
い
る
魔
羅
鬼
を
対
治
す
る
呪
文
を
唱
え
た
り
、

心
に
念
じ
た
り
、
仏・
法・

僧
の
三
宝
を
片
時
も
忘
れ
ず
思
い
続
け

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

心
静
か
で
安
定
し
た
禅
定
の
境
地
か
ら
出
よ
う
と
す
る
と
き
も
、

摩
訶
袒
持
陀
羅
尼
の
呪
文
を
唱
え
、
魔
羅
鬼
に
魅
入
ら
れ
て
心
の

み

い

隙
間
に
雑
念
が
入
る
の
を
防
ぐ
よ
う
に
自
分
で
務
め
な
け
れ
ば
な
ら

す

き

ま

な
い
。
魔
羅
鬼
に
魅
入
ら
れ
て
心
が
混
乱
し
な
い
よ
う
に
、
自
分
が

造
っ
た
罪
業
を
師
に
告
白
し
、
罪
を
恥
し
、
教
団
に
お
い
て
守
る
べ

き
十
重
禁
戒
や
四
十
八
軽
戒
や
三
聚
浄
戒
な
ど
の
条
文
を
唱
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

邪
で
あ
る
魔
羅
鬼
が
、
正
し
く
仏
道
を
歩
む
者
を
犯
す
こ
と
は
な

い
。
魔
羅
鬼
は
、
時
間
が
経
て
ば
自
然
に
消
滅
す
る
も
の
で
あ
る
。

魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
は
、
多
岐
に
わ
た
る
。
従
っ
て
、
ど
れ
ほ
ど
詳

細
に
説
き
明
か
し
て
も
、す
べ
て
を
説
き
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
こ
と
を
十
分
に
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う

な
訳
で
あ
る
か
ら
、
仏
の
教
え
を
求
め
る
道
に
初
め
て
入
る
修
行
者

は
、
ど
う
し
て
も
外
護・

同
行・

教
授
と
い
う
三
つ
の
条
件
を
具
え

た
善
知
識
、
す
な
わ
ち
指
導
者
に
親
し
み
近
づ
く
必
要
が
あ
る
。

善
知
識
に
親
し
み
近
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
初
心
の
修

行
者
は
、
次
に
説
く
よ
う
に
、
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
に
惑
わ
さ
れ
て
正

し
い
道
を
外
れ
る
と
い
う
、
一
人
で
は
乗
り
越
え
る
こ
と
が
難
し
い

こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

心
の
幻
覚
に
過
ぎ
な
い
魔
羅
鬼
が
人
の
心
に
入
り
込
む
と
、
修
行

者
の
心
は
狂
っ
て
し
ま
う
。
心
を
暗
く
沈
ま
せ
た
り
、
心
を
騒
が
し

く
動
か
せ
た
り
す
る
。
こ
の
憂
鬱
や
興
奮
が
原
因
と
な
っ
て
身
体
的

な
病
を
引
き
起
こ
し
、
果
て
は
死
に
至
ら
せ
て
し
ま
う
。

修
行
者
自
身
の
中
で
魔
羅
鬼
が
変
身
し
、
と
き
に
は
禅
定
を
得
、

と
き
に
は
智
慧
を
得
、
と
き
に
は
超
人
的
な
神
通
力
を
得
、
あ
る
い

は
と
き
に
は
陀
羅
尼
の
呪
文
を
得
た
と
い
う
。

修
行
者
は
、
魔
羅
鬼
が
変
身
し
て
得
た
邪
悪
な
禅
定
や
智
慧
や
神

通
や
陀
羅
尼
に
よ
っ
て
、
教
え
を
人
々
に
説
き
明
か
し
、
教
え
諭
す
。

人
々
は
、
一
旦
は
そ
の
教
え
を
信
じ
、
心
か
ら
従
う
。
し
か
し
後
に

な
っ
て
、
魔
羅
鬼
が
変
身
し
て
得
た
教
え
は
、
出
家
の
修
行
者
の
生

命
で
あ
る
、
己
を
捨
て
て
人
々
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
善
事
を
打
ち
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壊
し
て
し
ま
う
。
結
局
、
魔
羅
鬼
の
邪
悪
な
教
え
が
、
正
し
い
仏
の

教
え
を
破
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
説
き
明
か
し
て
き
た
よ
う
に
、
魔
羅
鬼
の
す
が
た
は
い
ろ
い

ろ
で
、
一
つ
の
す
が
た
に
決
ま
っ
て
い
な
い
。
い
ろ
い
ろ
説
き
示
し

て
き
た
が
、
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
の
す
べ
て
を
説
き
尽
く
す
こ
と
は
で

き
な
い
。

こ
れ
ま
で
簡
略
に
、
魔
羅
鬼
の
し
わ
ざ
の
肝
心
の
点
を
説
き
明
か

し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
修
行
者
が
、
心
の
安
定
を
得
よ
う
と
取
り
組

む
坐
禅
の
中
で
起
こ
る
妨
げ
を
、
正
し
い
仏
の
教
え
で
あ
る
と
思
い

込
ん
で
、
無
造
作
に
魔
羅
鬼
の
世
界
に
迷
い
込
み
取
り
込
ま
れ
る
こ

と
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。

大
切
な
点
を
挙
げ
れ
ば
、
魔
羅
鬼
に
惑
わ
さ
れ
た
邪
心
を
取
り
除

き
、
本
来
の
自
己
を
取
り
戻
し
て
、
仏
の
教
え
に
基
づ
く
正
道
に
落

ち
着
き
た
い
と
願
う
な
ら
ば
、
存
在
す
る
も
の
す
べ
て
が
あ
り
の
ま

ま
に
あ
り
、
す
べ
て
が
完
全
に
調
和
し
た
世
界
に
あ
る
と
い
う
、
諸

法
実
相
の
真
実
そ
の
も
の
を
実
観
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

臍
下
三
寸
の
丹
田
に
心
を
落
ち
着
け
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
専
注

す
る「

止」

の
修
行
法
と
、
自
我
を
否
定
し
、
物
事
の
実
相
を
観
察

す
る
智
慧
を
引
き
出
す「

観」

の
修
行
法
と
を
連
動
し
て
実
践
し
、

諸
法
実
相
を
実
観
し
続
け
れ
ば
、
魔
羅
鬼
が
修
行
者
の
心
を
邪
な
道

に
陥
れ
て
も
、
必
ず
そ
れ
を
打
ち
破
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
と
し
い

従
っ
て
、『

大
智
度
論』

巻
第
五
に
は
、

「

あ
り
の
ま
ま
に
存
在
す
る
も
の
す
べ
て
が
、真
実
の
す
が
た
に

あ
る
。

そ
れ
以
外
の
心
は
す
べ
て
魔
羅
鬼
の
な
す
し
わ
ざ
で
あ
る
。」

と
説
き
明
か
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

『

大
智
度
論』

巻
第
二
十
の
偈
の

中
で
、
次
の
よ
う
に
説
き
示
し
て
い
る
。

「

心
で
あ
れ
こ
れ
思
う
こ
と
、

こ
れ
が
、
魔
羅
鬼
が
張
り
巡
ら
し
た
綱
で
あ
る
。

対
象
に
と
ら
わ
れ
て
、
心
を
乱
す
こ
と
な
く
、

対
象
を
思
い
計
り
分
別
す
る
こ
と
が
な
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
魔
羅
鬼
の
網
の
虜
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

お
そ
る
べ
き
は
自
我
、

こ
れ
が
、
仏
の
教
え
の
旗
印
の
諸
法
実
相
で
あ
る
。」
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